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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　サイケデリックな原色の青い空と、前衛芸術のような白い入道雲。

　容よう赦しやなく降り注ぐ直射日光に浮うかされて、セミたちの大合唱は熱を帯びるばかり。

　そして──。

「天あま津つ風かぜさん、いっくよー！　えいっ！」

「あはははは！　美み玖くさん冷たいですーっ！」

　そんな夏真まっ盛さかりの中でも、青春バカ野や郎ろうは元気いっぱいだった。

　無事、夏休みに突とつ入にゆうして早三日。夏休みだろうが関係なく、相変わらず毎日のように顔を合わせている僕ら〈アオハル・パーティ〉の本日の活動内容は、何な故ぜかプール掃そう除じだった。

　楽しそうに水を掛かけ合あう天あま津つ風かぜと加か賀が美みを横目に見ながら、僕はデッキブラシを杖つえ代わりに、灼しやく熱ねつの太陽の下で途と方ほうに暮れる。

　奉ほう仕し活動を目的とした我らがサークル（虚きよ偽ぎの申しん請せい）に命じられた、栄えある最初の依い頼らいがこのプール掃そう除じなのだった。

　はっきり言って面めん倒どう事の押しつけだろうとは思うが、サークル代表の天あま津つ風かぜは、大変上じよう機き嫌げんに依い頼らいを受じゆ諾だくした。曰いわく、「プール掃そう除じって一回やってみたかったんですよね！　だって、どう考えても青春じゃないですか！」とのこと。青春箱はこ入いり娘むすめは、今日も絶好調である。

　ノリノリの天あま津つ風かぜを諫いさめられるはずもなく、そのようなわけで、僕らはこのクソ暑い夏の日に、五人という少人数でせっせとプール掃そう除じに勤いそしんでいる次し第だいなのである。

「琥こ太た郎ろうさん！　なに黄昏たそがれてるんですか！　こっち来て一いつ緒しよにお掃そう除じしましょうよ！」

　天あま津つ風かぜが、こちらに向かって大きく手を振ふっているが、生あい憎にくとそこまでの元気はない。先日の林間学校の疲つかれが、こちらはまだ抜ぬけきっていないのである。

「──まったく、天あま津つ風かぜちゃんもお子ちゃまねえ」

　僕の隣となりで、上品に麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶった那な珂か川がわさんが澄すまし顔で言う。ミニスカートから覗のぞく、細く長い裸足はだしのおみ足が目の毒だった。

「ねえ、コタくん。いっそこのままサボって、二人でどこかで楽しいことしない？」

　那な珂か川がわさんはセクシィな流し目でこちらを見やる。思わず、「ハイ喜んで！」と即そく答とうしたくなるほど魅み力りよく的な提案だったが、何な故ぜか視界の隅すみに、水の流れ出るホースの口をこちらへ向けている加か賀が美みの姿が見えたので、僕は反射的に動く。

「きらら防ぼう壁へきッッッ！」

「え、ちょっとコタくん突とつ然ぜんなにを、ブルルルルァァァァァァ!?」

　僕が那な珂か川がわさんの影かげに隠かくれたために、ホースからの鋭するどい水の一いつ閃せんは、すべて那な珂か川がわさんの美しい顔面に吸い込まれていった。ふぅ、危ないところだった……。

「ちょっとコタくん！　女の子を盾たてにするとか正気!?」

　顔だけでなく全身から水を滴したたらせながら、那な珂か川がわさんは凄すごんできた。びしょ濡ぬれでもメチャクチャ美人なのはさすがだ。

「いや、那な珂か川がわさんなら未来の力で、何か斥せき力りよく場ばみたいなものを出して防げるかな、と」

「コタくんの未来に対する熱い期待を裏切るようで悪いけど、そんなものはないわよ!?」

　ないのかぁ……それはちょっと残念だな……。

「ほら、湊みなとくんも那な珂か川がわさんも！　みんなで協力してやればすぐに終わるから！」

　加か賀が美みが持ち前のリーダーシップを発揮して言う。

「内ない緒しよにしてたけど、終わったら村むら雨さめ先生がガリガリ君ご馳ち走そうしてくれるって！」

「バカ野や郎ろう、それを先に言え！」

　僕は俄が然ぜんやる気を出す。労働の後のガリガリ君とか最高かよ。

「ははっ、琥こ太た郎ろうくんは現金だなあ」

　このクソ暑い中でも爽さわやかに笑う八や重え樫がしを無視して、僕は懸けん命めいにプール掃そう除じに取とり掛かかる。

　ちなみに本来は体操服でやるべきところを、天あま津つ風かぜたっての希望で全員制服のままである。制服のほうが青春っぽいとか何とか。確かに、眩まぶしいばかりのセーラ服に身を包んだ女子たちが裸足はだしでキャッキャしているのはこの上なく青春っぽい。元来セーラ服は水兵の服なのだから、むしろこちらが正装のような気さえしてくる。暑さで脳をやられたのかもしれないけど。

　滝たきのように流れ出る汗あせを拭ぬぐってから、僕はデッキブラシを握にぎる手に力を込こめる。

　視界の片かた隅すみでは、仕返しとばかりに那な珂か川がわさんが加か賀が美みからホースを奪うばい、二人に水を掛かけていた。キャーキャー言いながら逃にげ惑まどう天あま津つ風かぜたち。賑にぎやかな黄色い声が、耳に心ここ地ち良よい。

「キャーッ！　〈妖よう怪かい水掛かけ女〉ですぅ！」

「誰だれが妖よう怪かいよ！　せめて〈怪かい奇き！　水も滴したたる良いい女〉と呼びなさい！」

「それはそれで都市伝説系の怪かい異いだよね!?　それで良いいんだ!?」

「私の美しさは、すでに人類を超ちよう越えつしているから良いいのよ！　ね、コタくん！」

「僕に同意を求められても」正解がわからねえです。

　一方、八や重え樫がしはマイペースに、我関せずとデッキブラシでプールの底を磨みがいていた。

　何というか──実に平和だった。

　つい先日、再び世界が消しよう滅めつしかけたとはとても思えないほど、穏おだやかで当たり前の日常がここにはあった。

　これが、僕が命いのち懸がけで手を伸のばした、本来あり得ざる世界なのか、と思うとなかなかに感かん慨がい深ぶかい。

　ふと透すけるような青い空を見上げれば、数日まえの出来事が今も鮮せん明めいに脳のう裏りに蘇よみがえる。

　底そこ抜ぬけに楽しくて、でも何な故ぜか何度も死にそうになった、宇宙存続を懸かけた波乱の林間学校が──。
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　青春という極きわめて厄やつ介かいな精神的無む双そう感を患わずらった者は往々にして恋れん愛あい脳であり、それゆえにどこの学校にも大たい抵てい、恋れん愛あいにまつわる伝説や噂うわさの一つや二つはあるものだろう。

　伝説の桜の木の下で告白すると結ばれる的なアレだ。

　それらは例外なく、夢見がちな彼らないし彼女らの願望が生み出した幻げん想そうであり、実際には何のエビデンスもないただの妄もう言げんなのだけれども……。

　そんな妄もう言げんに縋すがりたくなるほど、恋れん愛あい事に本気である、という点は素す直なおに評価すべきポイントだと思う。

　どんなことであれ、若い内に必死になるのは良いいことだ。

　結果得られたものが栄光であれ挫ざ折せつであれ、その経験はきっと精神的な成長に繫つながるだろうから。

　まあ、そんな手て垢あかのついた一いつ般ぱん論はさておき。

　我らが、東しの雲のめ学園にも恋れん愛あいにまつわる伝説がいくつか存在する。

　そのうちの一つが、一年時の林間学校最終日に行われるキャンプファイヤで共に踊おどった男女は結ばれる、というものだ。

　何ともありきたりで恥はずかしい伝説だとは思うが、伝説なんて得てしてそういうものだろう。

　そもそも雰ふん囲い気きというスパイスがあるとはいえ、公衆の面前で仲良く踊おどろうなどと考える時点ですでに好感度マックスなのだろうから、カップル成立も当然といえば当然な気もするが。

　東しの雲のめ学園では、新しい環かん境きようにも多少慣れてきた一年時の夏に、レクリエーションのための林間学校を行うのが通例らしい。日程は二泊はく三日。その間、都会の喧けん噪そうを離はなれて自然と触ふれ合あいつつ級友と語らうことで、その後の学園生活をより充じゆう実じつさせる、という目的があるのだとか。

　要するに、泊とまりがけの遠足のようなものだ。正直面めん倒どうだとは思うが、学校行事なのであれば仕方がない。

　逆に言えば、夏休みのまえに学園が遊びに連れて行ってくれるともとれるわけで、そう考えれば夏休みを謳おう歌かするためのカンフル剤ざい的に楽しむのがベターなのではないだろうか。

　友だちのいないプロぼっちガチ勢だった中学時代の僕であれば、これはとてつもなく恐おそろしい地じ獄ごくのイベントだと思っていたのだろうが、幸いにして今は多くはないけど少しは友人を持つ身。心の余よ裕ゆうが違ちがいますよ。

　まあ、そんな気軽な気持ちでこのイベントに臨のぞんでいた僕なのだけれども──最近なりを潜ひそめていたのですっかり失念していた。

　──自分が世界一不幸な人間であるという事実を。

　おかげで僕は、またぞろ世界の滅めつ亡ぼうを懸かけたトラブルに巻き込まれていくことになる……。





２






「くぅー！　疲つかれましたあ！」

　七月中ちゆう旬じゆんの期末試験最終日。

　最後の科目が終しゆう了りようしたところで、隣となりの席の天あま津つ風かぜ撫なで子しこが大きく伸のびをして言った。

　季節は夏。この一ヶ月で天あま津つ風かぜのセーラ服姿もすっかり見慣れたが、伸のびをすることで無防備に強調される豊かな胸むな元もとはいつだって目の毒だった。

「お疲つかれ」

　僕はさり気なく伸のびを止めさせるために声を掛かける。天あま津つ風かぜは、姿勢を正して嬉うれしそうに破顔した。

「お疲つかれさまです、琥こ太た郎ろうさん。いやあ、こういうみんなで受ける試験って初めてで緊きん張ちようしましたが、琥こ太た郎ろうさんがずっと隣となりに居てくださったのでいつもの調子で臨のぞめました。ありがとうございます」

「……いや、僕は別に何もしてないから」

　我らが東しの雲のめ学園には中間試験なるものが存在しないため、この期末試験が実質的な入学後初めての定期試験ということになる。

　試験はカンニング防止の観点から、クラスの中で毎回ランダムに座席を変えて行われるが、何な故ぜか天あま津つ風かぜは毎回僕の隣となりに座っていた。

　故ゆえあって天あま津つ風かぜ撫なで子しこは、世界一の幸運を持つラッキーガールなのである。

　その激運とも評される幸運を無意識に使用して、毎回くじ引きによる座席決めで僕の隣となりをピンポイントで引き当てていたようだ。何というか、幸運の無む駄だ遣づかいが半はん端ぱない。

　そして天あま津つ風かぜと対比するように、僕は世界一不幸な男子高校生を自じ称しようしているが、ありがたいことに天あま津つ風かぜと絡からむようになってからその不幸は随ずい分ぶんと落ち着きを見せ始めている。たぶん、天あま津つ風かぜの幸運によって僕の不運が相そう殺さいされているのだろう。

　たとえば、中学時代までの僕ならば、試験の朝なんかは突とつ然ぜん目覚まし時計が止まって寝ね坊ぼうするという不幸に見み舞まわれることも多かった。今回も例に漏もれず、試験期間中何な故ぜか二度も目覚まし時計が仕事を放ほう棄きする不幸に見み舞まわれたが、そういうときに限って天あま津つ風かぜが気まぐれにモーニングコールをしてくれたために、ギリギリ試験に間に合ったのだった。

　いや、本当に天あま津つ風かぜ様々なのである。

　ちなみに天あま津つ風かぜ、幼少期の病弱が原因で、一いつ般ぱん的な学園生活というのは高校が初めてらしい。そのために僕らがこれまで散々苦しめられてきた試験一つとっても必要以上に楽しめるようだ。

「初めての試験の手応えはどんな感じだ？」

「思ったより簡単でしたね。全教科九割以上は固いかと」

「優等生かよ」

「だって、赤点なんか取っちゃったら大切な初めての夏休みが潰つぶれちゃいますから！」

　目ま映ばゆいばかりの笑え顔がおを浮うかべる。彼女の艶つややかな黒くろ髪かみに昼時の陽光が乱反射して、心なしか後光が差しているようにも見える。

「ちなみに琥こ太た郎ろうさんはどんな感じです？」

「僕は……まあまあかな。たぶん大体八割は取れてると思うけど」

「えっ！　琥こ太た郎ろうさん、お勉強できたのですか!?」

「いやまあ、人並みにはできるけど」

「なんと……！　それは失礼しました。学園ラブコメの主人公って大体成績不ふ振しんなので琥こ太た郎ろうさんもてっきり……」

「僕は学園ラブコメの主人公じゃない！」

　天あま津つ風かぜ、たまにわけのわからないことを言う。

「それより琥こ太た郎ろうさん！　今日からまた部活動解禁ですよ！　久々に皆みなさんで集まれるの楽しみです！」

　試験直前の一週間は、一部例外を除いた全部活動が禁じられる。東しの雲のめ学園は一応進学校なのである。

「大げさだな……何だかんだ言ってみんな毎日顔を合わせてるだろ」

「それはそうですけど……」天あま津つ風かぜは可か愛わいらしく唇くちびるを尖とがらせる。「でも、やっぱり部室で行う〈アオハル・パーティ〉の活動は私の中で特別なんです！」

「ただのお遊びサークルじゃないか……」

「違ちがいます！　謎なぞ部活です！」

　何かこだわりがあるらしい。

「まあ、なんでもいいよ。それより腹減ったから部活まえに何か食わないと」

　試験中はずっと午前授業なので、学園に居残るのであれば適当に昼食を摂とらなければならない。そう提案すると、天あま津つ風かぜは急にまた目を輝かがやかせた。

「でしたら、せっかくですから皆みなさんでどこか打ち上げに──」

「おーし、仔こ猫ねこども！　ちょっと話を聞け！」

　試験監かん督とくの先生と入いれ違ちがいに、担任の村むら雨さめが教室に現れた。浮うき足あし立だっていたみんなは、一いつ旦たん口を噤つぐんで教きよう卓たくに目を向ける。

　長身の体たい軀くを芋いも色のジャージに包み、片手に竹刀しないを引っさげた女教師は、教きよう卓たくのまえで不敵に笑う。

「まずは試験お疲つかれさま。みんなはこれで試験からも解放されてのんびりできるのかもしれないが、我々教師陣じんはこれから地じ獄ごくの採点が始まってつらいので、目の前でそう嬉うれしそうにされると腹が立つな」

　知らねえよ。あんたそれで飯食ってるんじゃないのか。

「だがまあ、よく学びよく遊ぶのはおまえら学生の本分だ。羽目を外しすぎない程度にやりたいことをやるといい。ただし私に迷めい惑わくは掛かけないよう傾けい注ちゆうしろ」

　身勝手なのか優やさしいのかよくわからないことを言ってから、村むら雨さめはさて、と話題を変える。

「夏休みを目前にして浮うかれていることだろうが、まだ一学期最後のイベントが残ってるから気を抜ぬかないように。ということで、このホームルームで林間学校の班決めを行う！」

　おお、とクラスが沸わき立たった。そういえば、試験勉強に集中しすぎて林間学校のことをすっかり忘れていた。

「……ねえ、琥こ太た郎ろうさん」喧けん噪そうに紛まぎれて天あま津つ風かぜが小声で尋たずねてくる。「林間学校って何ですか？」

「え、知らなかったの？」

　学校大好き天あま津つ風かぜが行事を正確に把は握あくしていないのは意外だ。

「年間予定表とか見てないのか？」

「あえて見ないようにしているんです。そのほうが、次に何があるかわからなくてワクワクしますから！」

「おまえマジで、全力で青春を謳おう歌かしてるのな……」

　少し呆あきれるが、天あま津つ風かぜは編入生なので事前の行事説明を受けていないことを思い出した。

「林間学校ってのは、ようするに泊とまりがけの遠足みたいなものだな。都会を離はなれて自然と触ふれあうことで、情操を育むとか何とか」

「泊とまりがけの遠足！」天あま津つ風かぜは星ほし屑くずを散らしたように双そう眸ぼうを輝かがやかせる。「そんなもの、どう考えても素す晴ばらしい青春の一ページじゃないですか！」

「……そうかなあ」

　青春お化けの天あま津つ風かぜは、たぶん何が起きても全力でそれを楽しむんだと思うけど……一いつ般ぱん人じんの僕からすれば遠足なんて面めん倒どうで疲つかれるだけだ。

「まさかキャンプファイヤとかもやるんですか！」

「──らしいな。まあ、小学生がやるようなキャンプファイヤを囲んでみんなで仲良くフォークダンス、って感じのアレじゃないみたいだけど」

　キャンプファイヤで踊おどると結ばれる、という伝説の話は伏ふせておく。だって絶対、天あま津つ風かぜは真に受けて僕と踊おどりたがるだろうから。公衆の面前で踊おどるなんて絶対に勘かん弁べんだ。

　僕の不安を余よ所そに、天あま津つ風かぜはますますテンションを上げていく。

「でも絶対楽しいです！　琥こ太た郎ろうさん、是ぜ非ひ一いつ緒しよの班になりましょうね！」

「いやまあ、僕は良いいけど……」

　そんな話をしていたところで、教きよう卓たく前の村むら雨さめは、パンと手を叩たたく。

「それじゃあ今から五分間で自由に話し合って決めろー。班の構成は六人で。特に希望のない者は、あとでこちらで調整するので適当に時間を潰つぶすように」

　中学時代の僕ならばきっと五分間黙だまってボーッとしていただろうが、幸いなことに今は班員に心当たりがある。さて、どうしたものかと視線を巡めぐらせて──。

「やほー。お二人さんお元気ー？」

　背後から声を掛かけられる。振ふり返かえるとそこには小学生と見み間ま違ちがえそうなほど小こ柄がらな少女──クラス委員長でもある加か賀が美み美み玖くがニコニコ笑って手を振ふっていた。

「美み玖くさん！」感かん極きわまったように天あま津つ風かぜが抱だきつく。「良かったです！　美み玖くさん人気者なので、もう他の班からお誘さそいが来ているものかと！」

「あははー、まあ、ちょいちょい声は掛かけられてたけどねー。やっぱり天あま津つ風かぜさんたちと一いつ緒しよがいいなって」

　抱だきつかれながらも、天あま津つ風かぜに気づかれないよう、ちらりとこちらに意味深なウィンクを飛ばしてくる。僕は思わず渋じゆう面めんを浮うかべた。

　加か賀が美み美み玖く。小学生と見み紛まがうほど幼い容姿でありながら、母性溢あふれるみんなのママとして絶大な人気を誇ほこるクラスメイトである。

　しかして、そのバブみの権ごん化げは、世を忍しのぶ仮の姿。

　真の姿は、二十年後の未来から僕を守るためにやって来たサイボーグなのである！

　……いや、僕も何を言っているのかよくわからないのだけど、事実なのだから仕方がない。

「どうしたの、湊みなとくん？　苦虫みたいな顔して」

「……どんな顔だ」

　正しくは『苦虫を嚙かみ潰つぶしたよう』。

「何でもないよ。ただ委員長に見張られてたら、満足に羽を伸のばせないなと思っただけだ」

「あはは、風紀は乱しちゃダメだよー」

　加か賀が美みは楽しそうに笑う。いや、他ひ人と事ごとのように笑ってるけど、最近だとあなた自分で率そつ先せんして風紀を乱してる風潮あるからね？

　内心でため息を吐ついたところで、今度は左方から肩かたを叩たたかれる。

「やあ、琥こ太た郎ろうくん」

　クラス一の爽さわやかイケメン──八や重え樫がし楓かえでだった。

　八や重え樫がしはいつものように穏おだやかな微び笑しようを湛たたえながら、余よ裕ゆうを滲にじませて佇たたずんでいる。その代わらぬ所作に僕はどこか安あん堵どを覚える。

「班員、まだ募ぼ集しゆうしてるかな？　良かったら一いつ緒しよの班にならないかい？」

「待ってたぞ八や重え樫がし。どこかの班に先におまえを取られたらどうしようかと思ってたぞ」

「ははっ、それは親友として嬉うれしい言葉だ」白い歯を煌きらめかせて八や重え樫がしは笑う。

「いや、そうじゃなくてな……」

　八や重え樫がし楓かえで──少女に見み紛まがうほど愛らしい顔立ちをした爽さわやかイケメンに見えるが、実際にはただの女の子だ。しかし、その事実を知っているのは今のところ僕だけのようで、それ以外の人間は、彼女の持つ特とく殊しゆ能力によって洗脳を受け、彼女が男であると思い込んでいる。

　そのため、泊とまりがけでどこかへ行くような場合、他の男子生徒と同班同室になってしまったら秘密がバレる恐おそれがあるので気を揉もんでいた次し第だいだ。

　厳密に言うと、秘密がバレること自体ではなく、バレた後の秘密を知ってしまった誰だれかさんの処しよ遇ぐうのほうを心配しているのだけど……。

　謎なぞの超ちよう能力組織に命を狙ねらわれるという不幸な目に遭あうのは僕だけで十分なのである。

「〈アオハル・パーティ〉集合ですね！　あとはきららさんがいれば完かん璧ぺきなのですが」

「那な珂か川がわさんは二年生だしねえ、今回ばかりは仕方ないよ」

　残念がる天あま津つ風かぜを、加か賀が美みは慰なぐさめる。

「那な珂か川がわさんとは夏休みに改めて旅行でも計画しよっか」

「そうしましょう！　さすがは美み玖くさんです！」

　天あま津つ風かぜはすぐに機き嫌げんを直したようだ。

　こういうさり気ない立ち回りが加か賀が美みは抜ばつ群ぐんに上う手まい。人の機き微びに聡さといというか、たぶん性格というか人ひと柄がらもあるんだろうけど、誰だれにでも分わけ隔へだてなく接することができるので、『ママ』と慕したわれているのだろう。

「とりあえずこれで四人組ができたことになるけど、あと二人はどうする？　誰だれかに声掛かけてみるか？」

「そうですねえ……」天あま津つ風かぜは細くしなやかな指を顎あごに添そえてわずかに俯うつむく。「少し、うちの班にどなたが入っていただけないか聞いて回りましょうか。先生にお任せするのも良いいですが、こういうのは自主的に参加していただいたほうが良いいと思って」

　少しセンシティブな問題ではあるが、天あま津つ風かぜの言うことも一理ある。

　こういう人数上限が決まっている集団の形成時は、必ずそれにあぶれるものが出てくる。

　一つは普ふ段だんから上限以上の人数でつるんでいるために、あぶれたもの。

　そしてもう一つは、そもそも友だちがいないもの。

　僕は元々後者側の人間であったため、その屈くつ辱じよくや挫ざ折せつ感は痛いほどわかるが、そういうときに声を掛かけてくれる人間というのは、正直ありがたいものだ。

　無論感じ方に個人差はあるだろうが、その後数合わせのために、他の班へ無理矢理補ほ充じゆうされて迷めい惑わくがられるよりは、少なくとも表面上好意的に接してくれる人と同じ班になったほうが精神的に楽であることは間ま違ちがいない。

　最大の問題は、この班のメンツのキャラが濃こすぎて、新しく入る二人が胃もたれを起こさないかということだが……こればかりは仕方がない。

「わかった。じゃあ、僕らは男子を一人見み繕つくろってくるから、そっちは女子を頼たのむ」

「はい、任されました！」

　可か愛わいらしく下手な敬礼をして、天あま津つ風かぜは加か賀が美みを伴ともなって机を離はなれていく。

「班員を見み繕つくろうのはいいけど、当てはあるのかい？」八や重え樫がしは首を傾かしげる。

「ない」僕は即そく答とうする。「おまえに任せる」

「丸投げじゃないか……」

「バカ野や郎ろう。おまえは忘れてると思うが、僕は元々超ちよう受け身型の人間だ。おまえのほうから積極的に声を掛かけてきてくれたからおまえとは友だちになれたが、そうじゃなきゃ僕は未いまだにプロぼっちだったはずだ」

「そんな胸を張って言うほどのことじゃないだろう……」

　呆あきれたように半眼を向けてくるが、八や重え樫がしはすぐにため息を吐ついて苦く笑しようを浮うかべた。

「まあでも、こういう状じよう況きようできみが気軽に声を掛かけて回れるような人間じゃないからこそ、僕はきみだけの親友になれたわけだしね」

　ほっとけ。

「じゃあ、ここは僕に任せてもらおうかな」

　頼たよりがいを見せてそう言うと、八や重え樫がしは教室を一望する。

「琥こ太た郎ろうくん、あの子はどうかな？」

　八や重え樫がしの視線の先を追う。そこには、この喧けん噪そうの中でも我関せずとばかりに本を読んでいる小こ柄がらな男子生徒がいた。

　確か名前は──赤あか城ぎ祐たすくだったか。いつも教室の隅すみでひっそりと存在感を消している大人しいやつだ。目元を隠かくすように伸のばしたボサボサの髪かみと野や暮ぼったい黒くろ縁ぶち眼鏡が特とく徴ちよう的な落ち着いた印象の少年。

　誰だれかと会話しているところを見たことがないし、僕自身も話したことはないが……クセが強くなさそうなので僕としてもありがたいし、もしかしたらこの機に仲良くなれるかもしれない。

　頷うなずいてみせると、八や重え樫がしは爽さわやかな笑えみを浮うかべながら赤城に近づいていく。

「やあ、赤城くん。林間学校の班だけど、もう決まっちゃってるかな？　もしまだだったら、きみが良ければで構わないんだけど、僕らの班に来ないかい？」

　一いつ拍ぱく遅おくれて赤あか城ぎは本から顔を上げる。目元が隠かくれているので表情は窺うかがえないが、どこか驚おどろいているようにも見える。まさかこの状じよう況きようで自分に話しかけてくる人間がいるとは思っていなかった、という感じだ。

「ああ、突とつ然ぜんごめんね」赤あか城ぎの驚おどろきを察したように八や重え樫がしは笑え顔がおのままフォローする。「僕は八や重え樫がし、こっちは湊みなとくんだ。話したこともないのに急に声を掛かけてしまって驚おどろいたよね。気が進まないようなら断ってくれて全然構わないんだけど、どうかな？」

　しばしの沈ちん黙もく。

　わかる、わかるぞ赤あか城ぎくん。

　突とつ然ぜん陽キャに話しかけられて言葉が出ないきみの気持ちが！

　僕はかつてないほどこの赤あか城ぎ祐たすくという少年に共感を寄せる。

　そして赤あか城ぎくんは、両拳こぶしを握にぎりぷるぷると震ふるわせながら──口くちの端はしを吊つり上あげて笑った。

「僥ぎよう倖こうっ！　これは何という僥ぎよう倖こうか！　まさかクラス一のイケメンであるところの八や重え樫がし氏にお声掛かけいただけるとはっ！　自分のようなクソキモオタクを気に掛かけてくれるなんて、やはり漫まん画がやアニメによくある実はイケメンは心も綺き麗れい説は正しかったのですなっ！」

「…………」

「…………」

　八や重え樫がしと僕、絶句。

　何というか──キャラ濃こッ！

　数秒まえに色々と気を揉もんでいた自分を殴なぐりつけてやりたい気持ち。こんなん、コイツ一人で僕が胃もたれを起こすわ……。

　八や重え樫がしの後ろで辟へき易えきする僕だったが、そこでようやく赤城は僕にも気づいたようで、眼鏡のブリッジをクイッと押し上げた。

「おや、これはこれは湊みなと氏っ！　なるほど、これは湊みなと氏の小こ粋いきな計らいなのですなっ！　いやあ、常々湊みなと氏には密ひそかにシンパシィを感じていたのですが、陽ようの者のグループに君臨していながらも、陰いんの者への気配りも忘れないとは──。感服いたしましたっ！　これからは湊みなと氏のことを、陰いんの者の王──すなわち〈陰いん王おう〉として敬っていくことをここに誓ちかいましょうぞっ！」

「……いや、マジでやめてほしい」

　マジ懇こん願がんだった。あと「っ！」の連用で圧が凄すごいんだよ……。

　八や重え樫がしと顔を見合わせるが、いつも澄すました微び笑しようを浮うかべている彼女には珍めずらしく、何とも言えない表情をしている。人選ミスを悔くいているのかもしれないが……今さらやっぱなしでとも言えない。

　それに変わってはいるが、悪いヤツではなさそうだ。こういう機会でもなければ、たぶん関わり合いになることもなかっただろうし、これも縁えんと思って歩み寄ってみよう。

「──まあ、とにかくよろしくな、赤あか城ぎくん。今、他の班員も紹しよう介かいするよ。あとできればもう少し抑おさえめに話してくれると鼓こ膜まく的にも助かる」

「おおっ！　それは失敬っ！　……コホン、あー、あー、こんなものでしょうか。なにぶん普ふ段だん人と会話することがない故ゆえ、声量コントロールが苦手なもので。しかし、湊みなと氏の班員ということは、やはり天あま津つ風かぜ嬢じようとママ委員長でしょうか。いやあ、正直この林間学校には、一いつ切さいの期待をしていなかったのですが、俄が然ぜん楽しくなってきましたなっ！　むっ！　決して美少女とお近づきになれることで喜んでいるわけではなく、あくまでも空気感に喜んでいるだけなので、そこは誤解なきようっ！」

「……少し落ち着け？」

　一応窘たしなめてから、不安に思いつつも天あま津つ風かぜたちの元へ寄っていく。天あま津つ風かぜは箱はこ入いり娘むすめガチ勢だから、赤城の衝しよう撃げき的なキャラクタに心臓マヒとか起こさないだろうか……。

　天あま津つ風かぜの機き嫌げんを損そこねるだけで、割と世界に対して甚じん大だいな影えい響きようを及およぼすため注意が必要だ。

　肝かん心じんの天あま津つ風かぜは、別の女生徒と会話をしているところだった。彼女が新しい班員なのだろうか。金きん髪ぱつに長身の派手な印象の女子──確か、能のう美みというクラスでもかなり目立っているギャルだ。会話が聞こえるところまで近寄っていくと──。

「しこっちに声掛かけてもらえるなんてチョベリグって感じぃ。マジ地じ獄ごくに仏っていうか、大海で浮う木きっていうかぁ。あーしのグループいつも女四人で、あーしはジャン負けしちゃったんよぉ。マジチョバチョブって感じぃ。だから、いっそ林間学校フケてやろうかとも思ってたんだけど……しこっちと美み玖くママの班なら楽しめそうかもぉ！　ハッピーうれピーよろピくね☆」

「…………」

「…………」

　八や重え樫がしと僕、思わず足を止めて絶句。

　今すぐ何も見なかったことにして、この場を逃にげ出だそうかとも思い始めたところで、天あま津つ風かぜは目め敏ざとく僕に気づいて笑え顔がおで手を振ふってきた。

「あ、琥こ太た郎ろうさん。能美さんが一いつ緒しよの班になってくださるそうです。良かったです！」

　良かったって……ホントに良かったのか、それ？

　どう贔ひい屓き目めに見ても、天あま津つ風かぜや加か賀が美みとは正反対のキャラだよ？

　女子ってそういうの男子以上に気にするものなんじゃないの？

　様々な疑問が脳のう裏りを過るが、それらを言葉として発するよりも早く、能美はこちらを見やる。

「あ、コタっちと楓かえでっちもよろー。知ってるかもだけど、あーしは能のう美み天あ里り沙さっしょ。コタっちはともかく、楓かえでっちとおな班なんてマジ眼がん福ぷく上しよう人にんっていうか。つか、楓かえでっち確か今フリーなんしょ？　良かったらこの機にあーしと付き合ってみたりしない？」

「あ、あはは、遠えん慮りよしておこうかな……」

　珍めずらしくいつもクールな八や重え樫がしが押され気味だ。

　というか、急きゆう遽きよ募つのった追加メンバーが二人とも、〈アオハル・パーティ〉の誰だれよりもキャラ濃こいのは一体全体どういうことなのか。この世界どうなってんだよ。あと誰だれだよ眼がん福ぷく上しよう人にん。

　瞬しゆん時じに複数パターンの突つっ込みが思おもい浮うかぶが、結局すべてを飲み込んで僕は話を進める。

「──僕らのほうも無事決まったよ。こちら赤あか城ぎくん。少し変わってるが、悪気のない変人だ」

　僕の背中で様子を窺うかがっていた赤あか城ぎを天あま津つ風かぜたちに紹しよう介かいする。

「湊みなと氏、その紹しよう介かいはあんまりなのではっ！」赤あか城ぎは律りち儀ぎに突つっ込んだ後、背後から顔を出す。「自分、赤あか城ぎ祐たすく、十六歳ですっ！　趣しゆ味みは漫まん画が、アニメ鑑かん賞しようですっ！　好きな漫まん画がは『最強伝説黒くろ沢さわ』ですっ！　天あま津つ風かぜ嬢じようと加か賀が美み嬢じようのことはいつも遠くから拝見させていただいておりましたっ！　こんなキモオタのカス虫で良ければ、お見知りおきいただければ嬉うれしいですっ！」

「……漫まん画がの趣しゆ味み渋しぶいな」

　一応突つっ込んでおく。幸いなことに天あま津つ風かぜは、赤あか城ぎのキャラを特に気にしたふうでもなく、いつものように穏おだやかに応じた。

「はい、こちらこそよろしくお願いしますね、赤あか城ぎさん。私も漫まん画がやアニメは好きなので、仲良くしてくれると嬉うれしいです」

　こいつ、メンタルお化けか。

　まあ、卒そつ倒とうすることも視野に入れていたくらいなので、むしろ何事もなくて良かったと安あん堵どすべきかもしれない。

　ひとまず何とかなりそうな状じよう況きように胸をなで下ろしていたところで──。

「……キモオタと同じ班とかマジあり得ないっていうか、ホワイトキックなんだけどー」

　まさかの能のう美みから不平が上がる。おい、空気読めよギャル！

「あーし、オタクって世界で一番嫌きらいなんだよね。キモいし臭くさいし頭おかしいし。はー、せっかくの楽しい旅行が台無しだわー」

　これ見よがしにため息を吐つく能のう美み。さすがにそれは言い過ぎだろう、と注意するために口を開きかけるが、それより早く意外にも赤あか城ぎが応じた。

「──笑しよう止しっ！　やはりギャルという生き物は語ご彙いが貧ひん困こんで辟へき易えきしますなっ！　オランウータンのほうがまだ思し慮りよ深ぶかいのでは？　第一、その金きん髪ぱつとピアスは何事ですかっ。親からもらった身体からだを魔ま改造してはしたない。いや、これは失敬。ビッチに常識や慎つつしみを説いても無意味ですな。さあ、さっさと尻しつ尾ぽを巻いて逃にげてパパ活にでも勤いそしむが良いいっ！」
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　いや赤あか城ぎくんさすがにそれは言い過ぎだよ……。正直ドン引きしちゃったよ……。

　言葉を失う僕らの前で、二人の口論は白熱していく。

「はぁー！　意味わかんないし！　出たよオタクの決めつけ！　ギャルイコールビッチとか、キモすぎて吐はくんだけど！　マジ童どう貞ていの妄もう想そうって害悪細さい菌きん！　アンタこそさっさと逃にげ帰かえって、紙の女の子に欲情してなさいよ！」

「童どう貞ていも守れない男に何が守れるというのかっ！　あと自分は紙ではなくデジタル派だっ！」

「同じよ！」

「全然違ちがうわっ！　そんなこともわからないなんて、やはり脳に行くべき栄養が全部背と胸に行ってしまったのですなっ！」

「あんたこそ、引きこもって画面ばっか見てるから、背も伸のびないし目も悪いんでしょ！」

「おおお、落ち着け二人とも……？」

　さすがに割って入る。あまりにも二人の口論は不毛に過ぎる。

「とにかく決まったものは仕方ないだろう。ここは天あま津つ風かぜや八や重え樫がしを立てて引いてくれ。な？」

　逆さか撫なでしないようにあくまで平身低頭に願い出ると、二人は急に気まずそうに視線を逸そらす。

「ま、まあ、湊みなと氏が言うなら……その、空気を悪くして申し訳ない……」

「あ、あーしも、その、ちょっと言い過ぎたかも……。しこっちごめんね、あーしそういうつもりじゃ……」

「い、いえ、良いいのですよ」突とつ然ぜんの口論に戸と惑まどいを見せながらも天あま津つ風かぜはいつもの調子で微ほほ笑えむ。「意見をぶつけ合うのは、青春の醍だい醐ご味みです。でも、不当に相手を貶おとしめることを言ってはいけませんよ、二人とも」

　めっ、と𠮟しかるように天あま津つ風かぜは結ぶ。赤あか城ぎも能のう美みも居い心ごこ地ちが悪そうにこくりと頷うなずいた。

　何とか場は収まり、一いつ旦たん散会となったが……そこで僕はようやく違い和わ感かんを覚える。

　こういうときは、いつもいの一番に加か賀が美みが割って入って、世話焼きの本領を発揮するはずなのに今日の加か賀が美みは妙みように大人しい。というか、先ほどから一言も言葉を発していないような気もする。

　気になって加か賀が美みの様子を窺うかがってみると、彼女は何とも言えない複雑な表情で俯うつむいていた。

　具合でも悪いのだろうか……？

　もしかしたらオタクとギャルが苦手なのかもしれない──このときはそれくらいの感想しか持たなかったが、やがてこの一件は、世界を崩ほう壊かいへと導くほどの大事になっていく。

　当然のことながら、この時点での僕にそんな意味不明な未来を予見できるはずもなく、僕はまたぞろ、不幸にも理り不ふ尽じんな運命に翻ほん弄ろうされていくのだった──。
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「何それずるい！　私も行きたい行きたい行きたーい！」

　我らが〈アオハル・パーティ〉の部室で昼食を摂とりながら、那な珂か川がわきららさんはまるで子どものように駄だ々だをこねた。

　ついうっかり林間学校の話題を出してしまったのは失敗だった。

「まあ、一年の行事なんでこればかりは仕方ないですね。那な珂か川がわさんも去年行ったでしょう？」

「私、年度末からの編入だから行ってないよ！」

　大人っぽい外見に反して、那な珂か川がわさんは子どものように頰ほおを膨ふくらませる。

「私もコタくんたちと青春ごっこしたーい！　はっ！　学年主任の先生を色いろ仕じ掛かけで落とせばワンチャン……？」

「ワンチャンないんで、今回は諦あきらめてください」

　この人、割と目的のためなら手段を選ばないよな……。放っておくと危険なタイプ。

「お土産みやげ買ってきますから我が慢まんしてください。あと夏休みみんなで旅行に行きましょう」

「コタくん大好き！」

　有う無むを言わさず抱だきついてくる。豊満な胸を押しつけられて冷静さを失いかけるが、平静を装よそおって話題を変える。

「那な珂か川がわさん、夏休みの予定は？　チア部は野球部の応おう援えんだったりで忙いそがしいのでは？」

「ん？　ああ、だいじょぶだいじょぶ。チアのほうは、一学期でもう辞やめるから」

「えっ、辞やめちゃうんですか!?」

　途と端たんに驚おどろいたように天あま津つ風かぜが身を乗り出す。那な珂か川がわさんは僕から離はなれて答えた。

「ええ。元々暇ひまつぶしに始めたものだしね。たまに助すけっ人とで呼び出されるかもだけど、基本的にはもうフリーよ。だから、これからは〈アオハル・パーティ〉の活動に集中していくつもり」

　那な珂か川がわさんは、チアリーディング部のエースとして有名で、学園中の男子生徒から絶大な人気を集めているすごいお方だ。だから、今後那な珂か川がわさんの際きわどいチア衣い装しようを見られないとなったら、学園中の男子生徒が暴徒化しないか心配ですらある。

「でも、勿もつ体たいないな。那な珂か川がわさんのチア、見ててすごく綺き麗れいだから好きだったのに」

「あら、ありがと八や重え樫がしきゅん」那な珂か川がわさんは投げキッスを飛ばす。「でもいいの。私はコタくんにだけ見てもらえればそれでいいから」

「あはは、相変わらずモテモテだね、琥こ太た郎ろうくん」

　他ひ人と事ごとのように八や重え樫がしは笑う。

　那な珂か川がわさんは、ゆるふわ系のエッチな巨きよ乳にゆう美女である。学園のアイドルとして、ファンクラブを持つほどの絶大な人気を誇ほこっているが、非常に残念なことにそれもまた世を忍しのぶ仮の姿。

　彼女の正体は、加か賀が美みと同様に二十年後からやって来た未来人なのである。未来からやって来た理由が加か賀が美みとは異なっており、そのせいで少し悶もん着ちやくはあったのだが、今は訳あって、僕を惚ほれさせるためにあの手この手を尽つくしてちょっかいを掛かけてきている次し第だい。

　那な珂か川がわさんのようなセクシィダイナマイト美女に構われるのは、正直嬉うれしくないと言ったら噓うそになるのだけど、事情が事情だけに少し複雑な心境なのだった。

「……琥こ太た郎ろうさん、鼻の下伸のびてますよ」

「──ははっ。天あま津つ風かぜさん、ご冗じよう談だんを」

　珍めずらしく拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる天あま津つ風かぜを、僕は軽く受け流す。彼女のご機き嫌げんを損そこねると世界が崩ほう壊かいしかねないので注意が必要だ。いや、マジで。

「まあ、夏休みの予定は追々決めるとして、目下最大の問題は林間学校だろう」僕は話題を戻もどす。「本当に赤あか城ぎと能のう美みを班員にするのか？　今ならたぶん、村むら雨さめ先生に事情を話せば変へん更こうを認めてくれると思うぞ」

「うーん……難しいところだよね」八や重え樫がしは眉まゆを寄せて腕うでを組む。「僕らは良いいとしても、あの二人が十分に楽しめないかもしれないのは問題だよね。誰だれにでも苦手なタイプの一つや二つあるものだし、別に無理をしてまで二人が歩み寄る必要はないと思うけど」

「意外とドライだな」

「ただの適材適所さ。林間学校なんてほとんど遊びみたいなものなんだし、楽しめるに越こしたことはないだろう。それに、二人がケンカをする度たびに仲ちゆう裁さいしないといけないなら、それは僕らが楽しむための足あし枷かせにもなる」

　八や重え樫がしは痛いところを突ついてくる。確かにそれもまた僕が危き惧ぐしていることではある。

　あくまでも僕の一番の目的は、天あま津つ風かぜがこの林間学校を十全に楽しむことであって、正直クラスメイトの仲なか違たがいなどどうでも良いいとさえ言える。そんな面めん倒どう事に巻き込まれるくらいであれば、二人を傷つけるかもしれないがいっそ班員を変えるというのも選せん択たく肢しの一つだろう。

「そう──ですね」

　天あま津つ風かぜは、食事途と中ちゆうの箸はしをテーブルに戻もどして不安げに瞳ひとみを揺ゆらした。

「できれば私は、皆みなさんに笑って過ごしてほしいです。琥こ太た郎ろうさんたちはもちろんですが……能のう美みさんたちにも。でも、ここで班を変えてしまったら、たぶん私はこの林間学校を心の底から楽しめなくなってしまうと思うのです。だから、皆みなさんさえ良ければ、このままの班で様子を見るわけにはいかないでしょうか……？」

　そんな捨てられた仔こ犬いぬのような目をされたら、断れるはずがない。

「……いいよ。僕は天あま津つ風かぜの決定に従うよ」

「琥こ太た郎ろうさん……！」

「二人にも何か事情があるのかもしれないしな。一いつ旦たん様子を見て、それでもケンカするようだったらまたそのときに対策を考えよう。それで良いいか？」

「はい、もちろんです！」天あま津つ風かぜは双そう眸ぼうを輝かがやかせて尊敬に満ちた視線を向けてくる。

「僕もいいよ。琥こ太た郎ろうくんが決めたことなら、全力で応えるとしようか」

「……常々思ってたんだけど、八や重え樫がしきゅんやっぱりコタくんのこと好きすぎよね。アレかしら？　こた×かえの噂うわさは本当だった……？」

　何やら真しん剣けんに悩なやみ始める那な珂か川がわさんを無視して、僕は加か賀が美みに向き直る。

「委員長もそれで良いいか？」

　尋たずねるが返事はない。加か賀が美みは僕の話など聞いていなかったかのように、心ここにあらずといった様子でボーッとしている。昼食に買ったのか、手に持った焼きそばパンも剝むき出だしのまま口も付けていないようだ。やはりどこか様子がおかしい。

「あの、美み玖くさん？　やはりお加減が優すぐれないのですか？」

「──へ？」

　そこでようやく気づいたように加か賀が美みは僕らを見やる。それから、慌あわてたように言い繕つくろう。

「ああ、ごめんね、少しボーッとしちゃってたよ。ええと、林間学校の班の話だよね。うん、私もそれで良いいと思うよ。さすがは天あま津つ風かぜさん、名伯はく楽らくぶりを今回も遺い憾かんなく発揮してきたね」

　いつもと違ちがう調子に、天あま津つ風かぜは心配そうに顔を寄せる。

「本当に大だい丈じよう夫ぶですか？　もしかして、能のう美みさんか赤あか城ぎさんのどちらが苦手とか……？」

「そ、そんなことないよ！　二人ともすごく真面目な良い子だと思うよ！」

　いや、真面目ではないだろう。

「それに仲なか違たがいをしてるなら、クラス委員長としても放っておけないしね！」

「そう、ですか……？　それなら良いいのですが」

　まだ少し心配そうに、天あま津つ風かぜは姿勢を正した。

「でも、美み玖くさん。本当にお加減は大だい丈じよう夫ぶなのですか？　顔色もあまり良くないようですが」

「あれじゃない？　試験疲づかれじゃない？」那な珂か川がわさんが助け船を出す。「私も昨日は結構遅おそくまで勉強してたから、寝ね不ぶ足そくで少しつらいわ」

「なるほど。心なしかきららさんの毛穴が開いて見えたのはそのためですか」

「開いてないわ！　今日も朝から赤ちゃんのようにキメの細かい卵肌はだだわ！」

　見せつけるように、那な珂か川がわさんは天あま津つ風かぜに頰ほおずりをする。「あはは、すべすべでくすぐったいですー」と天あま津つ風かぜは楽しそうだ。

　まあ、仲睦むつまじい二人は放っておいて、加か賀が美みのことは僕も少し心配だ。

「なあ、食欲もないみたいだし、今日はもう帰ったほうがいいんじゃないか？」

「ん……」逡しゆん巡じゆんするように視線を彷徨さまよわせてから、加か賀が美みはジッと僕を見上げて答えた。「そう、だね。試験勉強で少し疲つかれちゃったのかも」

（──ねえ、湊みなとくん）

「うおっ!?」

　突とつ然ぜん脳内に声が響ひびいたものだから、僕は驚おどろいて声を上げてしまった。何事かと不思議そうな顔をする天あま津つ風かぜたちだったが、僕は咳せき払ばらいをして、なんでもない、と告げる。

　久々のことだったのですっかり忘れていたが、僕は加か賀が美みに導入された未来の秘密道具のせいで、加か賀が美みとだけ近きん距きよ離りのみの思念通話ができるのだった。

（驚おどろかせちゃってごめんね）

（いや、こっちこそバカみたいに驚おどろいてすまない。やっぱり具合、良くないのか？）

（うん、まあ、本調子ではない、かも）

　どうにも歯切れが悪い。しかし、わざわざ通信を開いてきたということは僕に何か用でもあるのだろうか。

（ねえ、湊みなとくん。もし良かったら、これから私を家まで送ってくれないかな）

（それは別に良いいけど……それ、わざわざ通信開いて言うことか？）

（湊みなとくんは相変わらず乙おと女め心ごころのわからないクソ男だなあ）

（辛しん辣らつが過ぎる！）

　まあ、確かに加か賀が美みの具合が悪いのは事実みたいだし、このまま一人で家に帰すのも不安なのは事実だ。帰かえり支じ度たくを進める加か賀が美みに僕は声を掛かける。

「──そんなにふらふらで大だい丈じよう夫ぶかよ。家まで送っていくよ」

「え、いいよう。そんなことしたら湊みなとくん、送おくり狼おおかみさんになっちゃう」

「ならねえよ！　わりと普ふ通つうに心配してやってんだよ！」

　自分から提案しておいて断るってなんだよ。乙おと女め心ごころマジ意味不明すぎる。

　僕は食べ掛かけていたコロッケパンを一口で飲み込むと、手早く帰かえり支じ度たくを整えて立ち上がる。

「じゃあ、今日は飯食って解散ってことで良いいな。今日はみんなさっさと帰ってゆっくりして、また明日から色々遊ぼうぜ」

「そう、ですね」天あま津つ風かぜは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。「では、私もご一いつ緒しよしますのでお昼ごはん食べ終わるまであと少しだけお待ちください。車で帰ったほうが美み玖くさんも楽でしょう」

　天あま津つ風かぜはものすごいお金持ちなので、電話一本で即座に自家用リムジンを手配できるのである。せっかくなのでご相しよう伴ばんに与あずかりたい気持ちもあったが、加か賀が美みが僕だけに声を掛かけてきたということはきっと何か事情があってのことなのだろうと当たりをつけ、やんわりとその提案を断る。

「いや、良いいよ、気にするな。委員長ものんびり歩いて帰ったほうがかえって気分転てん換かんになるだろうし」

「そう……ですか」

　天あま津つ風かぜは残念そうだ。加か賀が美みは慌あわてたように言い繕つくろう。

「天あま津つ風かぜさん、湊みなとくん借りちゃってごめんね……！　この埋うめ合あわせは必ずさせるから！」

　いや、僕が埋うめ合あわせするんかい。

　勝手に予定を決められて困こん惑わくするが、これくらい言わないと天あま津つ風かぜも納なつ得とくしないだろうと思ったので黙だまっておく。

　僕と加か賀が美みは一足先に部室を出た。

「委員長、荷物持つよ」

「あれ、湊みなとくん意外と紳しん士しだね」

「……やっぱやめるわ」

「あはは、ごめんごめん。じゃあちょっとお願いしようかな」

　加か賀が美みのバッグを持ってやる。試験期間中ということもありバッグは軽い。

「そういうのをさり気なくされると、女の子はきゅんとしちゃうから、天あま津つ風かぜさん以外にはあまりやらないほうがいいよ。もしかしたら私も好きになっちゃうかもしれないでしょ」

「……勘かん弁べんしてくれ」

　現時点でも滅め茶ちや苦く茶ちや面めん倒どうな状じよう況きようになってるのに、これ以上複雑にしないでほしい。

　それから何な故ぜか妙みように重たい沈ちん黙もくを纏まとったまま帰路に就つく。加か賀が美みのマンションは、東しの雲のめ学園都市内でも有数の高級住宅エリアに位置している。ハッキリ言って僕のような庶しよ民みんが気軽に近づいて良い場所ではないのだが、こればかりは仕方がない。

　というか加か賀が美みはどういった経けい緯いで、億ションの最上階の部屋に居ついているのか。気にはなったが、たぶん絶対まともな方法ではないと思うので気にしない振ふりをしておく。

　無事、何事もなくマンション前に到とう着ちやくした。早々に別れを切り出そうとしたところで、

「──ちょっとお茶でも飲んでいかない？」

　わざわざ部屋に誘さそう、ということはやはり何か話があるのか。断るわけにもいかず、止やむなくご相しよう伴ばんに与あずかることを決める。

　以前にもちらりと目にしたエントランス前の屈くつ強きようなガードマンに会え釈しやくをして、僕らは部屋へ向かう。

「上がって上がってー」

　促うながされるまま僕は加か賀が美みの部屋に上がり込む。前回もそうだったが、クラスメイトの、しかも一人暮らしをしている女の子の部屋に上がり込むというのは、異様に緊きん張ちようする。

　別に変な下心を持っているわけではなく、また変な期待をしているわけでもないのだが、これまでの人生でそういったものと無む縁えんだったのだから仕方がない。

　長い廊ろう下かを進み、やたらと広いリビングへ通される。何な故ぜかとても良いい匂においがした。

「座って待っててね。今お茶淹いれるから」

　前回同様、ソファの隅すみに小さくなって座り、僕はひたすら時間が経過するのを待つ。

　まえに来たときは、この状じよう況きようで加か賀が美みが未来人であることを告げられたのだった。

　あのときは正直話半分に聞いていたが、その後あんな大おお騒さわぎにまで発展してしまったために、いつの間にか僕も加か賀が美みの言葉を鵜う吞のみにせざるを得なくなったのだった……。

　少しだけまえのことを何だか遠い過去のように懐なつかしんでいたところで、トレイにティーセットを載のせた加か賀が美みがやって来た。一いつ切さいの遠えん慮りよを見せず、僕のすぐ隣となりに腰こしを下ろす。

「お待たせー。ささ、熱いうちに飲んでー」

「……うん」

　今の僕はもはやまな板の上の鯉こい状態なのである。この家の絶対的支配者である加か賀が美みの言葉には唯い々い諾だく々だくと従うしかない。

　味もよくわからない熱い紅茶を飲み下すと、ようやく加か賀が美みが口火を切る。

「……ごめんね、急にこんなところに連つれ込んだりして」

「まあ……慣れてるし」

「あはは、湊みなとくんはプレイボーイだ」

「過去二回のうち、一回はおまえだ！」

　ちなみにあと一回は天あま津つ風かぜ。あれはあれで大変でしたわ……。

「ごめんごめん、ちょっといじりすぎちゃったね」

　加か賀が美みは力なく笑ってから、一度ため息を吐ついた。

「……まあ、体調が優すぐれないっていうのはホント。少し身体からだが重たいくらいだけどね。たぶん那な珂か川がわさんが言ってたとおりただの試験疲づかれなんだと思うけど……それより今日は、湊みなとくんに聞いてもらいたいお話があるんだ」

　やっと本題へ入るらしい。僕は姿勢を正すが、それでも前回ほどの驚おどろきはないだろうと内心思う。

　というか、クラスメイトの女の子が実は未来から来たサイボーグでした、なんて衝しよう撃げきの告白を超こえるほうが難しい。

　だから僕は暢気のんきに紅茶を啜すすりながら続きを聞く。

「赤あか城ぎくんと能のう美みさんのことなんだけど────実はあの二人、私の両親なんだ」

「ブフゥ───ッ!?」

　盛せい大だいに紅茶を噴ふき出だした。
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「……すまない。ちょっとあまりにも予想外だったもんで」

　加か賀が美みが持ってきてくれたタオルであちこちを拭ふき、ようやく落ち着いたところで話を戻もどす。

「──で、なんだって？　赤あか城ぎと能のう美みが両親？　どういうことなの……まさかドッキリ？」

「それは前回やったでしょう」加か賀が美みは呆あきれ気味だ。「そのままの意味だよ。赤あか城ぎくんは私のお父さん。能のう美みさんは私のお母さんなの」

「だ、だって、委員長とは苗みよう字じが……？」

「両親とクラスメイトになるってわかってるのに、バカ正直に本名を名乗るわけないでしょう。『加か賀が美み』は偽ぎ名めいだよ。ちょっと両親の苗みよう字じをもじってね。本名は赤あか城ぎ美み玖く」

　相変わらず加か賀が美みの突とつ然ぜんの告白は、情報が混雑しすぎて理解が遠い。

「ま、待て……情報を少し整理させてくれ。あの二人がおまえの両親だというのは、まあ、信じがたいけどとりあえず受け入れよう。で、おまえは二十年後の未来からこの時代にやって来た。そしておまえは今十六歳を自じ称しようしている。……つまり、あと四年後におまえが生まれるってことで良いいのか？」

「うん、合ってるよ。二人は学生結けつ婚こんしたんだって」

　……あの水と油のようなオタク少年とギャルが？

　衝しよう撃げきの事実すぎてにわかに信じがたい。

「その……言っちゃ悪いけど、委員長と全然似てなくない？」

「……それは、うん。私もそう思う」

　複雑そうな顔で加か賀が美みは俯うつむく。

　たまに奇き天て烈れつな発言で僕を驚おどろかせることはあるけど、基本的に加か賀が美みは真面目な女の子だ。

　対して赤あか城ぎはキレッキレのオタクだし、能のう美みに至っては何かよくわからないギャルだ。ついでに能のう美みは長身で巨きよ乳にゆうだし、色々小さい加か賀が美みとは驚おどろくほど共通点がない。

「……でも、それでも二人とも私の大切な両親なの。私の時代ではもう、死んじゃったけど」

「────」

　そうだった。加か賀が美みは未来で色々つらい思いをしたために、その歴史を変えるためにこの時代へやって来ていたのだ。ならば、亡なくなってしまった両親との再会は嬉うれしいはずだけど……。

「……ちなみに、おまえの知ってる両親って、あんな感じの二人だったの？」

　加か賀が美みはすごい勢いで首を横に振ふった。

「全然違ちがくて、だからビックリしてる。再会を素す直なおに喜べないレベルで」

「……そうなのか」

「お父さんも、お母さんも、穏おだやかで物静かで、私、怒ど鳴なられたこともないくらいで……」

「……実は別人とか？」

「いや、どっちも面おも影かげはあるからやっぱり本人なんだと思う。だからその、私、どう接して良いかわからなくて……」

　確かに高校生の頃ころの両親なんて、どう接して良いかわからないだろう。まして自分が知ってる両親とは別人と思えるくらい頭のネジが外れているのだから尚なお更さらだ。

　しかし、そのおかげで疑問が一つ解決した。僕みたいなちょっと遅ち刻こくが多いだけのクラスメイトも問題児扱あつかいして何かと世話を焼きたがる加か賀が美みが、あんな明らかに平均を逸いつ脱だつした二人をこれまで放置してきた理由──。

　それは彼女の戸と惑まどいと気き恥はずかしさに起因するものだったか。

「──それで？」僕は改めて淹いれてもらった紅茶を一度啜すすり話を戻もどす。「あの二人が委員長の両親だってのはわかったけど、それを僕に伝えてどうしたいんだ？」

「……二人の仲を取り持ってもらいたいの」

　加か賀が美みは密着するほどこちらに身を寄せてきて、不安げな瞳ひとみで僕を見上げた。

「……少なくとも私が知る限り、これまで二人に接点はなかった。だから、今回の林間学校が切きっ掛かけで二人は互たがいに惹ひかれ合うんだと思うの。でも……どう贔ひい屓き目めに見ても、今の状じよう況きようじゃそういう雰ふん囲い気きにはならなさそうでしょ？　だから、湊みなとくんにも二人をくっつけるための協力をしてもらいたいの。もちろん私も全力で頑がん張ばるから……！」

「ちょ、ちょっと待て！　何だって僕がそんな面めん倒どうなことを」

　僕の使命は、天あま津つ風かぜが十全に青春を満まん喫きつできるよう彼女をサポートすることだ。それ以外のことに拘かかずらっている暇ひまもなければ余よ裕ゆうもないことは加か賀が美みが一番よく知ってるはずだろうに。

　そう言うと、加か賀が美みは切なげに顔を伏ふせた。

「……だって、そうしないと、私が生まれなくなっちゃうかもしれないから」

「──っ」

　その可能性は考こう慮りよしていなかった。

　未来が変わること、それ自体は別に構わないのだ。そもそも加か賀が美みは未来を変えるためにこの時代へ来ているのだから。問題は歴史が変わり、加か賀が美みが生まれなくなってしまったら、存在しないはずの加か賀が美みが今この時空に存在してしまうという矛む盾じゆんを生じてしまうことだ。

　以前の加か賀が美みの説明によると、そう言った本来はあり得ないパラドクスは、時空連続体に連れん鎖さ的に作用し、最終的にはこの宇宙そのものを消失させてしまう恐おそれがあるとかなんとか。

「おまえの家族の問題で宇宙がヤバい！」

「……要約するとそんなところかな」加か賀が美みは改めて僕を見上げた。「お願い！　こんなこと湊みなとくんにしか頼たのめないの！」

「……まあ、そりゃそうだろうけど」

　とりあえず距きよ離りが近すぎたので、加か賀が美みの両りよう肩かたに手を添そえてそっと身体からだを離はなす。

「天あま津つ風かぜのサポートのついでで良ければ、協力してやるけど……あんまり期待はするなよ」

「本当！　嬉うれしい！」加か賀が美みは子どものように目を輝かがやかせて僕の手を握にぎる。「ありがとう！　やっぱり湊みなとくんは頼たよりになるね！　もし、何か私にしてほしいことがあったらいつでも言ってね！　お礼に何でもしてあげる！」

「……遠えん慮りよしておくよ」

　丁てい重ちようにお断りさせていただいた。何か後が怖こわそう。

「それより、赤あか城ぎと能のう美みのことだけど……。本当に今の状態から林間学校くらいで仲が深まるのか？　何か二人の馴なれ初そめ的な話は聞いてないのか？」

「……ごめん。あまり詳くわしいことは。でも、天あま津つ風かぜ博士からは、ちょっと聞いてるよ！」

　天あま津つ風かぜ博士──とある事情により歴史を変えるためにタイムトラベル理論を生み出した二十年後の天あま津つ風かぜのことだ。そうだ、天あま津つ風かぜもクラスメイトなのだから、赤城たちのことはよく知っているはずだ。これから二人がどうなるのかも。

「なんて言ってるんだ？」

「──二人はキャンプファイヤで踊おどったって」

「……キャンプファイヤ？」

　一年時の林間学校最後の夜に行われるキャンプファイヤで踊おどった二人は結ばれるとか何とか、そんな話だったか。

「詳しよう細さいはわからないけど、少なくとも二人がキャンプファイヤの周りで踊おどったことは事実みたいだね。だからとにかくその事実をトレースする必要はあると思う」

「……つまり、どうにかして二人をキャンプファイヤで踊おどらせると？」

「──うん。とりあえず、当面の目標はそれだね」加か賀が美みは胸の前で拳こぶしを固めて頷うなずいた。「だから私たちは、それまでに二人がキャンプファイヤを踊おどりたくなるよう、下準備を進めるって感じかな」

　正直、何をどうすればあの二人がキャンプファイヤの周りで小こ粋いきに踊おどり出したくなるのか、まるで見当もつかないが、加か賀が美みの未来が懸かかっているのであれば、是ぜが非でも頑がん張ばらなければならない。

　また当てのない無む謀ぼうな挑ちよう戦せんに言い知れぬ不安を覚えながら──僕はそれらを熱い紅茶で胃い袋ぶくろの奥へ流し込むのだった。
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「──〈陰いん王おう〉よ、少しお話をよろしいでしょうか？」

　翌日の休きゆう憩けい時間──僕はトイレ帰りに一人で廊ろう下かを歩いていたところ背後から声を掛かけられた。足を止めて振ふり返かえる。

「……その呼び方を今すぐ止めるなら聞いてやる」

「これは失敬。やはり陰いんの王たる者、下々の者に気安く呼よび掛かけられたらご気分を害されるのですなっ！」

　視線の先に立っていた赤あか城ぎは、訳知り顔でニヤけた。

「違ちがう、そうじゃない……」

「このような場でも慎つつしみ深ぶかいとは恐おそれ入いります……っ！　やはり湊みなと氏は王の器うつわなのですなっ！」

　ダメだ、言葉が通じねえ……！

「……で、話ってなによ？」僕は諦あきらめて先を促うながす。

「おお、そうでした。実はその、湊みなと氏に少しご教示いただきたいことがあって……」

「改まってどうした？」

　言いにくそうにもじもじとする赤あか城ぎを見下ろして僕は眉まゆを寄せる。しかし、こうして並んで立つと赤城が男子にしてはだいぶ小こ柄がらなことに気づく。たぶん八や重え樫がしよりも少し背が低いと思う。そういう意味では加か賀が美みと似ているとも言えるが、それだけを判断材料にするのは少し乱暴な気もする。

　赤城は意を決したように、前まえ髪がみで目元の隠かくれた顔で僕を見上げて言う。

「その、湊みなと氏は天あま津つ風かぜ嬢じようとお付き合いされているのですかな……？」

「……っ」

　予想外の問いに僕は一いつ瞬しゆん顔をしかめる。正直言うと、天あま津つ風かぜと僕の関係が噂うわさになっていることは知っている。天あま津つ風かぜが僕に好意を向けてくれていることも伝聞ながら理解している。

　また僕が天あま津つ風かぜに好意を抱いだいていることも事実だ。

　でも──互たがいにそれを確かめ合ったわけではない。

　だから、いつも一いつ緒しよにいるが、決して付き合っているわけではないのである。

「……想像に任せるよ」

　しかし、本当のことを告げるのは何だか癪しやくだったので、僕は曖あい昧まいに誤ご魔ま化かす。

「まあ、少なくとも嫌きらわれてるわけではないのは間ま違ちがいないと思うよ」

「さすがは湊みなと氏。答えに強者の余よ裕ゆうが見えますなっ！」尊敬したように赤あか城ぎは言う。「では、学園のアイドル那な珂か川がわ先せん輩ぱいがセフレというのは？」

「それは完全なデマだ！」

　そんな噂うわさ流れてんのかよ！　怖こわすぎだわ！　マジでファンに闇やみ討うちされかねないわ！

「しかし、聞くところによると、那な珂か川がわ先せん輩ぱい自身がそのようなことをほのめかしておられるとか……」

　あの人、外そと堀ぼりから埋うめる気だ!?

「赤あか城ぎくん、次にそういう噂うわさを聞いたら全力で否定してくれ。あの人は適当なことを言って周囲の反応を楽しむ悪あく癖へきがあるんだ。僕が那な珂か川がわさんのファンクラブが定めた〈紳しん士し協定〉を破るはずないだろう？　僕はあの人に指一本触ふれていないから信じてほしい」

　紳しん士し協定、というのは、東しの雲のめ学園の男たちに課せられた不ふ可か侵しんの制約と誓せい約やくである。これを破ると、問答無用で天てん罰ばつが下るとか下らないとか……。まあ、指一本触ふれてないというのは噓うそだけど。

「しかし、どれだけ男に言い寄られても一いつ切さい興味を示さないあの那な珂か川がわ先せん輩ぱいが、湊みなと氏とだけは仲良くしているのは事実なのでは？」

「それは……まあ、うん。事実だと思う」

　さすがにあちこちで目もく撃げきされている以上、否定できない。あの人、マジでそろそろ自分の影えい響きよう力とか理解したほうがいいと思う。いや、理解した上でアレなのかもしれないけど……。

「それは重ちよう畳じよう……っ！」何な故ぜか赤あか城ぎは嬉うれしそうに息を吐つく。「実はそんな女によ人にんにモテモテの湊みなと氏に、折り入って相談があるのです」

「相談？」

「その……こ、恋こいの相談なのですが……」

「恋こいっ!?　マジでっ!?」僕は飛びつく。「どういうことか、詳くわしく！」

「や、やけに食い気味ですな……！」

　戸と惑まどいを見せながらも、赤城はぽつぽつと話し始める。

「実は……クラスに気になる女子がいるのです。一目見たときから、何な故ぜかその女子から目が離はなせなくなって、胸が締しめつけられるような気持ちになって……。今はこれが恋こいなのかと戸と惑まどっているところですな。おっと、これはさすがにキモすぎますな……っ！」

「キモくない！　キモくないぞ、赤あか城ぎくん！」僕は彼の両りよう肩かたに手を置いて熱弁する。「そういうことならもっと早く言ってくれれば良かったのに！　僕はきみの恋こい路じを全力で応おう援えんするぞ！」

　何だよ、初めから加か賀が美みが気を揉もむことなんかなかったんじゃないか！

　やっぱり運命には抗あらがえないってことだな！

「それで赤あか城ぎくんはその恋こいをどうしたいんだ？」

「ど、どう、と聞かれましても……。こんなことは生まれてこの方初めてで、どうすれば良いのかわからず、悶もん々もんとしていたのですが……。その折に運良くプレイボーイと評判の湊みなと氏とお近づきになれたので、勇気を出してアドバイスを求めている次し第だいです」

「ならば今すぐに告白して付き合え」

「さすがにそれはあまりにも体当たりが過ぎるのでは!?」

「そんなことはないっ！　何を躊躇ためらう必要がある！」僕は殊こと更さら熱く語る。「好きなんだろう！　他人に取られたくないんだろう！　ならば行動あるのみだ！　信じる者は救われる！　神は必ずやおまえの想おもいに答えてくれるだろう！」

「そ、そうかなあ……？」

　赤あか城ぎは訝いぶかしげだ。

「第一、自分のようなキモオタが恋こいなど、先方にもご迷めい惑わくなのでは……？」

「バカ野や郎ろう！」僕は全力で怒ど鳴なりつける。「そんな弱気でどうする！　僕が保証してやる！　おまえの目に狂くるいはない！　おまえの選せん択たくに間ま違ちがいはない！　おまえが好いた子が、おまえのことを嫌きらうはずがないだろう！」

　まあ、未来を知ってる僕でさえ、どうして二人が付き合うことになったのか正直理解できていないが、加か賀が美みが生まれるという結果がある以上、その因果は絶対だ。

「だから自信を持て！　今日早さつ速そく告白をしよう！　そして、同じ班の強みを生かし林間学校中に親密になって、最後に二人で楽しくキャンプファイヤを踊おどるんだ！」

「ど、どうして自分の好きな子が同じ班にいるとわかったのです!?」

「僕を誰だれだと思ってるんだ！　偉い大だいなる〈陰いん王おう〉だぞ！　同じ陰いんキャの考えることなどすべてまるっとお見通しだ！」

「〈陰いん王おう〉！　おお、〈陰いん王おう〉……！」

　赤あか城ぎは涙なみださえ流しながら、僕を拝み始める。

　何だかえらく大事になりつつあるが、とにかく僕のやるべきことは初めから決まっている。

「それじゃあ、赤あか城ぎくん、放課後校舎裏に来てくれ！　すべてのお膳ぜん立だては僕に任せろ！」

「おお……！　王よ、本当によろしいので……！」

「男に二言はない！」僕は自信満々に胸を叩たたく。「おまえはただ校舎裏に来て、その熱い漢気を見せるだけで良いい！」

「やはり湊みなと氏に相談して正解でしたな……っ！　自分、武む者しや震ぶるいしてきました！」

「赤あか城ぎくん、期待してるぜ……！」

　僕はサムズアップとウィンクで、赤あか城ぎを鼓こ舞ぶしてから、小走りに教室へ戻もどる。

「おい、委員長！」

　すぐさま僕は加か賀が美みの机に駆かけ寄よる。加か賀が美みは次の授業の準備をしていたようだが、胡う乱ろんげに僕を見上げた。

「どうしたの、湊みなとくん。騒そう々ぞうしいなあ、休み時間もう終わるよ？」

「それより喜べ！　やっぱり運命は正しかったんだ！」

　僕は興奮して早口に事情を説明する。するとさすがの加か賀が美みも嬉うれしそうに表情を輝かがやかせた。

「すごいよ、湊みなとくん！　お手て柄がらだよ！」

「いやまあ、別に僕が何かしたわけじゃないけど」

「そんなことないよ！　これも全部、湊みなとくんが浮うわ気き性だったおかげだね！」

「おまえ、僕のことそんなふうに思ってたの!?」

　心外にも程ほどがあるわ！

　これで八や重え樫がしが実は女の子であることがバレたら、僕の評価は地に落ちそうな気がする。マジであの秘密だけは、僕と八や重え樫がしの間で守り通さないと……。

「それで、私はどうすればいいのかな？　能のう美みさんを呼び出せば良いのかな？」

「そうだな、頼たのむよ」

　どうにもあの不思議な語ご彙い力を持つギャルは苦手なので、加か賀が美みに声掛けしてもらえるのは助かる。まあ、親の若かりし頃ころの痴ち態たいをリアルタイムで見せられる加か賀が美みは少し気の毒だとは思うけど……そのあたりは諦あきらめてもらうしかない。

　予よ鈴れいを合図に僕は自分の席へ戻もどる。

「琥こ太た郎ろうさん、上じよう機き嫌げんですけど何か良いいことでもありました？」

　隣となりの席の天あま津つ風かぜは、不思議そうに小首を傾かしげてこちらを見ていた。

　僕は一いつ瞬しゆん考える。誤ご魔ま化かすべきか、本当のことを話すか。

　加か賀が美みの未来に関わる話なので、できれば内密に話を進めたいところだが……先ほどの那な珂か川がわさんの話のように外そと堀ぼりから埋うめていくのもまた一つの手であることは事実だ。

　それに天あま津つ風かぜは、清せい楚そな見た目に反して、かなりの青春恋れん愛あい脳。この告白イベントを経験すれば、しばらくはいつもの青春発ほつ作さも落ち着くかもしれない。

「──実は赤城くんが放課後に告白をするらしくてな」

「なんと！」天あま津つ風かぜは目を丸くする。「大人しい方かと思っていましたが、意外と大だい胆たんなのですね……！　して、お相手はどなたで？」

「それは……秘密だ」期待を持たせるために僕はあえてぼかす。「とにかく僕は放課後、赤あか城ぎくんの応おう援えんに行かなければならない。良かったら天あま津つ風かぜも一いつ緒しよに来るか？」

「行きます、超ちよう行きます！」天あま津つ風かぜは双そう眸ぼうを煌きらめかせ、胸の前で拳こぶしを握にぎる。「そんな素す晴ばらしい青春イベントをこの私が逃のがすはずないではありませんか！　是ぜ非ひお供させていただきます！」

　天あま津つ風かぜ、こう見えて意外とミーハーなのである。

「ちなみに、琥こ太た郎ろうさんは告白の予定とかないのですか？」

「別にないけど」

「私、フリーなんですけど」

「……知ってるよ？」

「ここは流れ的に私に告白をするアレでは？」

「ちょっと何言ってるかわからないですね」

「なんで何言ってるかわからないんですか」

　まあ、このあたりは予定調和というか、決め打ちの掛かけ合あいみたいなもので。僕も天あま津つ風かぜも本気で何かを期待して言っているわけではないのである。

　……たぶん。

　背中に嫌いやな汗あせをかき始めたところで、物理の教師が教室に入ってきたので会話は自然と終しゆう了りようした。

　試験後は夏休みまでずっと午前授業なので、放課後まであと一コマだ。

　赤あか城ぎの告白は正直完全に他ひ人と事ごとなのでお祭り気分だが……小さじ一杯ぱい程度の不安は残る。本当にあの妙みように語ご彙い力豊富な不思議ギャルが赤あか城ぎの告白を受けてくれるのだろうか……？

　疑問は尽つきなかったが、今は因果律さんを信じるしかない。

　そわそわして授業の内容は、全然頭に入ってこなかった。
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　つつがなく本日最後の授業は終しゆう了りようし、そのままホームルームも終しゆう了りようした。

「琥こ太た郎ろうさん！　放課後ですよ！」天あま津つ風かぜは、期待に目を輝かがやかせながら身を乗り出してくる。

「まあ、待て」僕は彼女を片手で制して落ち着かせる。「ここは変に色めき立たずに、落ち着いて成り行きを見守ることが肝かん要ようだ」

「なるほど……勉強になります！」

　興きよう味み津しん々しんな顔で頷うなずく天あま津つ風かぜと共に僕は立ち上がる。教室を見回すと、もう赤あか城ぎの姿はなかった。どうやら気合いを入れて先に現場へ向かったようだ。僕らは赤城を追うように教室を出る。

　幸いなことに校舎裏にはまだ赤あか城ぎ一人が立っているだけだった。

「王よ……！」

　所在なさげに俯うつむいていた赤城は、僕が来たことに気づいて嬉うれしそうに口元を緩ゆるませた。

「まさか自分の応おう援えんに来てくれたのですか……！」

「当たり前だろう、友よ」僕は爽さわやかに笑う。「焚たきつけたのは僕だしな、最後まで責任を持たないと」

「自分のようなどこにでもいる一般通過キモオタのためにそこまで……！　自分、湊みなと殿どのになら掘ほられても構いませんぞ！」

「僕が構うわ」

　それから赤あか城ぎは天あま津つ風かぜに向き直り、笑えみを浮うかべた。

「天あま津つ風かぜ嬢じようも応おう援えんしてくれるのですかな？」

「もちろんです、ファイトですよ、赤城さん！」ふんす、と鼻息も荒あらく天あま津つ風かぜは拳こぶしを固める。

「告白なんて実際に目にするの初めてですから、緊きん張ちようしますね！」

「おや、天あま津つ風かぜ嬢じようは人気者なので、告白なんて日にち常じよう茶さ飯はん事じかと思いましたぞ」

「いえ、私なんてそんな。告白してほしい人はいるのですが、どうにも奥おく手てなようで困っています。端たん的てきに言うとヘタレなのです」

「ははっ、言われていますぞ、湊みなと氏」

「今の会話で直接的に僕に言げん及きゆうした部分が一箇か所しよでもあったか!?」

　日本語特有の曖あい昧まいさに助けられたわ！

　また背中に嫌いやな汗あせをかき始めたところで、加か賀が美みと能のう美みがこちらに歩み寄ってくるのが見えた。いよいよ時が来たことを察したのか、赤あか城ぎは表情を強こわばらせる。

「み、湊みなと氏……どうして彼女が一いつ緒しよに……？」

　不安げにこちらを見上げる。加か賀が美みが能のう美みを連れてきたのが意外だったのかもしれない。僕は不安を払ふつ拭しよくするように力強く頷うなずいてみせる。

「ああ、すまない。僕から声を掛かけたら、僕が用があるみたいに誤解されるかもしれなかったから協力してもらったんだ」

「そ、そうでしたか……いえ、お心こころ遣づかい、感謝します……！」

　少しだけ煮にえ切きらない様子を見せながらも、赤あか城ぎは覚かく悟ごを決めたように姿勢を正した。

　加か賀が美みと能のう美みは、僕らの二メートルほど手前で足を止めた。能のう美みもまた驚おどろいたようにこちらを見つめている。まさか僕らが待っているとは予想していなかったという顔だ。

　さあ、お膳ぜん立だては整えた！　男を見せてくれ、赤あか城ぎ……！

　祈いのるような気持ちで、僕は赤あか城ぎの言葉を待つ。

　しばしの沈ちん黙もく。能のう美みも何も言わず戸と惑まどったように立たち尽つくしている。

　やがて──静止していた〈時〉が動き出す。

「──自分、一目見たときから、夢中でした……！」

　赤あか城ぎは口火を切った。

「こんなに愛らしい女によ人にんがこの世にいたなんて、知らなくて……！」

　思おもいの丈たけをぶつけるように、赤あか城ぎは熱弁する。

「寝ねても覚めても、その愛らしい顔が頭から離はなれなくて、胸が苦しくて──だから今日は、その思いを直接伝えたいと思ったのですぞ！」

　言って、赤あか城ぎは歩みを進める。

　さあ、行け赤あか城ぎ──っ！

「ずっとずっと好きでした！」

　そして赤あか城ぎは、彼女の前に跪ひざまずいた。

　能のう美み──ではなく、その隣の加賀美の目の前に。




「愛いとしのラブリーエンジェル加か賀が美み嬢じよう！　是ぜ非ひとも自分とお付き合いしてくだされ！」




　…………。

『────は？』

　僕、加か賀が美み、そして能のう美みの声が重なった。

　直後、僕の右みぎ眼めの視界が赤く明めい滅めつし、脳内に警告音が鳴なり響ひびいた。

　ああ、と諦てい観かんめいたため息を吐ついて──やがて視界にぼんやりと文字が浮うかび上あがる。




『赤あか城ぎ祐たすくと能のう美み天あ里り沙さが林間学校でキャンプファイヤを踊おどらなかったら──世界は滅めつ亡ぼうする』
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「琥こ太た郎ろうさん、琥こ太た郎ろうさん！　楽しみですね！」

　林間学校の場へ向かうバスに乗り込むための待ち時間に──隣となりに立つ天あま津つ風かぜは、脳天気な笑え顔がおでこちらを見上げてきた。

「あんまりはしゃぐと最終日まで保たないぞ」

「そ、そうですよね！　おうちに帰るまでが遠足ですものね！」

　僕は、はしゃぐ天あま津つ風かぜを微ほほ笑えましく思いながらも──心中穏おだやかではいられなかった。

　赤あか城ぎ、地じ獄ごくの告白事件から一週間が経過して、本日は林間学校初日である。

　この日を首を長くして待ち望んでいた天あま津つ風かぜには申し訳ないが、僕は今日から三日が憂ゆう鬱うつで仕方がなかった。

　一週間まえの赤あか城ぎの告白は──当然の如ごとく玉ぎよく砕さいした。しかも、

「──ごめんなさい。私、赤あか城ぎくんのこと一ミリも興味ないから」

　という鈍どん器きでタコ殴なぐりにするような加か賀が美みの返事とともに。

　何もそこまで言わなくて良いんじゃないかと思ったが、あとから、たぶん加か賀が美みは、自分への想おもいを断たち切きらせるためにあえて辛しん辣らつな言葉を投なげ掛かけたのだろうと思い直し、赤あか城ぎに同情しつつもこれもまた運命なのだと受け入れることにした。

　それにしてもこの展開は──予想外だった。

　てっきり、赤あか城ぎが能のう美みに思いを寄せていたのかと早はや合が点てんしてしまったが……まさかその相手が将来の自分の子どもである加か賀が美みだったとは夢にも思わなかった。

　結果、僕の無責任な太たい鼓こ判ばんによって絶対に成功すると信じきっていた赤あか城ぎは、容よう赦しやないワンパン撃げき沈ちんによりその後三日も学校を休んでしまうという事態にまで発展した。

　おまけにわけもわからず、他人の告白に同行させられた能のう美みも、圧の強いジト目で赤城を一いち瞥べつした後、無言のまま校舎裏を去って行った。絶対に良くない印象を与あたえたに違ちがいない。

　良かれと思ってお膳ぜん立だてしたものの、結果的にそれが赤あか城ぎと能のう美みの溝みぞを広げるだけだったわけだ。

　まあ、何もかも僕の早はや合が点てんが悪かったんだけど……でも、赤あか城ぎが加か賀が美みに恋こいをしてるなんて予想できるはずないだろ……！

　言い訳がましくそんなことを思いながら、僕はため息を吐はく。

「──琥こ太た郎ろうさん、どうしました？」天あま津つ風かぜが心配そうに覗のぞき込んでくる。「もしかして、赤あか城ぎさんの告白のことを気にされているのですか……？」

　天あま津つ風かぜ、鋭するどい。僕は正直に答える。

「……さすがにちょっと責任を感じてな」

「そんな！　琥こ太た郎ろうさんのせいではありませんよ！」

　天あま津つ風かぜは慌あわてたように両手を振ふる。ちなみに天あま津つ風かぜには、二人は本当は好き合っているのだが、僕らが無む駄だに盛り上げたせいで恥はずかしくなり、赤あか城ぎはついおちゃらけて加か賀が美みに告白をしてしまった、という少々苦しい説明をしてある。

　もっとも、赤あか城ぎと能のう美みの仲がより険悪になってしまった要因を作ったのが紛まぎれもなく僕である以上、僕が責任を感じるのは当然のことなのだけれども。

「とにかくこの林間学校の間で、お二人の仲を取り持っていくしかありません！　過ぎたことは仕方がありませんから、前向きにいきましょう！」

　極きわめてポジティブな天あま津つ風かぜだったが、おそらくクラスメイトの愛のキューピッド役を務める、という行こう為いに何らかの青春要素を感じ取りテンションが上がっているものと思われる。

　些いささかミーハーが過ぎるとも思えるが、天あま津つ風かぜのやる気と彼女の持つ激運はきっと何かの役に立つだろう。

「──そうだな。さすがは青春令れい嬢じよう天あま津つ風かぜ、良いいことを言う」

「ふふん、そうでしょうとも」天あま津つ風かぜはドヤ顔で胸を張る。「どうです？　惚ほれ直しました？」

「そだねー」

「ちょっと、雑な感じで聞き流さないでくださいよ、琥こ太た郎ろうさん！」

　そそくさとバスに乗り込む僕の背中を、天あま津つ風かぜは怒おこったようにポカポカと殴なぐりつけてきた。無論、微み塵じんも痛くなく、ただじゃれついているだけである。

　ちなみに赤あか城ぎと能のう美みの件は、八や重え樫がしにも事情を説明してあり、彼女もまた二人の仲を取り持つことに協力してくれることとなった。八や重え樫がしはミーハーというよりは、面おも白しろそうなことに何でも興味を持つタイプなのでこういうときは本当に助かる。

　とにかくこれで、林間学校の最中の赤あか城ぎ・能のう美み恋れん愛あい包囲網もうは完成したのだった。

　バスの座席は、班の中で好きに決めて良いということだったので、天あま津つ風かぜは能のう美みと、八や重え樫がしは赤あか城ぎと並んで座ることに決めた。正直言うと、天あま津つ風かぜと能のう美みを隣となり合あって座らせることで、天あま津つ風かぜが影えい響きようされてギャル化しないか、という不安はあったが、そもそも加か賀が美みがあの二人と隣となり合あって座るのを嫌いやがったのだからやむを得ない。

　そんなわけで、バスに乗り込むと僕の隣となりの席には、当たり前のように加か賀が美みがちょこんと腰こしを下ろした。

「湊みなとくん、よろしくねー。湊みなとくんとこうして改めて隣となり合あって座るのって何か変な感じだね。えっちなことしちゃダメだぞっ」

「……おう」

「あれれ？　元気ないなー。ひょっとして今日が楽しみすぎて寝ね不ぶ足そくかな？」

　つんつん、と楽しげに僕の頰ほおを突つっついてくる加か賀が美み。

　普ふ段だんから馴なれ馴なれしいヤツではあるが、それにしても今日は妙みように距きよ離り感がおかしい気がする。赤あか城ぎへの牽けん制せいのつもりか、それとも単純に林間学校でテンションが上がっているだけなのか。どちらもあり得るのが、この加か賀が美み美み玖くという少女の恐おそろしいところだ。つまり、計算高いくせに割と天然。
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「……おい、あまり僕に構うな。天あま津つ風かぜに見られて機き嫌げんを損そこねられたら厄やつ介かいだ」

「あー、確かにせっかくの林間学校が全部雨になっちゃったら計画が水の泡あわだもんね」

　加か賀が美みは大人しく手を引く。天あま津つ風かぜは自身の持つ激運によって、気象すらも自在に操あやつるやべーヤツなのである。

　ちょうどそこで点呼も終しゆう了りようし、バスは目的地へ向かってゆるりと動き出した。低いエンジン音と振しん動どうによる共鳴、そして何よりバス内のはしゃいだ喧けん噪そうのカクテルパーティ効果により内ない緒しよ話ばなしをしても周囲に聞かれる可能性がなくなったところで話を戻もどす。

「計画って、何か当てはあるのか？」

「あるよー。完かん璧ぺきな計画だよー」

　加か賀が美みはドヤ顔で薄うすい胸を張る。

「湊みなとくん、今日の予定はちゃんと覚えてるかな？」

「ああ、一応な」僕は頭の中の予定表を思い返す。「ホテルに着いて荷物を置いたら班行動開始だ。僕らは午前中に川下りをして、昼食はバーベキュー。それから午後はガラス工こう房ぼうを見学して、その後夜は飯はん盒ごう炊すい爨さんだ」

「おお、意外としっかり覚えてるんだね」感心したように加か賀が美みは微ほほ笑えむ。「まずは今日一日で、二人の物理的な距きよ離りを縮めて、お互たがいの苦手意識を克こく服ふくさせるよ」

「物理的に？　どうやって？」

「たとえば、川下りのラフティングボートは六人乗りだから、あの二人を隣となり合あって座らせるって感じかな。二人だけだと気まずいかもだけど、私たちが周りでフォローしあえば苦手意識も薄うすまって二人の仲も急接近するはずだよ！」

「……そうかなあ」僕は訝いぶかしんだ。

「あとこれは、那な珂か川がわさんからのアドバイスなんだけど……『陰いんキャは異性耐たい性せいゼロだから、とりあえず腕うでにおっぱい押しつければ何でも言うこと聞いてくれるわ』って」

「あの魔ま性しようの女！　非モテ陰いんキャを弄もてあそびやがって！」

　今まで散々それやられて那な珂か川がわさんのお願い聞いてきたけど、そんなふうに思ってたのか！

　……まあ、でも柔やわらかくて良い匂においだし、報ほう酬しゆうの先さき払ばらいだと思えば何のデメリットもないというか、むしろ嬉うれしいだけというか……。

　…………。

　いけない。完全に思考をコントロールされている。なるほど……これが未来の人心掌しよう握あく術か。

「……つまり、二人の距きよ離りを縮めさせるのと同時に、赤あか城ぎの女性耐たい性せいの低さを利用して強制的に能のう美みを意識させるってことか？」

「そんな感じかな。大体、私みたいな幼児体型のお子ちゃまを好きになるなんて良くないよ」

「……何もそこまで卑ひ下げしなくても。確かに委員長は幼児体型だが、それとは別に魅み力りよく的なところもたくさんあるぞ？」

「もしかして口説いてる？　だったらごめんね。私、湊みなとくんにボウフラくらいの興味しか持てないんだ」

「フォローしてやったのにフラれた!?」

　この幼女殺意高いな！

「……まあ、でも確かに委員長に比べたら能のう美みは何というか、目のやり場に困るよな」

　背が高くスタイルが良いいだけでなく、ギャル的な着こなしのためいつも制服の胸むな元もとをはだけて谷間や下着を衆目に晒さらしている。天あま津つ風かぜや那な珂か川がわさんで多少は女性慣れしているはずの僕でも、正面切って相対したとき目を逸そらさずにはいられないだろう。

「そうでしょう？　やっぱり高校生の男の子なんてみんなおっぱい星人なんだよ。近くに大きなおっぱいがあれば、すぐに意識しちゃうんだよ。チョロいもんだよ」

「……加か賀が美みさん、何かやさぐれてない？」

「──そんなことないよ？」

　目が据すわってるんだが……。

　このままでは雲行きが怪あやしいので、僕はもう少しフォローする。

「委員長──いや、加か賀が美み。人は胸のみにて生きるにあらずだ」

「恐おそろしく低てい俗ぞくな格言だ!?」

「確かに胸の大きさというのは、他人の目を引く重要なファクタだと思う。だが当然、それは一要素でしかない。人はもっと多視点的に好意を抱いだくものだ」

「……たとえば？」加か賀が美みは唇くちびるを尖とがらせて尋たずねる。

「まずは性格だろうな。たとえどれだけスタイルが良くても、性格の悪いヤツには好意は抱いだけない。おまえだってめちゃくちゃ好みの容姿の相手がいたとしても、そいつが子どもや動物に平気で暴力を振ふるうようなクズだったら好きになれないだろう？」

「それは……まあ、そうだね」

「その点、加か賀が美みは完かん璧ぺきだ。人に優やさしく、ウィットに富んでいて、気き遣づかいもできる。正直、その性格だけでも好意を抱いだくのに十分だ」

「そ……そんなこと、ないと思うけど……」

　珍めずらしく狼狽うろたえたように加か賀が美みは目を逸そらす。彼女の頰ほおや耳は、愛らしく朱しゆに染まっていた。

「あと何より加か賀が美みは、顔が抜ばつ群ぐんに可か愛わいい。みんなは気づいていないかもしれないが、正直あの天あま津つ風かぜにも全然引けを取っていないくらい整ってるぞ」

「や……やめてよぉ……全然そんなことないから……！」

「加か賀が美みは自己評価が低すぎるんだ。もっと自信を持て。マジで天下を狙ねらえる逸いつ材ざいだぞ」

　割と本音。たぶんだけど、密ひそかに加か賀が美みに恋こい心ごころを抱いだいている男子は大勢いると思う。

　……そう考えると、天あま津つ風かぜと那な珂か川がわさんと加か賀が美みの人気者三人といつも一いつ緒しよにいる僕って、実はかなり危あやうい立場にいるんじゃないか……？

　大だい丈じよう夫ぶかな……それぞれのファンが合がつ従しよう軍ぐんとなって僕に襲おそい掛かかってきたりしないかな……。

　言い知れぬ不安が脳のう裏りを過る。

「──じゃあ、さ」

　不意に加か賀が美みは伏ふせていた顔を上げる。恥はずかしさのためか、その目は潤うるんでいた。

「もし──本当にもしもの話だけど……。仮に天あま津つ風かぜさんが転入してこなかったとしたら、湊みなとくん、私のこと好きになってくれた……？」

「────」

　どこか縋すがるような問とい掛かけ。僕は返答に迷うが、結局本音を漏もらす。

「──わからない。でも、天あま津つ風かぜと出会うまでは、加か賀が美みが一番近くにいて、一番僕のことを気に掛かけてくれる女の子だったのは、間ま違ちがいないと思う。そのまま時間が経過していたのなら……い、意識してたかもしれない」

　さすがに恥はずかしくなって、加か賀が美みの顔を見ていられなくて視線を逸そらす。

　気まずい沈ちん黙もく。何か言わなければ、と焦あせり始めたところで、不意に加か賀が美みが噴ふき出だした。

「ぷっ……くくっ……あはは！　ごめんごめん！　ちょっとまたからかい過ぎちゃったね！」

　加か賀が美みはうずくまり、おなかを抱かかえて笑う。ようやくそこで僕はいつものように遊ばれていたのだと気づく。

「……本当に良いい性格してるよ、おまえは」

「だからごめんってば。拗すねないでよ」目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを指で拭ぬぐい、彼女は晴れやかに笑った。「でも、もしかしたら湊みなとくんと付き合ってたかもしれない可能性があったっていうのは、正直少し嬉うれしいかな。いつもいつも最前列で天あま津つ風かぜさんと湊みなとくんのイチャイチャを見せつけられて、何というか少し羨うらやましかったからさ」

「……意外だな。未来のサイボーグも嫉しつ妬ととかするのか」

「するよー。これでも年とし頃ごろの女の子だからね。恋れん愛あいへの憧あこがれも人並みにあるのさ。まあでも大だい丈じよう夫ぶ！　私は崇すう高こうな使命を負ってこの時代に来てるわけだからね！　それ以外のことに興味なんて湧わかないよ！　だから安心して湊みなとくんは、さっさと天あま津つ風かぜさんに告白して正式に付き合っちゃいなさい！」

「それが簡単にできれば苦労はしない……」

「あはは、相変わらずヘタレだなあ」加か賀が美みは楽しそうに笑う。

　ちなみに、僕が天あま津つ風かぜとの関係を進展させようとしないのは、決してヘタレだから、という理由だけではない。

　事情を知っている加か賀が美みたち他の面々はあまり気にしていないようだけれども、実は今この世界はかなり奇き跡せき的なバランスを保って存在している。

　というのも、すべては僕こと湊みなと琥こ太た郎ろうが生きている状態と死んでいる状態の重ね合わせのような不安定な状態で存在してしまっていることに起因する。

　何な故ぜそんな厄やつ介かいなことになっているのか、という説明はさておき、そうしなければこの世界そのものが崩ほう壊かいしてしまう事情があったのだから仕方がない。

　その上で、今この僕らが生きている世界は、本来の正史とは異なる現実を切り開いている最中だ。そんな中、かなり特異的な不安定存在である僕が、神の寵ちよう愛あいを一身に受ける天あま津つ風かぜとの関係を進展させたら、今度はどんなトラブルが発生するかわからない。

　最悪の場合、僕が天あま津つ風かぜと付き合うことになった瞬しゆん間かん、世界が消しよう滅めつすることだってあり得る。

　まあ、さすがに僕が直近でそのようなフラグを認にん識しきしていない以上、現時点ではそれほど恐おそれるほどでもないのだろうけれども……慎しん重ちようを期すに越こしたことはない（僕は加か賀が美みが用意した未来の秘密道具により、世界崩ほう壊かいにまつわる因果律のフラグを視し認にんすることができる。今回認にん識しきしている赤あか城ぎと能のう美みのフラグがまさにそれだ）。

　それゆえに、天あま津つ風かぜや那な珂か川がわさんからのアタックをのらりくらりと躱かわしながら、学園生活を送っている次し第だいである。

　ただのヘタレカス虫に見えても、意外と世界や未来のことを色々と考えているのだ。まあ、僕自身がヘタレなのはどうしようもない事実なのだけれども。

　少しだけ複雑な気持ちになるが、まあ、とりあえず加か賀が美みが元気になったようなので、今回はそれで良しとしよう。

　先行きへの不安はあるし、あの日以来、視界の隅すみには時折思い出したように世界崩ほう壊かいフラグが明めい滅めつしているが……。

　それでもこの林間学校を少しは自分でも楽しもう、という前向きな気持ちを抱いだくくらいには、心にゆとりができた気がする。

　ちらりと傍かたわらに目を向けると、加か賀が美みは窓まど枠わくに肘ひじを突ついて上じよう機き嫌げんに景色を眺ながめていた。

「なあ、委員長」

「ん？　なあに？」

　小首を傾かしげてこちらを見やる。

　その幼い顔に浮うかぶ、どこか達観したような笑えみを見つめて僕は告げた。

「林間学校、楽しもうな」

　意外そうに目を丸くする加か賀が美み。しかしすぐに、満足そうに破顔した。

「──うん。楽しみ」
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　何事もなく、宿しゆく泊はく先のホテルへ到とう着ちやくした。

　バスを降りて加か賀が美みと別れると、今度八や重え樫がしと赤城の二人と合流した僕は、与あたえられた自室へ向かう。

　部屋は八畳じようほどの和室だった。部屋に入るなり畳たたみの良いい香りが鼻び腔こうをくすぐる。

「へえ、結構良いい部屋だね」

　八や重え樫がしは感かん嘆たんの声を上げた。多少手て狭ぜまではあるが、内装も新しめで綺き麗れいだし、高校生の三人部屋にしてはかなり上等な部類に入るだろう。

「何というか、和室って普ふ段だん縁えんがないから、旅行に来たって感じがするな」

「おや、湊みなと氏は現代っ子でしたか」

　赤あか城ぎも心なしか上じよう機き嫌げんな様子で部屋に入る。

「赤あか城ぎくんの家には和室があるのか？」

「もちろん。和室は日本人の魂たましいですぞ。日本男児たるもの、畳たたみの上で死ぬ覚かく悟ごを胸に日々を生きる所存」

「奇き遇ぐうだね、赤あか城ぎくん。僕もどちらかというと和室のほうが好きなんだ」

「なんとっ！　八や重え樫がし氏は斯か様ような西せい欧おう風美形であるにもかかわらず、立派な日本男児の魂たましいをお持ちであったかっ！　〈陰いん王おう〉よ、こういうところで度量の大きさが明るみに出るのですぞっ！」

「……赤あか城ぎくん、おまえ僕に容よう赦しやなくなったな」

　あの告白騒そう動どう以来、何だか僕の扱あつかいが雑になった気がする。

　あと、八や重え樫がしは日本男児ではなくただの大和やまと撫なで子しこである。いや、大和やまと撫なで子しこではない……のか？　日本語って難しいなあ！

「まあまあ、それより早く着き替がえて集合場所行かないと」

　八や重え樫がしはさり気なく窘たしなめてくる。そういえば、次の予定が詰つまっているので、あまりのんびりもしていられないのだった。

　そこでハタと気づく。着き替がえって……八や重え樫がしはどうするつもりなんだ……？

　僕はともかく、この場には赤あか城ぎもいる。実は女の子である八や重え樫がしが大っぴらに着き替がえるわけにも……。

「それじゃあ僕はちょっとトイレで用を足してから着き替がえるから、二人は先に集合場所へ向かってていいよ」

　八や重え樫がしはちらりと僕にウィンクを飛ばしてからトイレに立たて籠こもった。なるほど、そういう方針ね……。

　あまり長く八や重え樫がしをトイレに籠こもらせておくのも悪いので、僕は手早く制服からジャージに着き替がえると、八や重え樫がしを待ちたがる赤あか城ぎの手を引いてさっさと部屋を出た。

「……湊みなと氏もせっかちですな。少しくらい八や重え樫がし氏をお待ちすれば良いものを」

　赤あか城ぎは不服そうだ。僕は一応フォローする。

「八や重え樫がしはああ見えて結構個人主義だからな。人を待たせたりするのが、かえって嫌いやなんだよ。だからああいう場では気にせず先に行くのが正解なんだぞ」

「なるほど、そういうことでしたか」赤あか城ぎは感心したように頷うなずく。「勉強になりましたっ！　やはり湊みなと氏は頼たよりになりますなっ！」

「……おまえ、僕のこと軽けい蔑べつしたんじゃなかったのか？」

　告白騒そう動どうでずっと引け目に感じていたことを尋たずねてみるが、赤あか城ぎは意外そうな顔で答えた。

「そんなことありませんぞ？　湊みなと氏が陰いんの者の王であることに変わりはないですからな。自分に声を掛かけてくれた恩を忘れるほどの無礼者ではないですぞ」

「でも僕のせいで、おまえは加か賀が美みに」

「──湊みなと氏が気にする必要はありませんぞ」

　赤あか城ぎは驚おどろくほど爽さわやかに笑った。

「冷静に考えてみれば、天あま津つ風かぜ嬢じようと那な珂か川がわ先せん輩ぱいという二大美女に目を掛かけられていながら、どちらにも手を出し倦あぐねているヘタレカス虫である湊みなと氏に恋れん愛あい指南を頼たのんだ自分が悪かったのですぞ」

「辛しん辣らつってレベルじゃねえ！」

　いやまあ、マジでそのとおりなんだけどね！

　赤あか城ぎを傷つけてしまったという負い目もあって、僕は素す直なおにその評価を受け入れる。

「……でも、これからどうするつもりなんだ？」

「どう、とは？」

「その、加か賀が美みのこと諦あきらめるのかなって」

「……確かにあれは手て酷ひどい仕打ちでしたな」赤あか城ぎは苦く笑しようする。「まあ、加か賀が美み嬢じようのことは素す直なおに諦あきらめるとしても……新しい恋こいを見つけるのには少し時間が掛かかりそうですな。それほど自分にとって加か賀が美み嬢じようは、衝しよう撃げき的な存在であったゆえ」

「……そんなに好きなのか」

　少し驚おどろく。本来であれば、赤あか城ぎと加か賀が美みは絶対に出会わない運命にあるのに。

「自分、正直に言うとこれまで女子にあまり興味がなかったのです。知り合いに手の掛かかる女子がいて、自分が守らねばと思ったことは何度もあれど、それは恋れん愛あい感情ではなく妹のような感覚でした。しかし……加か賀が美み嬢じようは違ちがったのですな。一目見た瞬しゆん間かんからもう目が離はなせなくなり、誰だれよりも愛らしく、誰だれよりも大切に思ってしまったのです。まさに世に聞く──雷かみなりに打たれたような感じでした。あれがおそらく一ひと目め惚ぼれという感情だったのでしょうな」

「……一ひと目め惚ぼれかあ」

　一ひと目め惚ぼれというのは脳のう直ちよくの感情なので、わりとどうしようもない。

　かつて存在したであろう正しい〈現実〉において、加か賀が美みと出会わなかった赤あか城ぎは能のう美みと恋こいに落ちるようだが、少なくともそのときは一ひと目め惚ぼれではなかったようだ。

　というかそもそも、今でもオタクとギャルの二人が好き合う未来が思おもい描えがけない。

　どうしたものかと考え倦あぐねていたところで、何な故ぜか赤あか城ぎは困ったように眉まゆ尻じりを下げて続ける。

「しかしどういうわけか、これだけ好いているにもかかわらず、加か賀が美み嬢じようとスケベなことをしたいという感情が一ミリも湧わいてこないのです……。好いている相手にそのような感情を抱いだかない自分は、不能野や郎ろうということなのでしょうか……？」

「──ああ、なるほど」

　そこでようやく赤あか城ぎの感情の正体に思い至る。

　たぶんそれは、恋れん愛あい感情よりも先に芽生えてしまった〈父性〉なのであると。そして、恋れん愛あい感情を知らないがゆえに、それを〈恋こい〉だと勘かん違ちがいしてしまったという感じか。

　まあ、確かに普ふ通つうに生きていたら、自分と同い年の娘むすめと対面するというのは絶対に起こりえない状じよう況きようなので、脳がバグるのも致いたし方ないと言えるが……。

　しかし、これは好機とも取れる。本来経験するはずの恋れん愛あいをここで改めて体験することで、自分に起きているバグを補正してあるべき歴史に戻もどせる可能性があるのだから。

「不能かどうかは置いておいて、それだけ相手を大切に思ってるってことだから、悪いことではないんじゃないか」僕は諭さとすように続ける。「赤あか城ぎくんが他人を愛せる人間であるとわかっただけでも十分な収しゆう穫かくだ。だからもう少し前向きに新しい恋こいを探すのでも良いいと思うぞ」

「確かに……それは一理ありますな」赤城は腕うでを組む。「しかし、恋こいとは具体的にはどのようにして探すものなのです？」

「…………」

　恋れん愛あい偏へん差さ値の低さが裏目に出て上う手まい答えが思おもい浮うかばない。いや、マジで恋こいってどうやって探すんだよ……そもそもその辺に転がってるものなのか……？

　何もわからなかったが、あくまでも僕の目的は赤あか城ぎと能のう美みをくっつけることなので、適当に誤ご魔ま化かすことに決める。

「──恋こいとはつまり相手を知ることなのではないだろうか。今まではよく知らず、嫌きらっていた相手であっても、新たな一面を知ることで好感度を上げることはままあるものだろう？」

「なるほど、ミスター・サタンのようにですな？」

「……まあ、なんでも良いいが、とにかく相手に興味を持つこと、相手に興味を持ってもらうことから始めたらどうだ」

「確かに。それは人付き合いにおける基本ですな」

　赤あか城ぎは腕うで組ぐみをしたまま頷うなずいた。どうやら僕の口からでまかせを信用してくれたらしい。

　これで傷心のところ上う手まいこと能のう美みに興味を誘ゆう導どうして、真なる恋こいを知ってもらえれば、歴史は正しい方向へ向かうはずだ。

　向かう……はずだ、たぶん。

　何な故ぜか不安いっぱいで自信を持って頷うなずけない自分がいた。

「しかし、さすがは湊みなと氏ですなっ！　噂うわさどおりのプレイボーイっぷり、さぞや沢たく山さんの恋れん愛あいを経験してきたに違ちがいありませんぞっ！」

「ははっ、まあな」

「陰いんキャ特有の惚ほれっぽさで、きっと無数の失しつ恋れんを経験してきたのでしょうなっ！」

「おまえやっぱり僕のこと馬鹿にしてるだろ!?」

　評価の底打ち感が半はん端ぱないよ。

「それより、せっかく陰いんの者二人しかいないのですから、ここはオタトークに花を咲さかせましょうぞっ！」

「僕は陰いんキャであっても、オタクというわけじゃ……」

「湊みなと氏の推おし刺いれ青ずみ囚しゆう人じんは誰だれです？　自分は、姉あね畑はた支し遁とん！」

「推おし刺いれ青ずみ囚しゆう人じん!?　姉あね畑はた支し遁とん!?　マジ会話の選せん択たく眼がんバグってるな!?」

　実のない話をしながらロビーで他の班員たちを待つ。

　数分と待たずにみんな集まってきたので、僕らは川下り行きのバスに乗り込んだ。





３






　到とう着ちやくしたのは、周囲に鬱うつ蒼そうと木々の生おい茂しげる木造のコテージだった。

　新緑に囲まれたどこかメルヘンな外観のそれは、妙みような非現実感を醸かもし出だしており、まるでおとぎの世界に紛まぎれ込んでしまったかのようだ。

　てっきり川辺に降ろされるものだとばかり思っていたので、少し面めん食くらう。

　バスを降ろされてボーッとしていたところで、コテージからやたらと布面積の少ないほとんど水着のような格好の女性が飛び出してきた。

「やあやあ！　こんな田舎いなかくんだりまでようこそ！　何もないところだけど都会っ子のみんなには逆に新しん鮮せんかな？　ほら、そんなところに突つっ立たっていないで早くこっちおいで！」

　異様に高いテンションのお姉さんに促うながされるまま、僕らはコテージに入った。外観に反して室内は明るく近代的な装そう飾しよくにまとめられている。壁かべにはラフティングで撮とったと思おぼしき写真がたくさん貼はられていた。どの写真に写った人もみんな眩まぶしいばかりの笑え顔がおを浮うかべていた。

「改めましてこんにちは！　私は球く磨ま！　今日きみたちのラフティングをサポートするインストラクタだよ！　球く磨まさんでも球く磨まお姉ちゃんでも好きなように呼んでね！　二十歳独身で彼かれ氏しはナシ！　スリーサイズは上から九十五、五十六、八十六だよ、よろしくね！」

　僕らがその勢いに気け圧おされる中、お姉さん──球く磨まさんは上じよう機き嫌げんに語る。

「ラフティングは、それはもう楽しい楽しい川下りだけど、常に怪け我がと隣となり合あわせだということは忘れないでね！　川に出たらちゃんと私の指示に従うこと！　お姉さんとちゃんと約束できるかな？」

　びっ、と僕は人差し指を突つきつけられた。狼狽うろたえながらも答える。

「で、できるっす。その、よろしくお願いします」

「うん、良い子だ！　お姉さん、素す直なおな子は大好き！」

　突とつ然ぜん抱だき締しめられた。ほとんど半はん裸らのような格好をしているにもかかわらず、僕はその豊満な胸に顔を埋うめられた。めっちゃ柔やわらかくて温かくて──パニックになりそう。

「あ、あの！　私も約束できます！」

　突とつ然ぜん、天あま津つ風かぜが聞かれてもいないのに宣言した。すると球く磨まさんは僕を解放して、今度は天あま津つ風かぜを抱だき締しめた。

「今日は良い子たちばかりだね！　お姉さん、嬉うれしい！」

　結局球く磨まさんは、僕ら全員に抱ほう擁ようとともにその魅み惑わくの果実を押しつけて回った。親愛表現にしても少々過激すぎる気はしたが、不思議とイヤらしく感じられないのは人徳なのだろうか。

　それから、球く磨まお姉さんによる簡単なレクチャーが始まった。

　ラフティングというのは、ゴムボートに乗り込んで急流を下るレジャースポーツだ。整備された場所ではなく自然の川を、それも結構な速度で下って行くらしいので、安全には十分に配はい慮りよしなければならないらしい。

　自分の身を守るためにも、そしていざというとき天あま津つ風かぜを守れるようにと、真しん剣けんにレクチャーを聞いた。

　説明のあとは、レンタルしたドライスーツに着き替がえる。ドライスーツの下は体操着でも良いいらしいが、ドライスーツとはいえ多少は中に水が入って濡ぬれるらしいので、持参した水着を着用した。

　幸いなことに試着室のような半個室が用意されていたので、八や重え樫がしも何事もなく着き替がえが完かん了りようする。ただ、いつもなるべく気にしないようにしているのに、目の前の八や重え樫がしがこのドライスーツの下に女性用の水着を着用している、と考えると何だか変な気持ちになる。

「……琥こ太た郎ろうくん。何だか視線にイヤらしさを感じるのだけど」

「な、何を言っているんだ八や重え樫がし！　僕が親友のおまえを、そんな目で見るはずないだろう！」

　勘かんは鋭するどいようだった。変に意識しないよう気をつけなければ……。

　着き替がえが終わると、小さなバンに乗り込んで山道を下っていく。

「何だかみんな宇宙服みたいですね」

　狭せまい車内で、天あま津つ風かぜは嬉うれしそうに笑った。少しまえまで身体からだが弱かった天あま津つ風かぜにとって、こういうアウトドアは初めての経験だろうから、きっと楽しくて仕方がないのだろう。

　ほかの面々に目を向けると──。

「──そこなデカ女。狭せまいのだから、その無む駄だにデカい牛みたいな乳を少しは萎しぼませる努力をしたらどうですかな？　先ほどから脂し肪ぼうの塊かたまりを押しつけられて大変不快ですぞ」

「ハァ!?　マジあり得ない！　アンタみたいなキモオタにそんなことするわけないっしょ！　てか、あーしに触さわらないでもろて！　オタクに触さわられたらそれだけで妊にん娠しんするし！」

「するはずがなかろう!?　やはりギャルは頭が残念ですな！」

「ギャルだから頭が悪いとか偏へん見けんキモすぎてマジＭＫ５！」

「マジと『Ｍ』が重複してる!?　やはりアホの子ですな！」

「強調構文だし！」

「……おまえら、少し落ち着け」

　みんなで結けつ託たくして半ば強ごう引いんに二人を隣となり合あわせて座らせてみたが、相変わらず相あい性しようは最悪のようだった。ちなみに『ＭＫ５』は『マジでキレる五秒まえ』の略らしい。

　というか、能のう美みよ。おまえとそのオタク少年が結ばれなければ世界は滅ほろぶのだぞ……？

　重ね重ね、意味不明な世界観だなと思う。

　一ひと悶もん着ちやくあったものの、無事に川かわ縁べりに到とう着ちやくした。

　川にはすでにゴムボートが用意されており、事前のレクチャーどおりに僕らはライフジャケットを着てヘルメットを被かぶり、オールを片手にボートへ乗り込む。六人乗りなので、前列が八や重え樫がしと加か賀が美み、中列が赤あか城ぎと能のう美み、そして後列が僕と天あま津つ風かぜ、という並びになった。

　最後に、舳へ先さきに乗り込んだ球く磨まさんが、拳こぶしを天高く突つき上あげた。

「それじゃあ、みんな！　準備はいいかな？　力を合わせて頑がん張ばろうね！　えい、えい──」

『おーっ！』

　みんなでオールを掲かかげて重ね、心を一つにする。

　ボートは川の流れのままに、ゆっくりと進み始めた。





４






　二時間ほど掛かかって、何とか無事に誰だれも怪け我がをすることなく、最終地点のゴールに到とう着ちやくした。

　何というか、至いたれり尽つくせりの大冒ぼう険けんだった。

　全員で協力しての急流攻こう略りやくだけではなく、転てん覆ぷく体験や滝たき壺つぼ飛び込みなど、普ふ段だんは絶対に体験できないことが目め白じろ押おしで、みんな子どもの頃ころを思い出したかのようにはしゃいでいた。

「琥こ太た郎ろうさん！　私、こんなに楽しいことしたの初めてです！」

　転てん覆ぷく体験の際、泳げないらしく僕にしがみついてきた天あま津つ風かぜが、目ま映ばゆいばかりの笑え顔がおを向けてきたのがあまりにも印象的だった。正直この笑え顔がおが見られただけでも、林間学校に来られて良かったと心から思えるような素す晴ばらしい笑え顔がおだった。

　ただ肝かん心じんの赤あか城ぎと能のう美みの関係は微び妙みようだ。というか、ラフティング中ずっといがみ合っていた。

「ちょっとアンタ！　人の太もも勝手に触さわらないでよイヤらしい！」

「わ、わざとではなかろうっ！　ちょっとバランスを崩くずして手を突ついただけではないかっ！　そもそも、男の手て垢あかにまみれたビッチの太ももなど、頼たのまれたって進んでは触さわりたくないですぞ！」

「まみれてないわ！　ギャルだからビッチって決めつけマジキモいんですけど！　マッハチョベリバだし！」

「大体、何事か、このブクブクと脂し肪ぼうを蓄たくわえた太ももは。少しは瘦やせたらどうですかな？」

「ハァー、出た出た！　オタクのシンデレラ体重幻げん想そう！　現実の女はこんなもんなの！　大体、あーしだって別に太ってないわ！　ＢＭＩ19だし！」

「しかし、天あま津つ風かぜ嬢じようや加か賀が美み嬢じようのほうが明らかに細っこく見えますな」

「あの子らは特別なの！　神に愛された本物のシンデレラなの！　大体、アンタこそ何よこの棒きれみたいな太ももは！　もっと筋肉付けなさいよ！」

「なあ！　勝手に人の太ももを触さわらないでほしいのですぞ！」

　などと言い合いながら互たがいの太ももを揉もみ合あっていた。

　あれ、逆にこれは仲良いのでは……？

　いや、逆にってなんだよ……。こんなんで明日の夜、本当にキャンプファイヤで二人を踊おどらせることなんかできるのか……？

　相変わらず先行き不安な現状に、内心でため息を吐つく。

　ゴール地点から車で最初のコテージへ戻もどった僕らは、シャワーを浴びてからジャージに着き替がえる。それからすぐにまたバスに乗り込んで、昼食会場である別の河原へと向かう。

　二十分ほどバスに揺ゆられて、僕らは昼食場所であるバーベキュー会場に到とう着ちやくした。河原にはたくさんのバーベキューコンロが並べられており、他の班の連中はすでに各おの々おので昼食を楽しんでいた。どうやら僕らが最後だったようだ。

　いい加減周りと足並みを揃そろえないといけないなと思いながら、足早に僕らの班に宛あてがわれたバーベキューコンロへ向かうと──。

「──おう、遅おそかったな仔こ猫ねこども」

　何な故ぜか担任の村むら雨さめが、僕らのスペースで肉を喰くらっていた。

　意味がわからない……。

「……何してんすか」

「見ればわかるだろう？　肉を食っているのだ」

「いや、そうじゃなくて……」

「おまえたちが間もなく着くという連れん絡らくをもらったから先に始めてたんだよ」

　村むら雨さめは咀そ嚼しやくしていた肉を嚥えん下げする。

「おまえたちがおなかを空かせていると思ってな。着いたらすぐに始められる状態にしておいてやったんだぞ。そしてちょっと早く焼けすぎた肉を仕方なく処分しているだけだ。べ、別に湊みなとのためじゃないんだからなっ！　勘かん違ちがいするなよっ！」

「……あざす」

　何とも言えない気持ちで礼を述べる。

　とある事情により、村むら雨さめは僕に対する絶対服従の洗脳を掛かけられている。本人は嫌いやがっているようだが（当たり前だ）、とてつもなく強力な洗脳には抗あらがえず、今ではくっ殺ころ系女騎き士しのようになってしまっている。少し同情する。

「いやあ、すぐにごはんにありつけるのはありがたいね。これから火をおこしてだと食べ始めるのに三十分くらい掛かかると思ってたからね。ささ、みんな村むら雨さめ先生の好意に甘えて早さつ速そくお昼にしようか。僕はもうおなかぺこぺこだよ」

　村むら雨さめくっ殺ころ騒そう動どうの首しゆ謀ぼう者であるはずの八や重え樫がしが晴れやかな笑え顔がおで告げた。

　思うところはままあるが……空腹であることは紛まぎれもない事実なので、ここは見て見ぬ振ふりをして素す直なおにバーベキューを楽しむことにしよう。

「それじゃあ、お肉焼きますか」加か賀が美みが腕うでまくりをして進み出る。「バーベキュー将軍の腕うでの見せ所だね！　あ、良かったら先生もそのまま食べて行ってください」

「ありがとうママ委員長」

「担任の先生にまでママ扱あつかいされていたんですか、私!?」

　目を剝むいて突つっ込みながらも、加か賀が美みはコンロの上で雑に焼かれていた肉や野菜などの食材を手早くみんなに取り分けて、新たな食材を焼き始める。

「せっかくコンロが二口あるからね。炭の量を調整して強火と弱火にすれば、効率的にお肉とお野菜が焼けるよー」

「ヒュー！　さすがみくっち、頼たよりになる！」

「あはは、ありがとう能のう美みさん」いい加減慣れてきた様子で、加か賀が美みも普ふ通つうに応じる。「はい、カボチャ焼けたよ。好きだったよね」

「わあ、嬉うれしみ革命！」喜んで皿に載せられたカボチャに食いつく能美。「みくっち、よくあーしの好物知ってたね！」

　加か賀が美みは顔を一いつ瞬しゆん引きつらせるが、すぐにいつもの温おん厚こうな笑え顔がおを浮うかべ直す。

「──クラス委員長だからね！　クラスメイトの好きなものくらい覚えてるよ！」

　言い訳にしては少々苦しいが、それでも能のう美みは納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「さすがみくっち、ママみが半はん端ぱないね！　いっそあーしのママになっちゃいなよ！」

　おまえがママになるんだよ！

　──という突つっ込みを必死で飲み込んだ。やべえやべえ……そんなことを口にした日には、頭のおかしなヤツとしていよいよ本格的にのけ者にされかねない……。

　ちなみに加か賀が美みは乾かわいた笑えみを浮うかべてやり過ごしていた。自分の母親にママになれと言われて、さぞ複雑な気持ちだったことだろう。

　いずれにせよ。能のう美みと赤あか城ぎを好き合わせなければ何も始まらない。

　僕は加か賀が美みに肉を取り分けられて嬉うれしそうに食べている赤あか城ぎの隣となりに立つ。

「赤あか城ぎくん、調子はどうだ？」

「おお、湊みなと氏！」頰ほお袋ぶくろのように顔を膨ふくらませながら赤あか城ぎは破顔する。「湊みなと氏にお誘さそいいただいたおかげで、実に楽しい林間学校ですぞ！　いやあ、本来はどこかの仲良しグループに余り物として編入させられてひたすら疎そ外がい感だけを感じながらやり過ごす予定でしたが、本当に〈陰いん王おう〉様々ですな！」

「陰いんキャのトラウマを的確に突ついていくのやめろよ……」

　中学時代思い出して泣いちゃいそうだよ僕は……。

「それよりどうだ？　さっきの川下りでは、能のう美みとちょっと良いい感じだったが、いっそこのまま能のう美みを好きになっちゃったりする気はないか？」

「……湊みなと氏」

　ぴたりと食事の手を止めて、赤あか城ぎは心底イヤそうな顔でこちらを見上げた。

「せっかく気持ちよく肉を食べているというのに、そういう食事がまずくなるようなことを言うのは止めてほしいですぞ」

　わりと本気の拒きよ絶ぜつが混じっていたので僕は少し鼻白むが、ここで負けてはならないと思い果か敢かんに突つっ込んでいく。

「どうしてだよ。能のう美み美人じゃん。スタイルも良いいし」

「……まあ、確かに顔の造形は整っていますな。乳もデカいし、太ももも太すぎない程度に肉感的で、男受けは良さそうですが」

「おお、だったら……！」

「でもギャルはダメですぞ！　ギャルとウェイ系のパリピは、我ら陰いんキャの天敵！　あいつらは群れて人を馬鹿にすることしか考えていないモンキー！　湊みなと氏も陰いんの者であるならば、一度や二度その毒どく牙がに掛かかったこともありましょうぞ！」

「……な、なくはないけどさ。でも、全員が全員そうじゃないだろう？　実際能のう美みは、言動こそイカれてるが、わりと人に気を遣つかうタイプに見えるぞ？」

「人に気を遣つかうタイプの人間が、オタクを馬鹿にするとお思いですかな？」

「…………」

　ぐうの音も出なかった。

　でも、確かに改めてそう言われると妙みような気がする。僕の所感ではあるが、能のう美みは言っていることは多少意味不明だが、わりと天あま津つ風かぜや僕には一歩引いた常識的な態度を取っているように思える。パリピにありがちな意見や感情の押しつけもないし、どちらかというと人当たりの良いいほうな気がする。

　だが、どういうわけか赤あか城ぎにだけはやたらと当たりがキツイ。辛しん辣らつと言ってもいいほどに、自ら率そつ先せんして赤あか城ぎに絡からんでいっているようにも見える。オタク嫌ぎらいを公言しているが、ただオタクが嫌きらいなだけでここまで苛か烈れつな反応は普ふ通つうしないと思う。

　それに赤あか城ぎも能のう美みにだけは、やたら手厳しいような気がする。バカにされているからその反発をしているとも考えられるが、能美以外の人間には温おん厚こうかつ友好的な態度を示しているだけに疑問は残る。

「……なあ、赤あか城ぎくん。ひょっとして昔、能のう美みと何かあった？」

　思いつきの質問だった。根こん拠きよなんかは特にない、半ば言いい掛がかりに近い問とい掛かけ。

　しかし──。

「ぜ、全然そんなことないでゴザルゥ（裏声）」

「誤ご魔ま化かすの下手クソかよ」

　ついうっかり雑な突つっ込みをしてしまうくらい、効果は抜ばつ群ぐんだった！

　やっぱり過去に何かあって、それがこじれにこじれて今に至る、という感じか。

　ならばその過去の出来事にこそ、二人をくっつけるためのヒントがあると考えるのが妥だ当とうだろう。

「なあ、赤あか城ぎくん。良かったら僕にそのときの話を──」

「おっと失敬っ！　自分、突とつ然ぜん催もよおしてきましたぞっ！　湊みなと氏っ！　手洗いに行ってくるゆえこれにて失礼っ！」

　僕が止める暇ひまもないほどの快足で、赤あか城ぎくんは走り去ってしまった。陰いんキャなのに足速いな……。

　しかし、あまり人に話したくない過去があったとして、それは加か賀が美みが暮らしていた未来における正史においても同様だろう。ならばその過去は、二人が仲なか違たがいをするきっかけになりこそすれ、致ち命めい的に二人を分かつようなものではないはずだ。

　でも、加か賀が美みも具体的なことは何も知らなさそうだし、過去の因いん縁ねんを探さぐって二人の関係修復を図はかるのは難しそうだな……。

　せっかくだし、能のう美みのほうにも少し探さぐりを入れてみるか。

「──なあ、能のう美み。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

「んー？　コタっちから話しかけてくるなんて珍めずらしーじゃん」

　キャンプチェアに腰こしを下ろして、紙皿に載のった焼き野菜を美お味いしそうに頰ほお張ばっていた能のう美みはこちらを見上げて上じよう機き嫌げんに笑う。

　僕は圧あつ倒とう的てき陽キャに対たい峙じしたとき特有の妙みような緊きん張ちようを感じながらも、努めて自然体を装よそおう。

「──いや、ちゃんと食べられてるか少し気になってな。人数多いと誰だれかが割食うこと結構あるからさ、念のため声掛かけてみたんだよ」

「へえー！」能のう美みは感心したように目を丸くする。「コタっち優やさしいじゃん。しこっちの彼かれピじゃなきゃ、ちょっとときめいてたってカンジ」

「……彼かれピではない」

「……マジンガー？　しこっちも否定してたけど、アレ照れてたわけじゃなくて、ガチなの？」

「ガチだぞ」

　自分で言ってて悲しくなる。残念ながらガチなのだ……。

「そっかあ」能のう美みはどこか楽しそうに箸はしを皿の上に置いて、意味深な笑えみを向ける。「コタっち何気にあーしのタイプだし、フリーなんだったら別に粉掛かけちゃっても大だい丈じよう夫ぶだよね」

「……勘かん弁べんしてくれ」

　これ以上事態を複雑にしないで……。もう僕の胃が保たない……。

　すると能のう美みは突とつ然ぜん噴ふき出だした。

「あはは、コタっちマジマイケルだし！」

「マイケル？」

「ジョーダンってことだし！」

「…………」

　マジで言動が奇き天て烈れつすぎて通常会話すら難しいな……！

　ただ単語の端はし々ばしに微かすかなインテリジェンスを感じるし、絶対に本質的な部分では頭が良いいタイプの人間だとは思う。

　渋じゆう面めんを浮うかべる僕に、能のう美みは楽しそうに続ける。

「しこっちの大事大事なコタっちに手ぇ出したりしないってば！　あーしはこう見えて、友だちの恋こいは応おう援えんするほうなんだし！」

　いったい何を言って──。

　ふとそこで背後に何やら不ふ穏おんな気配。振ふり返かえってみると──何な故ぜか拗すねたような顔をした天あま津つ風かぜが串くし焼やき両手に立たち尽つくしていた。

「……え、天あま津つ風かぜ、どうしたの？」

「……いえ、琥こ太た郎ろうさんがまた可か愛わいい女の子にちょっかい出してるのかなと思いまして」

「おいおい天あま津つ風かぜさん、あまり不ふ穏おん当とうなことは言うものじゃないぞ。僕がいつ可か愛わいい女の子にちょっかい出したって言うんだ？」

「わりといつもしょっちゅうかなりの頻ひん度どで出しているかと」

「…………」

　身に覚えがありすぎた！

　僕には僕の事情があるとはいえ、客観的にも否定できない……！

「わ、悪かったよ……反省してるから、機き嫌げん直して、な？」

「せっかく琥こ太た郎ろうさんのために串くし焼やきを持ってきてあげたのに……私、知りません！」

　天あま津つ風かぜは、両方の串くしの先せん端たんに付いていた肉を一度に頰ほお張ばる。口の小さな天あま津つ風かぜにしては、かなりの無理をしているためか、ハムスターみたいになっている。僕は彼女の負担を減らすためにも大おお仰ぎように言う。

「なんと！　天あま津つ風かぜが持ってきた串くし焼やきならきっと普ふ通つうの串くし焼やきの数倍は美う味まいんだろうなあ！　天あま津つ風かぜと一いつ緒しよに食べるだけで、あらゆる食べ物の美味さが倍増するのに惜おしいことをしたなあ！　これは僕の人生における最大の汚お点てんとして後の世にも永遠に語かたり継つがれていくのだろうなあ！」

「そ……そこまで言うなら仕方ないですね……！　特別に片方を琥こ太た郎ろうさんに上げましょう。あ、でも、私どっちも口を付けてしまいました……。すみません、汚きたないですよね……すぐに新しいものと交こう換かんして──」

「大だい丈じよう夫ぶ、僕は気にしないぞ！　第一、天あま津つ風かぜが口を付けたものが汚きたないわけないだろう！　むしろ逆に浄じよう化かされてるくらいだわ！　さあ、早くその串くし焼やきを渡わたすが良いい！」

「琥こ太た郎ろうさん……！　格好良いです……！」

「……あのさ、お二方」

　背後から呆あきれたような冷たい声が飛んでくる。

「それ、どこからどう見てもただ恋こい人びとがイチャついてるだけにしか見えないの理解してる？」

　冷静な能のう美みの突つっ込みに、僕も我に返る。つい情動に身を任せて天あま津つ風かぜとのいつもの寸劇を楽しんでしまった。さすがの天あま津つ風かぜも今回ばかりは照れたように口を噤つぐむ。能のう美みは苦く笑しようして続ける。

「まあ、別にあーしも二人の関係にどうこう口出しするつもりはないから、安心してよ。ただコタっちがあーしを気に掛かけてくれたのは素す直なおに嬉うれしかったよ、ってだけ。マジチョベリグってカンジ」

「そうなんです。琥こ太た郎ろうさん、女の子には誰だれにでも優やさしくて。でも、下心があるわけではないんです。この人はわりとかなり奥おく手てなので。受け攻せめで言うなら、総受けです」

「何言ってんの天あま津つ風かぜさん!?」

　マジで最近言動が色々と良くないお友だちの影えい響きようを受けてらっしゃるんですけど！

　頼たのむから清せい楚そ最後の砦とりでとして天あま津つ風かぜには頑がん張ばってもらいたい所存。

「ところで、能のう美みさん」天あま津つ風かぜはまるで何事もなかったかのように話題を変える。「お皿にお肉が載のっていないようですが、よろしければお持ちしましょうか？」

「あ、いや……その、大だい丈じよう夫ぶだし！」能のう美みはどこか戸と惑まどったように答えた。「あーし実はダイエット中でさ！　お肉控ひかえてるんだよね！　その代わりお野菜いっぱい食べるんで、しこっちがあーしの分のお肉食べて良いよ！」

「え、良いいんですか！」天あま津つ風かぜは表情を輝かがやかせる。「では、代わりに私の分のお野菜をお譲ゆずりしましょう！」

「いや、天あま津つ風かぜは自分の野菜をしっかり食え。能のう美みには僕のを分けておくから」

　僕は冷静に告げる。この数ヶ月一いつ緒しよに過ごして、何気に天あま津つ風かぜが偏へん食しよくであることを僕は見み抜ぬいていた。すると天あま津つ風かぜは恨うらめしそうに上うわ目め遣づかいで僕を見る。

「うぅ……お野菜苦手です……」

「頑がん張ばって食え。好すき嫌きらいしてると大きくなれないぞ」

「……それは困ります……せめて一六〇にはなりたいです」

「そういうものなのか？　天あま津つ風かぜは、今くらいのサイズ感がちょうど良いい気がするけど」

「背せ伸のびをしたら不意打ちで琥こ太た郎ろうさんのほっぺにチューできるくらいにはなりたいです」

「さり気なく何とんでもないこと画策してんの!?　やっぱ無理して食べなくて良いよ！　天あま津つ風かぜは小こ柄がらなほうが可か愛わいいよ！」

「やーですぅー！」

　天あま津つ風かぜは、[image: 顔文字]←こんな顔をしながら串くし焼やきの肉と肉の間に挟はさまれていたピーマンを食べる。

「うぅ……苦いですぅ……でも頑がん張ばってごっくんします……」

「…………」

　何な故ぜか背徳的な気持ちになった。

「ホント仲良いね」呆あきれたように能のう美みは苦く笑しようする。「でも、そういうの羨うらやましいっていうか。あーしも、彼かれピとイチャイチャしたいな」

　その文言には多分に誤解が含ふくまれているような気がしたが、それでも好機と判断して僕は一歩踏ふみ込んでみる。

「能のう美みは、付き合ってるやついないのか？」

「あーし？　ないない！」能のう美みは快活に笑って否定する。「憧あこがれは人並みにあるけどねー」

「ですが、能のう美みさんは可か愛わいいし明るいしモテるのでは？」何とかピーマンを嚥えん下げした天あま津つ風かぜが首を傾かしげた。

「にゃはは、しこっちは優やさしいね。まあ、一応何度か告白されたことはあるっていうか。でも、全部断ってるんだ。だから実は彼かれピいない歴イコール年ねん齢れいなんよ」

　それは少し意外な言葉だった。偏へん見けんなのかもしれないけど、ギャルなんてパリピの代名詞的存在だし、ウェイ系の男と遊びまくってるものだとばかり思っていたから。

「でも、どうしてせっかくの告白を断られたのです？　憧あこがれてるなら、尚なお更さら絶好の機会だったと思うのですが」

　天あま津つ風かぜさん、結構グイグイ突つっ込むなあ……！　女の子って基本的には空気読むの上う手まいけど、たまにビックリするくらい空気読まないことあるよね……！

　さすがに能のう美みも怒おこるのでは──と少し緊きん張ちようするが、彼女は変わらず快活に笑った。

「一番の理由は、好みじゃなかったからだし！　あーしね、初めて付き合う人、もう決めてるんだ」

　なんと……！　それがまさか赤あか城ぎなのか、と僕らは急に色めき立つ。

　能のう美みは、ギャルらしからぬどこか大人びた笑えみを浮うかべながら続ける。

「あーしね、正義の味方に憧あこがれてるっていうか。ピンチのときに颯さつ爽そうと現れて助けてくれる──そんなヒーローみたいな人を、ずっと待ってるんだ」

「ヒーロー、ですか……？」

　思いのほか夢見がちな言葉に、僕と天あま津つ風かぜは顔を見合わせる。

　いや、ヒーローに憧あこがれるというのは感情的には理解できるのだ。ただ、そういうのは普ふ通つう小学生までで卒業してるものだろう。ましてギャルな能のう美みがそんなものに憧あこがれているというのは違い和わ感かんを覚える。

　しかし……ピンチのときに守ってくれるヒーローというのは、どうにも赤あか城ぎのイメージとは重ならないな……。マジでまったくアイツの目はないんじゃないか……？

「じゃ、じゃあ、具体的な好みのタイプとかあるのか？　たとえばほら、優やさしいとか」

「そりゃもう、強い人っしょ！」能のう美みは急に目を輝かがやかせる。「身長は一九五センチ、体重は一〇五キロくらい。大おお柄がらだけど知的なハンサムでメッチャ優やさしい感じの人が良いいな。ついでに年収は五千兆円くらいあるとなお良し！」

「そんな人類いてたまるか！」

　年収除けば、ただのジョナサン・ジョースターじゃねえか！

　でもこれでなおのこと、赤あか城ぎは好みのタイプではないことが判明してしまった。

　じゃあ、何がどうまかり間ま違ちがって、正史で二人は結けつ婚こんすることになったんだ……？

　疑問ばかりが募つのるが、突とつ破ぱ口こうはある。

「さっき赤あか城ぎに聞いたんだけど、おまえらって昔から知り合いだったの？」

「──は？　なんで急にあのキモオタの話になんの？」

　それまでの柔にゆう和わな態度が一変して、能のう美みは剣けん吞のんな目を向けてくる。ギャルの一睨にらみとかマジで恐きよう怖ふ以外の何ものでもなかったが、宇宙平和のためにもここで引くわけにはいかない。

「い、いや、赤あか城ぎがおまえのこと何か気にしてたみたいだからさ。昔なんかあったのかなって」

「……何もないし」口を曲げてそっぽを向く。「あんなやつ、全然ちっとも一ミリも興味ないし。マジアウトオブ眼中っていうか。気にされてもキモいだけだし。リバるわ」

「……そ、そっすか」

　めっちゃ捲まくし立たててくるやん……。ちょっと引いちゃったよ……。

　でも、その過か剰じような反応からして、好感を持っているかどうかは別にしても、互たがいに互たがいを気に掛かけているのはやはり事実なのだろう。お互たがいにそれを話すつもりがなさそうなのは、厄やつ介かいだけど……今は他に縋すがるべき打開策がないのだから、手を変え品を変えそのあたりを突つっ込んでいくしかないだろう。

　機き嫌げんを損そこねてしまったのか、能のう美みは立ち去って行ってしまった。

　能のう美みの背中を見送りながら、天あま津つ風かぜがぽつりと零こぼす。

「なかなか手て強ごわいですね、能のう美みさんは」

「……そうだな」僕は弱音を吐はく。「正直、あの二人がくっつく未来が僕には見えないよ……」

「そうでしょうか？」天あま津つ風かぜはどこか上じよう機き嫌げんに首を傾かしげる。「ラフティングのときからお二人のことを見ていましたが、表面的にはいがみ合っているように見えても、結構本質的な部分ではお互たがいのことを意識し合っているように思えましたけど」

「え、マジ？　それは何か根こん拠きよがあるのか？」

「いいえ、乙おと女めの勘かんです」

「乙おと女めの勘かんかあ……」

　天あま津つ風かぜの乙おと女めセンサは、多分に創作物の影えい響きようを受けているので、あまり当てにはならなさそうだ。しかし、認にん識しきによって因果律すら捻ねじ曲まげる幸運の持ち主である天あま津つ風かぜの言葉ならば、あまり無む碍げにもできない。

「……じゃあ、天あま津つ風かぜの直感を信じて、もう少し頑がん張ばってみるか」

　不安しかない未来に、僕は天を仰あおぐ。

　そんな僕の心証とは裏腹に、空には雲一つない真夏の晴天が広がっていたのだった。
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「──ただ今より、第一回『くっつけ♡二人の愛の重力』作戦の会議を始めたいと思います」

「ネーミングセンス二〇〇〇年代初期なのやめろ……」

　目を輝かがやかせながら言う天あま津つ風かぜに、僕は力なく突つっ込みを入れる。

　場所は、市内最大というスーパーマーケットの入口付近。飯はん盒ごう炊すい爨さんの材料を買い求めるためここに立ち寄った僕らは、赤あか城ぎと能のう美みが手洗いに班を離はなれた隙すきに、作戦会議を始めたのだった。

　天あま津つ風かぜは声を落として上じよう機き嫌げんに言う。

「こういうのは、まず形から入ることが重要なのですよ、琥こ太た郎ろうさん。この秘密会議感、青春っぽくないですか？」

「おまえの青春感は裾すそ野のが広すぎて、おいそれと同意しにくいんだよ……」

「クラスメイトの男女をくっつけるために暗あん躍やくする、なんて如い何かにも青春の王道ではないですか。琥こ太た郎ろうさん、そんなことでは、この先の青春ラノベ戦国時代を生き残れませんよ」

「青春ラノベ戦国時代って何!?」

　天あま津つ風かぜ、たまにわけのわからないことを言う。

　まあ、何であれ天あま津つ風かぜがこの状じよう況きようを青春と認にん識しきしてそれを謳おう歌かしてくれているのであれば、それはそれで世界の安定に繫つながるので取り立てて文句もない。

　とにかく、とそこで天あま津つ風かぜはにっこりと微ほほ笑えんで議題を進める。

「能のう美みさんと赤あか城ぎさんをくっつけるというミッションを実行中の我々ですが、どうにも状じよう況きようは芳かんばしくありません。なのでこのあたりで一度状じよう況きようを整理しつつ、二人の仲を進展させるための新たな方策を検討する必要があります」

「確かに……このミッションはなかなか難解だね」

　八や重え樫がしはまるで他ひ人と事ごとのように嘯うそぶく。

　午後に予定されていたガラス工こう房ぼう見学でも大した成果は得られず、はっきり言って状じよう況きようは芳かんばしくないどころかむしろ悪化しているまであると僕は見ている。

　バーベキュー時のあれこれが引き金になったのか、二人がどうにも悪い方向に互たがいを意識し合ってしまっているのだ。赤あか城ぎと能のう美みを二人組にして進展を望もうとしても、互たがいを無視して口も利きかないのであれば何の意味もない。というか明らかに逆効果だろう。

　強制的に切きっ掛かけを作って二人の仲を進展させるという方策はもう捨て去ったほうが賢けん明めいだ。

「そもそも赤あか城ぎくんと能のう美みさんが好き合っているという前提からして僕は懐かい疑ぎ的なんだけど。どう見てもあの二人は水と油じゃないかな？」

　至し極ごくもっともな意見を述べてこちらを見上げる八や重え樫がし。僕はやや視線を逸そらして答える。

「そ、そんなことないぞ！　逆に全く正反対の二人だからこそ、惹ひき合うものがあったんだよ！　サンとアシタカだって生まれも育ちもまるで違ちがうのに惹ひかれ合っただろ！」

「アシタカって地元の女の子から貰もらった物を平気で人にあげるクズだけどね」

「このタイミングで突とつ然ぜんのアシタカ批判やめろよ！　怒おこられるかもしれないだろ！」

　僕らしか聞いてない会話で誰だれに怒おこられるのだ、という話ではあるが。

「とにかく二人が両想おもいというのは、納なつ得とくできないとしても大前提として受け入れてくれ！　なあ、委員長！」

「そ、そうだね！　私も正直今の二人を見てたらどうして両想おもいになったのか皆かい目もく見当もつかないけど、とにかくそういうものなんだと信じて！」

「──『今の』？」

　目め敏ざとく加か賀が美みの失言に食いつくが、八や重え樫がしは急に何かを悟さとったように肩かたを竦すくめる。

「まあ、いいや。琥こ太た郎ろうくんたちがそう言うならそうなんだろう。うん、納なつ得とくした。天あま津つ風かぜさん、話の腰こしを折ってごめんね」

「いえ、八や重え樫がしさんにもご理解いただけて嬉うれしく思います」天あま津つ風かぜはにっこりと微ほほ笑えむ。「では、改めて現状の確かく認にんをしましょうか。というか、今のお二人は少なくとも表面上、以前よりもむしろ仲が悪くなっているように見受けられます。やはりこれは、無理矢理二人をくっつけようとした我々のミスでしょう。反省すべき点も多々ありそうです」

「まあ、一番反省すべきだと思うのはこの場にいない那な珂か川がわさんだけどな……」

　あの人の雑なアドバイス、マジで一ミリも役に立たなかったぞ。というか、赤あか城ぎに意外なほど女性耐たい性せいがあったのがその主な原因ではあるのだが……。少なくともおっぱいを押しつけて云うん々ぬんというのは、二人の仲を進展させることがなさそうなので、ここから先は新たな切り口を模も索さくしていかなければならない。

「でも、二人の過去に何らかの因いん縁ねんめいたものがあるってわかったのは収しゆう穫かくだな」

「そうですね。どうにかして折を見て話を聞き出す必要はあると思います」

　天あま津つ風かぜは真面目な顔で頷うなずいた。

「とりあえずは、この飯はん盒ごう炊すい爨さんで巻き返しを図はかるのが先決だと思うの」加か賀が美みは珍めずらしく興奮したように拳こぶしを固める。「その上で、何か飯はん盒ごう炊すい爨さんが楽しくなるようなアイデアはないかな？」

「アイデアねえ……」

　僕はスーパーの店内を見回す。都内では考えられないほど広く、また多種多様な商品が置かれているので結構自由度は高い気がする。色々なものを買い込めば都会っ子たちが行う飯はん盒ごう炊すい爨さんにも多少はエンタテインメント性を持たせられるのではないだろうか。

　実際、あちらこちらでうちの学校の生徒たちが、楽しげにカレー作りに必要なさそうなものを色々と買い物かごに放り込んでいるのが見える。やはりワクワク感は大事だと思う。

「メニューはカレーだったよな？　じゃあ、みんなで何か一つずつ食材を持ち寄って、それをカレーにぶち込むとかどうよ？」

「闇やみ鍋なべならぬ闇やみカレーですか！　それ最高に青春してて楽しそうですね！」目を輝かがやかせて天あま津つ風かぜが乗ってくる。「何入れましょうか……！　シュールストレミングとかでしょうか……！」

「最初から全力で味を破は壊かいしにいくのやめろ！」僕は慌あわてて止める。「結果的にカレーの味が破は壊かいされるのは良しとしても、一品で味を破は壊かいする系の食材は禁止な！　だいたい、闇やみ鍋なべと違ちがってカレーは煮に込こんで全員で同じもの食うんだから、入れた本人だってつらいだろ！」

「確かに！　それは盲もう点てんでしたね！」

「おまえの盲もう点てんは当たり判定がでかすぎるよ……」

「でも、確かに多少のルールは必要かもね」八や重え樫がしは人差し指を立てて言う。「たとえば単品で味や臭においが強すぎるものだと、全体への影えい響きようが大きいから禁止にしたほうがいいね。納なつ豆とうとかくさやとかね」

「納なつ豆とうはカレーに入れる人もたまにいるけど、結構好すき嫌きらいが分かれそうだから止めたほうが賢けん明めいだねー」加か賀が美みは同意する。「あとはアレルギィの有う無むなんかも事前に確かく認にんしておいたほうがいいかも」

「あ、私お野菜のアレルギィがあるのでお野菜禁止でお願いします」

「噓うそを吐つくな噓うそを」

　しれっと挙手をする天あま津つ風かぜの後頭部に軽く手刀を振ふり下ろしたところで、赤あか城ぎたちが戻もどってくる。

「お待たせして申し訳ないですぞっ！　いやあ、自分、一日三回うんこが出るタイプの人間でして、こういうときは困りものですなっ！」

　赤あか城ぎは相変わらずだ。でも、そろそろ慣れてきた自分が少し心配になる。

「いやー、ホントごめんねー。トイレ結構混んでてさあ。ちなみにあーしはおしっこだから勘かん違ちがいしないように！」

　能美は照れたように言う。いや誰だれも別にそんなこと言げん及きゆうしないからわざわざ注ちゆう釈しやくしてくれなくても良かったんだけど……。

　何だか変な空気になりつつあったところで、加か賀が美みは早さつ速そく話題を変える。

「実は二人を待ってるときに少し話してて、みんなで一品ずつ好きな具材を持ち寄って闇やみカレーにしようかって話になったんだけど、どうかな？」

「へえ！　それイイジャン！」能のう美みが楽しげに指を鳴らす。「ただカレー作るだけじゃ面おも白しろくないとあーしも思ってたんだよね！」

「まるでギャルゲーのようなイベントですなっ！　さすがは〈陰いん王おう〉、需じゆ要ようと供給をよく心得ておりまするなっ！」

　赤あか城ぎの言っていることはちょっとよくわからないが、コンセンサスが取れたのであれば何よりだ。加か賀が美みは二人の顔を交こう互ごに見ながら続ける。

「一応、味や臭においがきつすぎるものは一品で全体への影えい響きようが大きいから禁止でお願いね。あと、もしアレルギィとかあったら念のため教えておいてほしいな」

「アレルギィ……」

　楽しそうだった能のう美みの顔が一いつ瞬しゆん曇くもる。何かあるのだろうか、と彼女の言葉を待つが、それより早く赤あか城ぎが勢いよく挙手をした。

「はい！　自分、アレルギィではないですが、昼間のバーベキューで肉を食べ過ぎて胃もたれが酷ひどいので、できれば肉類はなしにしてほしいですぞっ！」

「あー、うん。別に良いいと思うよ」少し戸と惑まどいながらも加か賀が美みは頷うなずいた。「お肉なしなら、シーフードベースにしようか。私むしろそっちのほうが得意だし。みんなもそれで良いいかな？」

　加か賀が美みに問われて、僕らは思い思いに頷うなずく。まあ、特に反対する理由もない。

「能のう美みさんはどう？　魚ぎよ介かい類るいにアレルギィとかない？」

「……ううん、大だい丈じよう夫ぶ」

　少しだけ、いつもよりもしおらしく能のう美みは頷うなずいた。

　それからショッピングカートを押してみんなでぞろぞろ歩き出す。

　最さい後こう尾びを歩いていた赤あか城ぎと能のう美みが小声で何かを言い合っている。

「──あんたのそういうところ、ホント嫌きらい」

「何の話ですかな？　自分はただ思ったことを言っただけですが？　それにオタクが空気を読めないのはいつものことでは？」

「ま、まあまあ！」僕は慌あわてて二人の間に割って入る。「よし、それじゃあみんなそれぞれの買い物のために一いつ旦たん解散しようか！　三十分後にさっきの入口集合ってことで！　とりあえず、ベースの買い物は僕と加か賀が美みでやっとくから！」

　わざとらしく手を叩たたくと、それだけで意図は伝わったようで天あま津つ風かぜは能のう美みを、八や重え樫がしは赤あか城ぎを連れてこの場を去って行った。

　みんながいなくなったのを確かく認にんしてから、僕はようやく肩かたの力を抜ぬく。

「はあ……ままならねえな……」

「あはは。湊みなとくん、お疲つかれだね」

　他ひ人と事ごとのように笑いながら、加か賀が美みはポンポンと背中を軽く叩たたいてくる。僕は恨うらめしい目で彼女を見やる。

「……それもこれも、おまえんとこの家族の問題なんだけどな」

「いっそ湊みなとくんも、私と結けつ婚こんして家族になっちゃう？」

「……クラスメイトの愛まな娘むすめと結けつ婚こんとかただの犯罪だろ」

「天あま津つ風かぜ博士の〈群ぐん青じよう理論〉は、そんな犯罪も合法化する夢の大発明なんだよ」

「未来人の倫りん理り観マジイカれてんな！」

　早くこの世界を正常化しないといつか本当に取り返しのつかないことになりそう。もしかしたらとっくにそうなってるのかもしれないけど。

「……とにかくさっさと買い物済ませちゃおうぜ。僕、カレーの材料とか全然わからないんだけど、委員長に任せちゃって良いのか？」

「お姉さんに任せなさい！」

　加か賀が美みは自信ありげに薄うすい胸を叩たたいた。ちなみに加か賀が美みは四月二日生まれということで、クラス一のお姉さんを自じ称しようしている。結果としては、クラス一ちっちゃいのだけど……。

「……なに？　湊みなとくん、何か言いたげだけど？」

「何でもないぞ！　いやあ、美み玖くお姉様は頼たよりになるなあ！」

「あ、その呼び方新しん鮮せんで良いいなあ。今度から二人きりのときはそう呼んでよ。特別に湊みなとくんだけのお姉様になってあげる」

「その提案に、何か僕のメリットがあるのか……？」

「性格が曲がっていてよ？　って締しめ直してあげるよ。首を」

「首を!?」

　ただのイカれた殺人鬼きじゃねえか！

　言うまでもなく正しくはタイ。

「委員長さ、よくお姉さんぶるけど、何か理由とかあるのか？」

「客観的事実を述べているだけであって特別な理由とかはないけど……まあ、私、一人っ子だったからさ。妹とか弟とか欲ほしかったんだよね。それに湊みなとくん、何か弟属性だし」

「まあ、実際弟だし」

「え、それ初耳だよ！　もっと早く言ってよ！　湊みなとくんは私だけの弟だって信じてたのに！」

「まずそもそもおまえの弟ではないし、僕からしてみれば生まれた瞬しゆん間かんから弟で当たり前だったからわざわざそのことを表明する理由がなかっただけだ」

　それに家族の話とか恥はずかしいじゃん……？　第一、男子高校生が嬉き々きとして家族の話をクラスメイトの女子にするほうが問題な気がするけど。

「お兄ちゃん？　お姉ちゃん？」

「姉が一人と妹が一人だよ」

「三人姉弟きようだい……！　しかもお兄ちゃん属性まで……！　湊みなとくんちょっと設定過多じゃない？」

「人んちの家族事情を設定呼ばわりするな！」

「でもそっかぁ……お姉さんと妹さんいるんだぁ……写真とかない？」

「あるわけないだろ。高校生男子が家族の写真とか持ってたらキモいだろうが」

「そんなことないと思うけど……今度会わせてよう。見てみたいよう。琥こ太た郎ろうお兄ちゃん、美み玖くのお願い聞いてよう」

「人の家族見るためだけに自分のキャラを平気で投げ捨てるのやめろ！」

　あと袖そでを指で摘つまんで物もの欲ほしそうな顔でこっちを見上げるのも止めてほしい。天あま津つ風かぜにこんなシーン見られたら、機き嫌げんを損そこねられてこのスーパーにゾンビが押し寄せるまであるぞ。

「大体、妹弟が欲ほしいなら両親に言え」

「なんか生々しくてイヤだなあ……」

「……それもそうだな」

　両親の家族計画とか、世の中の知りたくないことランキング最上位案件だ。

「そ、そんなことより！　委員長、料理もできるんだな！　さすがはみんなのママ委員長！　まさに完かん璧ぺき超ちよう人じん！」

「……得意というほど料理もできないけどね。でも、シーフードカレーだけは得意なんだ」

　褒ほめられて恥はずかしかったのか、わずかに視線を逸そらしながら加か賀が美みは答える。

「お母さんの得意料理だったんだ。お父さんの大好物で……。だから、教えてもらったの」

「へえ……。でも、さっきの様子だとどっちもそんな感じじゃなかったけど」

「そうみたいだね。これから好きになっていくってことなのかな」

「もしくはやっぱり両親が違ちがうとか」

「湊みなとくん、現実を見なよ」

「わりかし僕は同世代の人間と比ひ較かくしてかなり現実を見てるほうだと思うよ！」

　何せすでに何度か、馬鹿げた世界崩ほう壊かいの危機を救っているので。

　そんな実のない会話を続けながらも、加か賀が美みはテキパキと籠かごの中に材料を突つっ込んでいく。

「んー、本当は有頭エビとか殻から付きのあさりとか使いたいんだけどねー、キャンプだしシーフードミックスで我が慢まんしようか。これでも結構良いい出だ汁しが出るんだよ」

「へえ、さすがは委員長。なんでも知ってるな」

「全知全能だからね」

「おまえが神か」

　斬ざん新しんな切り返し止めろ。

「それより……両親との思い出のカレーを闇やみ鍋なべみたいにされちゃうのは、ちょっと嫌いやなんじゃないか？」

「……まあ、正直ちょっとね」加か賀が美みは苦く笑しようする。「でも、そもそもその両親が揃そろってるわけだし、二人の思い出作りに協力できるほうが私は嬉うれしいかな」

　その言葉に、僕は少しだけ不安を覚える。

　この娘むすめは、あまりにも他人を優先させがちだと思う。もちろんそれは彼女の優やさしさから来るものなのだろうけれども、今は亡なき両親と自分だけの思い出の味を変えられるのは、やはりあまり気持ちの良いいものではないだろう。

　こいつは……加か賀が美み美み玖くという少女は、もっとわがままであっても良いいと思う。

「……やっぱさ、止めようぜ」

「えっ？」

　不意に口を衝ついて出た言葉。加か賀が美みは不思議そうに足を止めて僕を見上げた。

「僕は加か賀が美みの思い出を汚けがしたくないよ。だから、加か賀が美みの思い出の特製シーフードカレーを作るのは止めよう」

「で、でも、カレーは作らないとだし……」

「なら──僕が作れば問題ないだろ」

　僕は不安げな彼女の瞳ひとみを見返して微ほほ笑えむ。

「ようするに肉の代わりに魚ぎよ介かい突つっ込んだのがシーフードカレーだろう？　大体カレーなんて不ま味ずく作るほうが難しいくらいなんだから、僕でも何とか喫きつ食しよくに値あたいするものくらい作れるさ」

「それ、は──」

　驚おどろいたように目を丸くする加か賀が美み。僕は彼女の頭をポンポンとそっと撫なでる。

「おまえの大切な思い出は、心の中にしっかりしまっとけよ。加か賀が美みはさ、もうちょっと自分を大事にしたほうが良いいよ。任務とかさ、未来のためとかさ、色々事情があるのはわかるけど、それはおまえの人生すべてをふいにしていい理由にはならないだろ。もっと僕を頼たよれよ。僕らは因果に逆らって未来を変える大罪を志す共犯者だろう？」

　決して好き好んで今の状態になったわけではないけれども。事情を知ってしまった今、加か賀が美みや他のみんなが困っているときに見て見ぬ振ふりなど僕にはできない。

　さして役には立たないかもしれないが、弾たま除よけくらいにはなって、みんなの負担を少しでも軽くしたいと。

　そんなふうに考えてしまうのは、決して思い上がりなんかじゃないと信じたい。

　しばし惚ほうけたように僕を見上げていた加か賀が美みだったが、急に我に返ったように僕の手をぞんざいに払はらい除のけた。

「お、女の子の髪かみに許可なく触ふれるなんてセクハラだよっ！」

「おっとそれは失敬」僕はあえてわざとらしく両手を挙げる。「手の置き場に高さがちょうど良くてな。まさかそれが委員長の頭部だとは思わなかったんだ。僕に過失はない」

「言うに事欠いてそんな言い訳あるかな!?　さすがの私も傷ついたよ!?」

　尻しつ尾ぽを踏ふまれた猫ねこのように威い嚇かくしてくる加か賀が美みを見て少し安心する。どうやらいつもの調子が戻もどってきたみたいだ。

　とにかく、と僕は強ごう引いんに話をまとめる。

「カレーは僕が作る。カレールーの箱の裏に書いてあるとおりに作ればそんなに失敗はないだろ。だから委員長は、後のことは僕に任せて闇やみカレーに入れる食材でも探してこいよ」

　気安く言うと、加か賀が美みは頰ほおを染めながら「うぅー」と恨うらめしそうな顔で僕を見上げる。

「……そういうのズルイよ。私だって年とし頃ごろの女の子なんだから……そういうことされちゃうともやもやしちゃうじゃん……」

「あん？　なんか言ったか？」

「何でもないよ！」

　イーッと、まるで子どものように加か賀が美みは歯をむき出しにしてわめく。

「じゃあ、全部湊みなとくんに押しつけちゃうからね！　どうなっても知らないんだからね！　私、湊みなとくんのことなんて道みち端ばたに生えてる苔こけくらいにしか思ってないんだからね！」

「せめて細さい胞ぼう壁へきを持たない高次生物として認にん識しきしてくれ！」

「でも──」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、加か賀が美みは後ろ手を組んではにかんだ。

「ちょっと格好いいと思っちゃった。だから特別に今度、湊みなとくんにだけ、うちの特製シーフードカレーご馳ち走そうしてあげる。ほっぺた落っこちちゃうくらい美お味いしいんだからねっ！」

「ははっ、楽しみにしてるよ」

　イタズラを思いついた子どものように笑って、加か賀が美みは人混みの中へ走り去っていった。

　加か賀が美みの小さな背中を見失ってから──僕は一度深いため息を吐つく。

　さて……料理なんて中学の家庭科以来だけど、ホントに何とかなるんだろうか……。

　カレーの万ばん能のう感に祈いのりながら、僕はカレーに入ってそうな残りの食材と、あと闇やみカレー要員のオモシロ食材を探して、見知らぬスーパーマーケットの生せい鮮せん食品売り場を彷徨さまようのだった。
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　各おの々おの食材を買い込み、バスでキャンプ場まで移動した。

　トイレや水場まで完備されているかなり本格的なキャンプ場のようだ。聞くところによると、最近リニューアルされたのだとか。キャンプのキャの字も知らないド素しろ人うとの都会っ子高校生の初キャンプとしては最高のロケーションだろう。

　キャンプ場の人に火のおこし方などの簡単なレクチャーを受けた後に、半ば自由行動に近いカレー作りが開始された。

「ではまず火をおこすことが肝かん要ようですぞ。自分、こう見えても小学生の頃ころはボーイスカウトをやっていたので、アウトドアの基本くらいは弁わきまえておりますぞ」

　意外なほどのリーダーシップを発揮して、赤あか城ぎは僕らを先導する。

「ありがたいことに薪まきは用意していただいておりますからな。すぐに火はおこせますぞ。今のうちに飯はん盒ごうの準備をお願いいたしたく候」

「じゃあ、ごはんは僕がやろうかな」八や重え樫がしが相変わらず爽さわやかに名乗り出る。「以前にも、何度か使ったことがあるしね」

「では、八や重え樫がし氏にお任せしますぞっ！　ほかの面々はカレーの準備を進めてくだされっ！」

「任せとけよ赤あか城ぎくん」

　僕は力強く胸を叩たたき、天あま津つ風かぜ、加か賀が美み、能のう美みの三人を連れて水場まで移動する。

　さて、どうしたものか……。

「琥こ太た郎ろうシェフ！　私たちは何をすれば良いですか！」

　長い髪かみを結ゆってバンダナを装着した天あま津つ風かぜが、楽しそうに胸の前で拳こぶしを固めて言う。

「そうだな……」僕は見事に大中小の順番に並ぶ三人組を眺ながめて尋たずねる。「天あま津つ風かぜ以外は答えて欲しいんだけど、この中で料理経験者は？」

「琥こ太た郎ろうさん！　今どうして自然に私を省いたんですか！　もしかしたら私だってお料理できるかもしれないじゃないですか！」

「え、できるの？」

「できないですけど！」

　できないんかい。じゃあなんで嚙かみ付ついてきたんだよ……。

「でも、常々私もお料理がしてみたいと思っていたんです！　お料理イベントは青春ラブコメのマストですから！　でも、シェフや使用人の皆みなさんが全力で止めてくるのでなかなか機会がなくて……！」

　確かにお嬢じよう様ガチ勢で家にシェフが三人もいるくらいなのだから、それくらい過保護に育てられても仕方がないのかもしれない。天あま津つ風かぜが可か愛わいくてつい甘やかしてしまう気持ちは僕も痛いくらいよくわかる。

「わかったわかった。じゃあ、今日は初めての料理を存分に楽しんでくれ。で、委員長は料理できるみたいだけど、能のう美みはどうだ？」

「あーしも人並みにはできるよ。いつもママの手伝いしてるし」

「へえ、スナックの？」

「実母だわ！」

　能のう美みは声を荒あららげる。いや、そうだろうとは思ったんだけど念のためね……。というか、能のう美みはギャルギャルしい見た目のわりには、どうにも中身がギャルっぽくなくて戸と惑まどうことが多い。マジで謎なぞのギャルめいた言こと葉ば遣づかいさえ改めたら、割と普ふ通つうの良い子な気がする。

「じゃあ、能のう美みと天あま津つ風かぜでニンジンとジャガイモの処理を頼たのむ。僕と委員長で先に玉ねぎやっちゃうから」

「りょー」

「はい、がんばります！」
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　気安く答える能のう美みと、ふんす、と鼻息を荒あらくして鼓こ舞ぶする天あま津つ風かぜが対たい称しよう的だ。

　二人に水場を任せて、僕はまな板に向かう。

「さて……委員長、玉ねぎは適当に切るけど良いいか？」

「みじん切りとかくし切りとか、人によって色々あるけど、今日は湊みなとくんに任せるよー。湊みなとくんの手料理なんて初めてだから楽しみ！」

「期待するなよ」

　玉ねぎの皮を剝むき、ザクザクと適当な大きさに切ってから鍋なべに突つっ込んでいく。加か賀が美みも僕の切り方を見てそれを真ま似ねてくれているようだ。どこか楽しげに見えるので、僕も少しホッとする。

「湊みなと氏！　火おこしが完かん了りようしましたぞ！」

「おう、ありがとう赤あか城ぎくん。適当に休んでてくれ」

　早くも仕事を終えた赤あか城ぎくんを労ねぎらう。

「では、お言葉に甘えて少し川かわ縁べりで涼すずませていただきますぞっ！　そ、その、もし良かったら、委員長殿どのもご一いつ緒しよに如何いかがですかな……っ！」

　意外な提案に、加か賀が美みは困こん惑わくしたように僕を見上げる。僕は苦く笑しようして応じる。

「行ってこいよ。ここは僕一人で十分だから」

「で、でも……」加か賀が美みは不安そうだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ほら、思い出作りだろ」

　加か賀が美みは逡しゆん巡じゆんを見せるが、すぐに何か吹ふっ切きれたように、そうだね、と笑え顔がおを向けた。

「よし、じゃあお言葉に甘えて私も休ませてもらおうかな。赤あか城ぎくん、一いつ緒しよに行こう！　水切りやろうよ水切り！」

「おおっ！　ノリノリですなっ、委員長殿どの！　でも、手加減はしませんぞっ！　自分、水切りは大の得意ですからなっ！」

「なら、勝負しよう。私も、小さい頃ころお父さんに教えてもらったから結構自信あるんだ。負けたほうは、勝ったほうの言うことを何でも聞くってことでどうかな？」

「な、何でもっ!?　で、でも自分、委員長殿どのにそんな破は廉れん恥ちな真ま似ねは……」

「私が勝ったら、赤あか城ぎくんに去勢手術を受けてもらおうかな」

「罰ばつゲームって次元を遙はるかに超こえて罰ばつが重すぎるのですが!?」

「あはは、冗じよう談だんだって。もっと軽いのにしてあげるから早く行こう」

　加か賀が美みは楽しそうに赤あか城ぎの手を引いて川のほうへ向かって行った。

　家族水入らず、というのとは少し違ちがうかもしれないけど、加か賀が美みが今の状じよう況きようを楽しめているなら僕も嬉うれしい。

　僕は早さつ速そく鍋なべを持って、かまどのほうへ移動する。かまどには先客がいた。

「やあ、琥こ太た郎ろうくん」

「おう、八や重え樫がし、お疲つかれ」

　どうやら先に飯はん盒ごうの準備を終えていたらしい八や重え樫がしが、膝ひざを抱かかえて丸くなりながら火の様子を眺ながめていた。

「そっちの調子はどうだ？」

「何事もなく順調だよ。飯はん盒ごうなんて慣れちゃえばそんなに難しいものじゃないしね」

「初めちょろちょろってやつ？」

「そうだね、今回はオーソドックススタイルで」八や重え樫がしはクールに笑う。「米にちゃんと浸しん水すいができてれば、最初から強火で時短できるんだけど……まあ、せっかくのキャンプだしね、のんびりやろうよ」

「なんか、アウトドアに強いってだけで普ふ段だんの五割増しくらいに格好良く見えるな」

「そうかい？　ありがとう」八や重え樫がしはにっこりと微ほほ笑えむ。「でも、二人きりのときは、きみにだけは、格好良いよりも可か愛わいいって言ってもらいたいな」

「……勘かん弁べんしてくれ」

　急に身体からだを寄せて来て、耳元で甘く囁ささやくのはやめてほしい。基本的に普ふ段だんはボロを出さないように八や重え樫がしを男だと思って生活しているので、不意打ちでそういうことされると、いきなり女の子を感じてしまって脳がバグるのだ。というか、結構な頻ひん度どで八や重え樫がしは面おも白しろ半はん分ぶんに僕に迫せまってくる気がする。下手したら那な珂か川がわさんよりも頻ひん度どが高いかもしれない。

「あまり僕を甘く見みないほうがいいぞ。何かの拍ひよう子しにリミッターが外れて、そのままおまえに襲おそい掛かかるかもしれないからな」

「ははっ、ないない」腹が立つほど爽さわやかに八や重え樫がしは笑う。「琥こ太た郎ろうくんは超ちようが付くほどのヘタレだからね。女の子に手を出すなんてそんな甲か斐い性しようないよ」

「……馬鹿にしてる？」

「いや、誠実だと褒ほめてるんだよ」

「……そうかなあ」僕は訝いぶかしんだ。

　絶対僕をからかって遊んでるだけな気がする……。

　多少の不満を飲み下し、僕はかまどの上に鍋なべを置いて玉ねぎを炒いため始める。

「おお、料理男子だ。琥こ太た郎ろうくん、格好良いよ。写真撮とって良い？」

「やめてくれ……」

「あとで那な珂か川がわさんに売るから、そのお金で美お味いしいものでも食べに行こうよ」

「絶対にやめろ！」

　あの人、わりと本気で僕のことになると見境がなくなるから、下手したら平気で万札出しかねない。僕は親友を悪の道に引きずり込まないためにも断固とした態度で拒きよ絶ぜつを示す。

「ざーんねん」

　珍めずらしく戯おどけたようにそう言って、八や重え樫がしは火ばさみで薪まきの位置を調節した。

　可か愛わいい子ぶるのは正直やめてほしい。マジで可か愛わいいので頭おかしなるで……。

「ところで、琥こ太た郎ろうくん」

「……なんだ？」

「さっき、赤あか城ぎくんと委員長が楽しそうに川のほうへ歩いて行ったけど」

「うん」

「なんか親子みたいで仲睦むつまじげだったね」

「うぐっ!?」

　実のない会話で油断をさせておいてから不意打ちで核かく心しんを突つくという高等テクの前に、僕は為なす術すべもなく言葉をなくす。

「──ふぅん。なるほどね、そういうことか」八や重え樫がしはすべてを見通したかのように目を眇すがめて僕を見やる。「きみたちが必死になってる理由がわかったよ。それにたぶんこれは因果律に干かん渉しようする類の事象だ。なら僕も少し真しん剣けんに取り組まないといけないね」

「……カマ掛かけたのか？」

　恨うらめしい視線を向けると、悪びれもなく、うん、と八や重え樫がしは頷うなずく。

「かなりの当て推量だけどね。ただ、できれば僕には初めから教えておいてほしかったな。僕らは親友で、二人だけの秘密を共有する仲だろう？」

「いや……言っても良かったんだけどさ、それよりはおまえにも普ふ通つうにこの林間学校を楽しんでほしかったからさ」

「気き遣づかいは嬉うれしいけどね。それで除のけ者ものにされるほうが僕は悲しいよ。それにきみたちが何かを必死に頑がん張ばってるのに、それを横目に見ながら僕だけ暢気のんきに今を楽しむなんて、そんなことできないよ」

「──おまえマジで心までイケメンなのな」

「ありがとう、褒ほめ言葉として受け取っておくよ」

　澄すまし顔を浮うかべる八や重え樫がしに、僕は素す直なおに謝る。

「……悪かったよ。今後は可能な範はん囲いですぐにおまえにも事情を説明する。ただ、今回は委員長の家庭の事情もあったから、僕の判断だけでは勝手なことができなかったって都合も加味してくれると助かる」

「まったく、琥こ太た郎ろうくんはとことんお人ひと好よしだね」八や重え樫がしは肩かたを竦すくめる。「それじゃあ、夏休みにデート一回で特別に許してあげようかな」

「で、デート……？」

「うん。那な珂か川がわさんや天あま津つ風かぜさんとはしてるのに、僕とはデートしてくれないなんて、そんな冷たい人間じゃないだろう、琥こ太た郎ろうくんは？」

　意味深な流し目を向けてくる。

　いったい何を企たくらんでいるのかはわからないが……まあ、夏休みの一日くらい、コイツのために使ってもバチは当たらないだろう。

「……わかったよ。いいよ、おまえの行きたいところどこへでも付いていってやる」

「本当かい？　じゃあ、ルーヴル美術館に──」

「せめて国内にしてくれ！　あとできれば近場でお願いします！」

　マジでどいつもこいつも僕とは全然違ちがうスケールで人生楽しんでて困る。

　冗じよう談だんだよ、と八や重え樫がしはまた笑った。

「それじゃあ、お金も時間も掛かからないところを考えておくね。いやあ、楽しみだなあ」

「何だかよくわからないけど、ほどほどでお願いします……」

　げんなりとして肩かたを落としたところで、天あま津つ風かぜたちがやって来た。

「すみません、琥こ太た郎ろうさん、お待たせしました！」

「おお、天あま津つ風かぜ、お疲つかれ」

　一仕事やり終えたような満足げな笑えみを浮うかべる天あま津つ風かぜから、切られた野菜の入ったボウルを受け取る。どれも丁てい寧ねいに皮が剝むかれ、大きさも切きり揃そろえられている。初めてとは思えないかなり良いい仕事だ。

「すごいな。天あま津つ風かぜ頑がん張ばったじゃん」

「へへーっ」得意げに天あま津つ風かぜは笑う。「師し匠しようが良かったんです！　能のう美みさん、とても丁てい寧ねいに教えてくれて良かったです！」

「おお、そうか」僕は能美に向き直る。「初心者の天あま津つ風かぜを押しつける形になって悪かったな」

「いや、チョベリグっしょ！」能のう美みも満足げに答える。「しこっちかなり筋が良いいっていうか、手先が器用だし、頭が良いいから飲み込みも早くてこっちも教え甲が斐いがあったよ」

「怪け我がとかは大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「ぜーんぜん。最初、包丁を逆手に持ったときには、ビビり散らかしたけど、ちょっと教えたらすぐに猫ねこの手もマスターしたよー。しこっちマジ天才」

「すみません……最近『ダイの大冒ぼう険けん』を読んだもので……！」

　包丁をアバンストラッシュの要領で構えだしたら、そりゃビビるわな……。

「皮はピーラーで剝むいたし、コタっちが心配するほど危ないシーンはほとんどなかったよー」

「ねえねえ琥こ太た郎ろうさん！　ピーラーって知ってます？　これメチャクチャ簡単にお野菜の皮が剝むける秘密道具なんですよ！　たぶん、これの発明者はノーベル賞とか取ってます……！」

　たぶん取ってない。

　でも偉い大だいな発明品であることは間ま違ちがいない事実だし、何より天あま津つ風かぜが感動しているのだから、それに水を差すような真ま似ねはしたくない。

「いや、とにかく二人ともありがとうな。委員長と赤あか城ぎは川のほうで涼すずんでるから、二人も合流してくるといい」

「え、でも、琥こ太た郎ろうさんと八や重え樫がしさんに任せきりというのは……」

「大だい丈じよう夫ぶだって。初めての作業で疲つかれてるだろう？　僕らのことは気にせず休んで来いって。それに、ここにいたらせっかくの闇やみカレーの食材を全部見ることになって後の楽しみが半減しちゃうぞ」

「そ、それは困ります……！」天あま津つ風かぜは急に慌あわてたように狼狽うろたえる。「で、では、ここはお言葉に甘えてお二人にお任せしますね！　その代わり、後片付けは私たちに任せてください！　では能のう美みさん、参りましょう」

「りょー。コタっちとかえでっちもよろぴくねー」

　楽しそうに話をしながら二人もまた川のほうへ消えていった。すっかり仲良しのようだ。

　僕は受け取った野菜も鍋なべに突つっ込んで炒いためていく。

　少し炒いたまったところで、記き載さいどおりの水を入れる。

「灰あ汁くって取ったほうが良いいのか？」

「うーん、インドカレーだと灰あ汁くは取らないで雑味も込こみで味わいを楽しむみたいだけど、この後闇やみ食材を入れるのであれば、今の段階では可能な限り雑味は取っておいたほうが後で味がまとまりやすい気はするかな」

「じゃあ、取ろう」

　この闇やみカレーを少しでも美う味まくするためであれば、手間は惜おしまないのである。

　あらかた灰あ汁くを取りきったところで、まずは買ってきたシーフードミックスを突つっ込む。

　それからついにみんなの闇やみ食材も様子を見ながら入れていく。他のみんなにはわからないように一人ずつ僕が食材を回収しておいたのだ。

　まずは一品目──。

「……チョコレート？」

「あ、それは僕だね」八や重え樫がしは答える。「カレーにするとは言っても、あまり冒ぼう険けんできなくてね。チョコレートなら隠かくし味に入れる人もいるから、そんなに全体の味は破は壊かいされないと思ってそれにしたんだ」

「八や重え樫がしマジ天使！」

　みんなが八や重え樫がしくらい周りのことを考えていてくれたら、たぶん世界から戦争なんて下らないものはなくなるに違ちがいない。

　僕は八や重え樫がしセレクトの板チョコを半分ほど割って鍋なべに入れた。

　続けて二品目──。

「……なると？」

　いきなりわけのわからないものが出てきた。それはラーメンなどに添そえられる断面にピンクの渦うずが描えがかれたなるとだった。それが丸々一本。

「……まあ、広義の意味ではなるとも魚ぎよ介かいと言えなくもないし、まだシーフードカレーとしての面めん目ぼくは保ってるんじゃないかな」

　八や重え樫がしのフォローが身に染しみる。とりあえず、このまま一本放り込むわけにはいかないので、面めん倒どうだったが調理場に戻もどって適当な大きさに切ってから鍋なべに放り込んだ。

　早くも不安しかない中の三品目──。

「梅干し……！」

　おいマジで誰だれだよ……！　何がどうまかり間ま違ちがって、カレーに梅干し入れようって発想になるんだよ……！

　しかも、自分も食べることへの微かすかな抵てい抗こうからか、蜂はち蜜みつ入りの甘いヤツだ。

「でも、蜂はち蜜みつをカレーの隠かくし味に使う人もいるし、ギリセーフなのでは……？」

「いや、アウトだろ……」

　念のため種を取って、躊ちゆう躇ちよなく果肉を鍋なべに放り込む。

　これは早さつ速そく混こん沌とんとしてきたな……。

　絶望という言葉が脳のう裏りに過り始めた四品目──。

「バナナ……！」

　絶対果物突つっ込んでくるヤツいるとは思ったけどね！

　よりによってクセの強そうなバナナか……。滅め茶ちや苦く茶ちや細かくして入れれば、溶とけてなくなるかな……？

「ま、まあ、インド料理には欠かせないチャツネという調味料にはバナナを使ったものもあるから……」

「大だい丈じよう夫ぶ？　僕騙だまされてない？」

　そろそろ親友のことさえ信用できなくなってきたが、闇やみカレー提案者として提示された食材は必ず入れなければならないという義務感だけで、僕はバナナを丁てい寧ねいに細かく刻んで鍋なべに放り込んだ。

　続く五品目──。

「豆トウ板バン醬ジヤン!?」

　ここへ来て闇やみ鍋なべ定番が来たな!?

　ご存じ、闇やみ鍋なべにおける最強デッキの一つと名高い『激げき辛からデッキ』の一いち番ばん槍やりである。

　えぇー……これシーフードカレーに入れるの……？

　天あま津つ風かぜとか大だい丈じよう夫ぶ……？　あいつ以前、激げき辛から焼きそば食べようとして世界を崩ほう壊かいさせそうになった女だぞ……？

「チョ、チョコレートもバナナも甘いから、逆に辛さを中和してくれるかも……」

「辛いものを中和するために甘いものを使うって発想が小学生レベルなんだよなあ……」

　甘あま味みと辛から味みは背反する味覚ではなくまったく異なる種類のものだ。特に辛から味みは味覚神経ではなく痛覚神経で感じるものなので、別の味覚でカバーすることが難しかった気がする。

　さすがに一瓶びん丸々入れる勇気はなかったので、半分くらいを鍋なべに突つっ込む。

　そして最後の六品目──。

「──トマト缶かん？」八や重え樫がしの意外そうな声。「最後にびっくりするくらい普ふ通つうのが来たね。これは委員長のセレクトかな。うん、カレーの味を損そこなわないようにっていう気き遣づかいだね。さすがはママ委員長」

「いや……これ僕なんだ」素す直なおに白状する。「野菜嫌ぎらいの天あま津つ風かぜでも気にせず食べられそうな野菜を考えたときトマトくらいしか思おもい浮うかばなくてさ……」

　つまり、みんなのママ委員長はこれまで登場したオモシロ食材のどれかを選せん択たくしたことになる。

　八や重え樫がしは複雑そうな表情で僕を見やり、

「……琥こ太た郎ろうくんもなかなかに過保護だよね」

　とだけ呟つぶやいた。

　……自覚はある。おまけに天あま津つ風かぜを甘やかすだけじゃいけないということも十分に理解しているつもりもあるんだけど……天あま津つ風かぜのことを思うとどうにも判断を甘くしてしまう。

　何というかあいつ、マジで天性の愛され体質だよな……。

　那な珂か川がわさんのような意識的な魔ま性しようの女よりも、ナチュラルボーンの人たらしな天あま津つ風かぜのほうがもしかしたら危険な存在なのかもしれない……。

　そんなことを思いながら、ホールトマトを潰つぶして鍋なべに放り込む。

　とにかくこれで──すべての食材は鍋なべの中で渾こん然ぜん一いつ体たいとなった。あとは、火を通して全体を馴な染じませてからカレールウを溶とかせば完成、のはずだ。

　美う味まくなるビジョンはまったく見えなかったが、せめてギリギリ食える範はん囲いにまとまってくれと神に祈いのりながら──僕は焦こげ付つかないよう無心に鍋なべをかき回すのだった。
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　八や重え樫がしのおかげで米はとても美お味いしそうに炊たけた。

　ふっくらとして瑞みず々みずしく、ところどころにお焦こげもある。

　正直、この白飯をおかずにして飯が食えるレベルだとは思ったが、僕は感情を切きり離はなして、皿に盛られた純白の炭水化物に、名状しがたい匂においを発している茶色い高粘ねん性せい流体をかける。

　うん、見た目だけはまごうことなくカレーだ。なるとの自己主張が少し激しすぎるけど。

「わあ！　完成ですね！」

　天あま津つ風かぜは嬉うれしそうに手を叩たたいた。闇やみカレーにしては見た目そこそこまともなので、一見期待してしまうのも無理はない。

　中身を知っている僕や八や重え樫がしは微び妙みような反応だったが、それ以外の面々のリアクションは上々のようだった。

「やっぱシーフードカレーにはなるとだよねえ」

　加か賀が美みは嬉うれしそうに嘯うそぶく。なるとはおまえの仕業か。おまえんちのマイナールールをあまり世間一いつ般ぱんに当てはめないでほしい。

　僕らはそれぞれカレー皿を持って、食事場所である河原へ向かう。

　そこには無数のアウトドアテーブルが並べられ、できあがった班から各おの々おの自由に晩ばん餐さんを始めていた。いい加減空腹も限界なので、僕らもいそいそと自分たちの班テーブルに着いた。

「それではオーナーシェフの琥こ太た郎ろうさん。号令をお願いします」

「……じゃあ、いただきます」

『いただきまーす！』

　ぴたりと五人の唱和が河原に響ひびき、伸のるか反るかの闇やみカレー喫きつ食しよくチャレンジが始まった。

　ちなみに当然味見などしていないので、実際に食べるのは僕らもこれが初めてになる。

　覚かく悟ごを決めて、一口運ぶ。

　……。

　…………。

　………………。

「──普ふ通つうに滅め茶ちや苦く茶ちや美う味まいな」

　思わず口を衝ついて本音が零こぼれた。

　いや、マジで完全に予想外の事態なのだけど、ビックリするくらい美う味まい。

　え、これ僕だけ？　調理者としての贔ひい屓き目めから味覚にまで補正が掛かかってるの？

　あの材料でここまで美う味まいものが作れるとはとても考えられないので、あまりの不ま味ずさに脳が幻げん覚かくを見せている可能性すら考こう慮りよしてみんなの反応を窺うかがう。

「んーっ！　美お味いしいです！」

　天あま津つ風かぜは左手を頰ほおに添そえてうっとりしていた。

「少し辛いですが、複雑な旨うま味みが奇き跡せき的な調和をもたらしています！　これはあれでは？　シェフ、天才なのでは？」

「──確かに。これは見事だね」八や重え樫がしも同意する。「本当に複雑としか形容できない味だけど、とにかくバランスが天才的だ」

　言われてみれば、なるほど本当に今にも切れそうな細い糸の上に立つような奇き跡せき的な均きん衡こうの元でこの独特な味わいは成り立っている気がする。

　ひょっとして天あま津つ風かぜの豪ごう運うんが上う手まい具合に作用した……？

　何にせよ地じ獄ごくの晩飯を予想していただけにこれは嬉うれしい誤算だった。

　ふと加か賀が美みの反応も気になって、彼女の顔を窺うかがってみる。

　すると加か賀が美みは、美味さに驚おどろく他の面々とは少し異なり、放心したように目を見開いてカレーをじっと見つめていた。

　もしかして口に合わなかったのだろうか──。心配になってきたところで、彼女は不思議そうな顔のまま僕を見やり、

（これ……うちのカレーだ）

　と僕だけに聞こえる心の声で呟つぶやいた。

　うちのカレーって……どういうことだ？

（私もよくわかんない……でもこれ、少し違ちがうんだけどほとんどうちの特製シーフードカレーの味なの。秘密の隠かくし味がたくさんあって絶対に真ま似ねできないはずなのにどうして……？）

　ひょっとしておまえんちのカレーって、隠かくし味にバナナとか梅干しとか入れるの……？

（──うん。あとチョコレートとトマト缶かんと豆トウ板バン醬ジヤンとなるとだけど）

　完全にこの闇やみカレーの特とく殊しゆ食材たちだった。

　いったい何が起こっているのか。天あま津つ風かぜの豪ごう運うんによる偶ぐう然ぜんなのだとしても意味がわからない。

　理解不能な現象を前に、不気味さすら覚えていたところで──。

「湊みなと氏ィ！　素す晴ばらしく美お味いしいですぞ！」

　不意に赤あか城ぎが感かん嘆たんの声を上げた。赤あか城ぎは興奮したように続ける。

「自分、実はシーフードカレーが大の好物なのですが、これは今まで食べた中でも群を抜ぬいて自分好みですぞ！　闇やみカレーということで味にはまったく期待していなかったのですが、予想外の美お味いしさに感動すらしていますぞ……！　いったいどんな魔ま法ほうを使ったのですかなっ！」

「いや、普ふ通つうに全部ぶち込んで煮に込こんだだけだが……」

「なるほど、つまり湊みなと氏は無自覚チート系主人公だったのですなっ！」

「僕は割と色々なことに自覚的だよ！」

　このカレーに関しては完全に無自覚だけどさ！

「──ねえねえ、コタっち。それより食材の答え合わせしない？　あーしは豆トウ板バン醬ジヤンなんだけど」

　能のう美みの提案でハタと気づく。そういえば想定外に美お味いしくできてしまったがためにすっかりと忘れていたが、せっかくの闇やみカレーなのだからその構成要素を明らかにしなければ面おも白しろくはないだろう。

　僕はカレーの中身を能のう美みたちに教えてやる。するとさすがに驚おどろいたようにみんな複雑そうな顔をした。

「……よもやそんなことになっていたとは」赤あか城ぎは困こん惑わくしている。「自分の梅干しは、闇やみ鍋なべの食材としては意外とありきたりかと思っていたのですが、皆みな結構冒ぼう険けんをしたのですなっ！」

「いや、おまえも比ひ較かく的てき冒ぼう険けん者だと思うぞ……」

　僕のトマト缶かん、八や重え樫がしのチョコレートはまともな部類に入るし、加か賀が美みのなるとも変わりダネではあるがカレー全体の味には影えい響きようを及およぼさないので選せん択たくとしてはそれほど奇き天て烈れつではない気がする。

　あれ、待てよ……？

　残りの食材三つのうち、梅干しが赤あか城ぎ、豆トウ板バン醬ジヤンが能のう美みなのだとしたら──。

「バナナはおまえか天あま津つ風かぜ！」

「はーい、そのとおりです！」

　今回の闇やみカレーで一番率そつ先せんして味を破は壊かいしに行った張本人は、悪びれる様子を欠片かけらも見せずに満面の笑えみで挙手をした。

「バナナ、美お味いしいですよねえ。私、大好きなんですよ。バナナの美お味いしさをもってすれば、世の中の大たい抵ていのものは美お味いしくなるに違ちがいないという予想は今確信に変わりました！　これからは『バナナはカレーに入りますか？』と小さいお子様に聞かれたら、躊ちゆう躇ちよなく『ハイ』と答えるようにしましょう」

「まずその問い自体がかなりのレアケースである上に、そもそもその確信は極きわめて偏かたよった危険思想だから今回限りの奇き跡せきなのだと諦あきらめてくれ！」

　下手したら天あま津つ風かぜがたまに持ってくる重箱弁当の中身がバナナ尽づくしになってしまいそうだったので慌あわてて止める。天あま津つ風かぜ家の和洋中のシェフ三人による渾こん身しんの重箱弁当は、僕の大切なライフラインなのである。

　そんな益体もないことを考えていたところで──。

「いやあ、それにしても本当に美お味いしいですなっ！　今度自分でも作ってみますぞっ！」

「──ッ！」

　赤あか城ぎの放った何気ない一言で僕は気づいてしまった。

（おい、加か賀が美み！）

　僕は半ば衝しよう動どう的に、強く心の中で加か賀が美みに呼よび掛かける。

　加か賀が美みは驚おどろいたようにビクンと身体からだを震ふるわせてこちらを見た。

（──びっくりしたぁ。湊みなとくんのほうから呼よび掛かけられるの初めてだったから慌あわてちゃったよ。いつの間にそんな特とく殊しゆ技能習得してたの？）

（いや、そんなことよりも！　わかったんだって！）

（わかったって、何が？）

（この闇やみカレーがおまえんちの特製カレーだった理由だよ！　おまえんちの特製カレーは今この瞬間に生まれたんだよ！）

（それってどういう……？）

（いいか？　赤あか城ぎは今奇き跡せき的な偶ぐう然ぜんの元に生まれたこのカレーが気に入った。だからそれが能美の得意料理になったんだよ！　未来は繫つながってるんだ！　やっぱり赤あか城ぎと能のう美みはちゃんと好き合って結けつ婚こんするんだよ！）

　興奮した僕の言葉に、加か賀が美みは目を丸くする。

（た、確かにそう考えれば辻つじ褄つまは合うけど……で、でも、それはタイムパラドクスになるでしょう？　だって、正史だと湊みなとくんはもう死んじゃってるんだよ……？）

　そう、本来であれば僕は一ヶ月ほどまえに死んでしまっているはずなのだ。そして加か賀が美みは、それを止めるために未来からやって来て、紆う余よ曲きよく折せつの末、結果的にその目的を果たした。

　だが、彼女は正史の未来から来ているので、僕の選んだトマト缶かんが特製カレーに含ふくまれているというのは明らかに矛む盾じゆんする。いわゆるタイムパラドクスだ。以前加か賀が美みは、タイムパラドクスは時空連続体を連れん鎖さ的に破は壊かいして宇宙そのものを崩ほう壊かいさせる可能性があるということを言っていた。しかし、今は宇宙も崩ほう壊かいしていないし、何事もなく当たり前の日常が続いている。

　それは何な故ぜか。

（多分だけど、僕が中ちゆう途と半はん端ぱに歴史を変えたせいで、それが未来に変なふうに干かん渉しようしてるんだと思う。だからおまえの未来も、本来の正史と、僕が生きているこの世界線が重ね合わせのような状態になって、それがおまえの記き憶おくにも影えい響きようを与あたえてるんじゃないかな。専門家じゃないんでよくわかんないけど……。でも重要なのは、やっぱりこの世界線でもおまえの両親はちゃんと結けつ婚こんするってことだろ？　今の二人からは想像もできないけど……この後、二人の間に何かが起こって、結果的にちゃんとキャンプファイヤで踊おどるんだよ。だから僕らのサポートは、たぶん間ま違ちがってないんだ）

（──っ）

　加か賀が美みは言葉を詰つまらせるように黙だまり込む。

　正直、今日一日あの手この手を尽つくしたのに何ら手応えを感じずに焦あせっていたのだろう。

　でもそれは、ちゃんと両親の大切な思い出の一部になっていた。

　正史の、つまり僕が死んだ後の世界がどうだったのかはわからない。もしかしたら、赤あか城ぎたちの班員として林間学校に参加した天あま津つ風かぜが二人の仲を取り持ったりしたのかもしれないが、少なくとも今回の闇やみカレーのような展開にはなっていないはずだ。

　正史の世界では、加か賀が美みがいない分、赤あか城ぎと能のう美みの関係もこじれていないハズなので、恋れん愛あい初心者の青春令れい嬢じようであるところの天あま津つ風かぜの采さい配はいでどうにかなったのかもしれない。

　──まあ、そのあたりは考えても詮せんないこと。

　いずれにせよ、今日のことが決して無む駄だにはなっていないとわかり、一安心というところか。

　だが、それとは別に僕には懸け念ねんがある。

　それは、未いまだに世界崩ほう壊かいのフラグが立ったままということだ。

　だからたぶん、今のままでは『まだ』ダメなのだ。この世界線は、何らかの理由で、二人がキャンプファイヤを踊おどれずに、世界が崩ほう壊かいしてしまう因果をはらんでいる。

　もちろん、そんな加か賀が美みを不安にさせるようなことは言わないけれども。

　僕はしばらく気を抜ぬかずに二人の動向をチェックしていかなければならないだろう。

　まだまだ予断を許さない状じよう況きようではあったが──。

　それでも、一筋の光明が見えたことは素す直なおに嬉うれしかった。

　僕らがやって来たことが間ま違ちがっていなかったのだと信じられるのは、大きな一歩だ。

「ねえ、琥こ太た郎ろうさん」

「──ん？　どうした、天あま津つ風かぜ」

　不意に声を掛かけてきた天あま津つ風かぜは、いつものようにニッコリと天使のように微ほほ笑えんだ。

「闇やみカレー、やって良かったですね」

　一いつ瞬しゆんだけ考えて──。

「──ああ、そうだな」

　僕はこの先に待ち受けるであろう様々な苦難のすべてから目を背そむけて、笑え顔がおを返した。
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「あびゃ～、実にいい湯でしたな～」

　大浴場からの帰り道。浴衣ゆかたに身を包んだ赤あか城ぎは、年寄り臭くさくそんなことを言う。

「ご機き嫌げんだな」紙パックのフルーツ牛乳を両手に、隣となりを歩きながら僕は応じる。

　赤あか城ぎは楽しそうに続けた。

「自分のような日ひ頃ごろ運動不足のキモオタには、今日の予定はなかなかに過か酷こくでしたからな。温泉で一日の疲つかれを癒いやして、今や絶好調ですぞっ！」

　確かに僕も文化部（？）なので、その意見には賛成だった。

　朝、いつもより早起きしてから、ずっと何かしら動きっぱなしだったので、飯はん盒ごう炊すい爨さんが終わってホテルへ戻もどったときにはもうクタクタだった。少しはインドア派の体力のことも考えてスケジューリングをしてほしいと企き画かく者を呪のろったものだったが、大浴場の温泉は最高の一言で、今は幾いく分ぶん回復していた。

　まあ、運動部の連中なんかは風ふ呂ろで泳ぐくらい元気いっぱいのようだったので、単純に僕らの体力が平均よりも足りていないのかもしれないけど……。

「こんなことなら、八や重え樫がし氏も来れば良かったのに残念でしたな」

　赤あか城ぎは無む邪じや気きに言う。

　八や重え樫がしは、人と風ふ呂ろに入るのが苦手、という理由から部屋のシャワーを使っていた。

　いやまあ、本当のところは、女の子だから、の一言に尽つきるのだけど、さすがに赤あか城ぎにそんなことを伝えられるはずもなく、僕は曖あい昧まいに笑う。

「誰だれにでも得手不得手はあるからな。あまり詮せん索さくしてやるなよ」

「それはもちろんそのつもりですが……」赤あか城ぎは残念そうだ。「八や重え樫がし氏が温泉を味わえなかったのは、少し可哀想かわいそうですな。あと旅の思い出に、男三人で裸はだかの付き合いがしてみたかったですぞ……」

「言動はイカれてるけど、おまえかなり良いいヤツだよね」

「余計な前置きがなければ素す直なおに喜べたのですけどなっ！」

　今日一日で赤あか城ぎとも随ずい分ぶんと打ち解けられた気がする。

　ちなみに赤あか城ぎは風ふ呂ろでも眼鏡を着用していた。せっかくようやく素す顔がおが見られると思ったのに、それだけは少し残念だった。せめて前まえ髪がみだけでも上げたところを見てやろうとも頑がん張ばったが、結局それすらも叶かなわなかった。顔面鉄てつ壁ぺき防ぼう御ぎよである。

　惜おしい思いを引ひき摺ずりながら、上じよう機き嫌げんに隣となりを歩く赤あか城ぎに目を向ける。

　並んで歩くと僕よりも頭一つ分ほど小こ柄がらだが、今は風ふ呂ろ上あがりのためかボサボサ頭のボリュームが増して少し大きく見えた。

「しかし、それにしても今日は本当に楽しかったですぞ」

　湯上がりのためかわずかに頰ほおを紅潮させて赤あか城ぎは続ける。

「昼間も言いましたが、自分本当にこの林間学校には何の期待もしていなかったのですが、今までの学校イベントの中で一番楽しめていますぞ。それもこれも、すべて湊みなと氏が自分に声を掛かけてくれたからですぞっ！」

「声を掛かけたのは八や重え樫がしであって僕じゃないよ」苦く笑しようして肩かたを竦すくめる。「でも、赤あか城ぎくんと同じ班になって、赤あか城ぎくんのことよく知れて、僕も嬉うれしかったよ。これまで接点がなさすぎて、下手したらほとんどまともに会話しないまま卒業だったかもしれないからな」

　加か賀が美みの一件がなければ、間ま違ちがいなく深く関わり合いになろうとは思わなかったタイプの人種だ。でも、実際こうして深く知ると、トリッキィな赤あか城ぎや能のう美みも実はとても良いいヤツだったことがわかった。

　なかなか得え難がたい体験だろう。

「み……湊みなと氏ィ！」

　感かん極きわまったように赤あか城ぎは僕にしがみついてくる。

「自分のようなカス虫にそんなことを言ってくれたのは、湊みなと殿どのが初めてですぞっ！　湊みなと氏は心の友ですぞっ！」

「大げさだな」湯上がりで暑い上に、男に抱だきつかれて喜ぶ趣しゆ味みはないので無理矢理赤あか城ぎを引ひき剝はがす。「僕も正直友だちが少ないからな。赤あか城ぎくんさえ良ければ、林間学校が終わってからも仲良くしようぜ」

「もちろんですぞっ！」

　風ふ呂ろ上あがりで火ほ照てった身体からだをくっつけ合う僕らを見て、通りすがりのクラスメイトたちがひそひそと何かを言い合っている。

「……湊みなとのやつ、男もイケるらしいぞ」

「……マジかよ。八や重え樫がしとの噂うわさは本当だったのか。クソッ、天あま津つ風かぜさんや委員長、那な珂か川がわ先せん輩ぱいにまで目を掛かけられてるのにその上男にまで手を出すのか……！　爛ただれたヤツめっ！」

　何やら酷ひどい誤解をされているようだった。これ以上、不ふ穏おん当とうな噂うわさが立つまえに、もう少し生活態度を改めたほうが良いいかもしれない、と思い直す。

　尚なおもしがみついてこようとする赤あか城ぎを片手で制しながら僕は早口で言う。

「それよりも早く部屋に戻もどろうぜ。これから真のお楽しみタイムが始まるんだからな」

「おおっ……！　修学旅行の夜イベントですなっ！　漫まん画がやゲームでは定番ですぞっ！」

「ああ、夜通し語り合おうぜ。好きな奴やつの話とかな……！」

「うひょーっ！　自分、今から興奮してきましたぞっ！」

　ハイテンションに諸もろ手てを挙げる赤あか城ぎ。

「……湊みなとたち、今夜はお楽しみらしいぞ」

「……マジかよ。爛ただれてるってレベルじゃねえな。今度から湊みなとのことは『夜王』と呼ぼう」

「…………」

　さすがに看過できないひそひそ話が聞こえてきたので、僕は誤解を解くため割って入る。

「──良かったら僕らの部屋へ遊びに来ないか？　これから楽しいことをするんだけど」

『ヒィッ!?』

　何な故ぜか顔を引きつらせ、声にならない悲鳴を上げたかと思ったら、クラスメイト二名は、そそくさと走り去って行ってしまった。

　……解げせん。

　何だか事実とは異なる認にん識しきをクラスメイトたちに与あたえてしまった可能性を心配しつつ、僕は赤あか城ぎと共に部屋へ戻もどった。

「──やあ、おかえり」

　窓まど際ぎわの謎なぞスペースで涼すずんでいた八や重え樫がしは、顔だけをこちらに向けて穏おだやかに微ほほ笑えんだ。

「ただいま戻もどりましたぞっ！　おおっ、布ふ団とんまで敷しいていてくれたのですかっ！　何だか申し訳ないですぞっ！」

　部屋に川の字で並べられた布ふ団とんを見て、赤あか城ぎは感かん嘆たんの声を上げた。

「ははっ、暇ひまだったからね。気にしないでいいよ」八や重え樫がしは謎なぞスペースから端はしの布ふ団とんに移動してぺたりと座り込む。「それより大浴場はどうだった？」

「最高でしたぞっ！　八や重え樫がし氏とご一いつ緒しよできなくて残念でしたぞ！　でも、その代わり湊みなと氏がお土産みやげを買ってきましたぞ、ね、湊みなと氏！」

「え、あ、ああ」

　不意に水を向けられ、動どう揺ようを悟さとられないように僕はさり気なく真ん中の布ふ団とんに座り込む。

「ほらこれ。大浴場の自じ販はん機きでフルーツ牛乳買ってきたんだ。一いつ緒しよに飲もうぜ」

「わあ！　嬉うれしいな、ありがとう！」

　フルーツ牛乳を手て渡わたすと、八や重え樫がしは心底嬉うれしそうに笑った。そんな八や重え樫がしを微ほほ笑えましく思いながらも──僕は気持ちが落ち着かない。

　すぐ目の前に所いわ謂ゆる女の子座りで座り込む八や重え樫がしを改めて見やる。湯上がりのためかわずかに上気した肌はだ。微かすかに汗あせばむうなじ。浴衣ゆかたの襟えり元もとから覗のぞく鎖さ骨こつなど、その存在すべてが異様にセクシィだった。あとメッチャ良いい匂においがする。

　早さつ速そく紙パックにストローを挿さしてチューチューと啜すすりながらも、八や重え樫がしは不思議そうに首を傾かしげる。

「──？　どうかしたのかい、琥こ太た郎ろうくん？」

「い、いや、何でもないよ」

　声が裏返らないよう必死でコントロールする。

　湯上がりで薄うす着ぎの女の子が、目の前に無防備に座ってる状じよう況きようで緊きん張ちようしない男子高校生など存在しないのである。

　あと浴衣ゆかたのコスチュームパワー半はん端ぱない。僕はコスプレ趣しゆ味みはなかったはずなのに……！

「八や重え樫がし氏、そうしていると本当に女の子みたいですなぁ」何も知らない赤城が無む邪じや気きに言う。「美形は本当に目の保養になりますな、湊みなと氏」

「え、あ、う、うん。そ、そうだな」

「──湊みなと氏、動どう揺ようしすぎでは？　ひょっとして、浴衣ゆかた姿の八や重え樫がし氏に欲情しているのでは？」

「し……してねえ！　断じてしてねえぞ！」

　必死に誤ご魔ま化かすが、今度は八や重え樫がしがその隙すきを見み逃のがさなかった。

「おや、琥こ太た郎ろうくんは僕に性的興奮を抱いだいてくれているのかい？」

　こちらの気も知らずに、いや、知っていてあえてだろうが、八や重え樫がしは悪い笑えみを浮うかべながら身を寄せて僕にしなだれかかってくる。

「お、おい、八や重え樫がし、頼たのむから離はなれてくれ……！」

「どうしてだい？　男同士、仲良くしようよ」

　薄うすい浴衣ゆかた越ごしに、熱い体温と女性特有の柔やわらかさが伝わってきた。

　トドメとばかりに、ふぅ、と耳に吐と息いきを吹ふきかけられる。

　ヤバい。理性ヤバい。

「はわわ！　じ、自分、ＢＬにも寛かん容ようですから、その、よろしければ小一時間ほど席を外すのもやぶさかではありませんぞっ！」

「変な気を回すな赤あか城ぎくん！　頼たのむから僕と一いつ緒しよにいてくれ！」

「つ、つまり三人でのプレイングをご所しよ望もうと……!?」

「違ちがうそうじゃない！」

「自分そういうのは初めてですが……敬愛する湊みなと氏になら掘ほられても構わないですぞ……！」

「僕の話を聞いてくれ！」

　マジでどうやって収しゆう拾しゆうつけるんだ、と理性が薄うすらいできたところで、八や重え樫がしはパッと僕から離はなれた。

「ははっ、ごめんよ。からかいすぎた。琥こ太た郎ろうくんのことは好きだけど、まだそういうことをするのは早いもんね」

　口元に人差し指を添そえて、八や重え樫がしは可か愛わいらしくウィンクをする。

　頼たのむから将来的な可能性をほのめかすのはやめてほしい。僕には天あま津つ風かぜという心に決めた人がいるのである。

「じょ、冗じよう談だんだったのですか……キモオタには刺し激げきが強すぎたのですぞ……」

　赤あか城ぎは安心したように胸をなで下ろす。

「赤あか城ぎくんもごめんね。僕も林間学校の夜で少しテンションが上がっちゃったみたいだ」

「八や重え樫がし氏もお茶目さんですな！」

　お茶目さんで済ますなよ……僕は貞てい操そうの危機だよ……。

　しかしながら、いつまでも動どう揺ようしているわけにもいかないので、僕は無理矢理気持ちを切きり替かえる。

「──じゃあ、布ふ団とんは八や重え樫がしがそこの端はし、僕が真ん中で、赤あか城ぎくんが反対側ってことでいいな？」

　女性である八や重え樫がしと、それを知らない赤あか城ぎを隣となり合あわせて何かあったら大変なので一方的に決めてしまうが、特に反論は上がらなかった。

「それより消灯まで男三人で遊びましょうぞ！」

「じゃあ、僕トランプ持ってきてるから、ババ抜ぬきでもやろうか」

「おお、ババ抜ぬき！　自分、友情マンVSスペードマンが大好きですぞ！」

「今の若い子にはそのネタわかんねえよ……」僕は力なく突つっ込みを入れる。

　中央の布ふ団とんの上で三人向かい合って座りつつ、だべりながらのババ抜ぬきが始まった。

「──それにしても意外だったな」

　ペアになったカードを中央に出しながら、不意に八や重え樫がしが口を開く。

「こういうときって男の子は、女の子の部屋に押し掛かけるものだと思ってたよ」

「我ら草食ですからな……ね、湊みなと氏？」

「そんな安易に同意を求められても」

　ちなみに男子部屋と女子部屋はフロア毎ごとに明確に分けられており、廊ろう下かは教師陣じんが定期的に巡じゆん回かいしているらしい。この林間学校は、ホテル全体をウチの学校が貸し切っているため、他の宿しゆく泊はく客に迷めい惑わくを掛かけることがない。そのため、女子部屋に忍しのび込もうとする不届き者には容よう赦しやない鉄てつ槌ついを下す準備が整えられているのでくれぐれもバカな真ま似ねはしないように、と行きのバスの中で担任の村むら雨さめが警告を発していた。

　たぶん今も、芋いも色のジャージを着た村むら雨さめが、竹刀しない片手にホテルの廊ろう下かを徘はい徊かいしていることだろう。正直、絶対に出くわしたくない。

「みんな真面目だね」

　八や重え樫がしはどこか余よ裕ゆうを滲にじませて僕らを見やる。女子からしたら、そういうときは男のほうから訪ねてきてほしいもので、据すえ膳ぜんを食おうともしない僕らのような大人しい男子は軽けい蔑べつの対象なのだろうか……。マジで女心がわからん……。

　せっかくの機会なので聞いてみようか。

「たとえば──いや、これはマジのたとえ話だから話半分に聞いてほしいんだけど、もしも八や重え樫がしが女の子だったら、こういう状じよう況きようでは男に遊びに来てほしいと思うのか？」

「うーん、そうだねえ」八や重え樫がしは意味深な流し目で僕を見る。「もしも僕が女の子で、それで気になる男子がいたとしたら、自分を訪ねてきてくれることを少し期待しちゃうかな。もちろん変な意味じゃなくて、ただ純じゆん粋すいに寝ねるまえに少しお話できること自体が嬉うれしいと思う」

「ではやはり、オオカミになれない我ら草食動物たちは、女子からすればヘタレクソカスゴミ虫なのですかな」

　意外にも真面目な顔で赤あか城ぎは尋たずねる。八や重え樫がしは穏おだやかに微ほほ笑えんで首を振ふる。

「そんなことないと思うよ。真面目なのは欠点ではなく美点だ。まあ、相手に何を求めるかは人それぞれだろうけど……僕が女子だったとしても、決して奥おく手てなきみたちを蔑さげすむような真ま似ねはしないから安心してほしいな」

「八や重え樫がし氏……！　やはり真のイケメンは心までイケメンですな……！　自分、八や重え樫がし氏にも操みさおを捧ささげる覚かく悟ごができましたぞ……！」

「ははっ、遠えん慮りよしておくよ」八や重え樫がしは爽さわやかに躊ちゆう躇ちよなく断った。

　軽けい蔑べつされるわけではないのは、嬉うれしい知らせだったが、やはりこういう状じよう況きようだと女子はそういうことを期待してしまうものなのか……。天あま津つ風かぜもそうなのであれば、僕も頑がん張ばって彼女たちの部屋へ訪おとずれたほうが良いいのだろうか、とそんなことを考えていたところで、控ひかえめにドアがノックされた。

　ババ抜ぬきの手を止めて、僕らは一いつ斉せいにドアのほうへ視線を向ける。

「こんな時間に誰だれだろう。村むら雨さめ先生かな？」八や重え樫がしが呟つぶやく。

　時刻はすでに午後九時を回ったところだ。十時の消灯まで就しゆう眠みん準備のはずだが……。

　訝いぶかしく思いながらも、代表して僕がドアへ向かう。

「なんすか──」

　鍵かぎを解いてドアを開く。

　するとその先にいたのは村むら雨さめではなく──。

「──えへへ。来ちゃいました」

　浴衣ゆかた姿の天あま津つ風かぜ撫なで子しこが立っていた。
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　天あま津つ風かぜは、どこか照れたようにもじもじとしていた。

　しかも彼女の後ろには、加か賀が美みと能のう美みの姿もある。

　湯上がりのためか、髪かみを軽く結ゆい上あげている天あま津つ風かぜ。元々純和風の雰ふん囲い気きを漂ただよわせていることもあり、浴衣ゆかたが信じられないほどよく似合っていた。

　思わず──言葉を無くしてしまうほどに。

「……湊みなとくん。天あま津つ風かぜさんに見とれるのはわかるけど、取りあえず中に入れてもらえないかな。こんなところ誰だれかに見つかったら、それこそ言い訳が立たないよ」

「う……あ、ああ、そうだな……気が利きかなくてごめん……」

　加か賀が美みの指し摘てきで、僕は思考が真っ白になったまま、とりあえず三人を室内へ招き入れる。

　改めてドアを閉めたところでハタと気づく。

　いやいや……招き入れちゃマズいだろ……！

　そもそもなんで来たの？　何しに来たの？　ああもう、相変わらず天あま津つ風かぜは可か愛わいくて良い匂においだなあ！

　混乱の極きよく致ちである。

　三人を部屋へ招き入れると、八や重え樫がしと赤あか城ぎはさすがに意外そうな顔をした。

「えへへ、お邪じや魔ましまーす」天あま津つ風かぜは楽しそうに許可もなく僕の布ふ団とんにぺたんと座り込む。「やっぱり修学旅行の夜といえば、こっそり異性のお部屋へお邪じや魔まイベントですよね。これぞ青春の醍だい醐ご味みですっ！　でも、琥こ太た郎ろうさんヘタレだから絶対に私たちのお部屋には遊びに来ないだろうと思ってこっちから押し掛かけちゃいました」

「ははっ、完全に見み越こされていたね、琥こ太た郎ろうくん」八や重え樫がしは爽さわやかに笑った。

「笑い事じゃねーんだわ……」マズいことになって僕は胃の疼とう痛つうを覚える。「絶対ヤバいって……村むら雨さめに見つかったらマジでボコられるぞ……」

「まったく琥こ太た郎ろうさんはビビりですねえ。向こうだってこのくらいのイベントは予想済みです。見つかったら、謝れば良いんですよ。別に不純異性交遊をしているわけでもなし」

　あくまでも悪びれない天あま津つ風かぜ。こいつ大人しい見た目してるくせにメチャクチャ豪ごう胆たんなんだよなあ……！

「委員長も能のう美みもどうして天あま津つ風かぜを止めなかった……！」

「やだなあ、湊みなとくん。やる気満々の天あま津つ風かぜさんを私が止められるはずないでしょ」

「それはそのとおりなんだけど、胸を張って言うことじゃない……」

「あ、あーしは止めたんだよ……？」意外にも一番ノリでこういうことをしそうな能のう美みはどこかおどおどしていた。「でも、しこっちとみくっちがどうしても行きたいって言うから、止めきれなくて……」

「おい、ギャルが一番真面目じゃねえか、どうなってんだよ！」

「まあまあ、琥こ太た郎ろうさん、落ち着いてください」天あま津つ風かぜは余よ裕ゆうの表情で僕に身を寄せ、耳元で囁ささやく。「これも作戦ですよ作戦」

「……作戦？」

「『くっつけ♡二人の愛の重力』作戦です」

「そのクソ恥はずかしい作戦名まだ有効だったんだ!?」

「夜イベントという特とく殊しゆな状じよう況きように持ち込めば、能のう美みさんと赤あか城ぎさんの関係も急接近に違ちがいありません！」

「……そうかなあ」

「あくまでもお二人の仲を取り持つための作戦ですからね。決して私が湯上がりに浴衣ゆかたを着た琥こ太た郎ろうさんと楽しくおしゃべりしたいがために押し掛かけたわけではありませんので」

「……そうかい」

「ちなみに今のは噓うそで、本当は私が琥こ太た郎ろうさんと夜も楽しく遊びたくて来ました」

「ビックリするくらいあっさりと前言を翻ひるがえした!?」

「女の子だって男の子のお部屋に行きたいんです！」

「清すが々すがしいまでに開き直ったな！」

「琥こ太た郎ろうさん、浴衣ゆかたも素す敵てきですね！　格好良すぎて、郭カツ公コウになっちゃいます！」

「ちょっと何言ってるかわからないですね……」

　自分で言うのもアレだけど、この子ちょっと僕のこと好きすぎじゃない……？

　いやまあ、嬉うれしい限りなのだけど、器うつわの小さい僕じゃその大海のような愛を受け止めきれないよ……！

「──あのう、お二人さん。イチャつきたいなら私たち余よ所そへ行くんですけど」

　加か賀が美みの突つっ込みで、僕と天あま津つ風かぜは磁石のＮ極とＳ極のように離はなれる。

「琥こ太た郎ろうさん、それではくっついてしまいます」

「人の心を読むなよ！」

　天あま津つ風かぜ、マジ侮あなどれねえ。

「まま、それはさておき」天あま津つ風かぜはあっさりと話題を変える。「せっかく皆みなさん同じ班になったのですから、この機にもっと仲良くなりたいと考えまして思い出作りに参った次し第だいです。消灯時間にはちゃんとお暇いとましますので、それまでみんなで遊びましょう！」

「──消灯時間までなら、もしバレてもそれほど怒おこられないかな」意外にも八や重え樫がしが真っ先に天あま津つ風かぜの提案に乗った。「ちょうど僕らもトランプで遊んでたところだからさ。せっかくだしみんなで遊ぼう」

「さすがは八や重え樫がしさん！　話がわかりますね！」

　天あま津つ風かぜは上じよう機き嫌げんに指を鳴らした。

　どうやら図はからずもまた天あま津つ風かぜの望んだとおりの展開になってしまうらしい。

　いつもどおり、考えてどうにかなるものでもないので、僕は諦あきらめて状じよう況きように流されることに決めた。怒おこられたら怒おこられたでまたそのときに考えよう。

「……じゃあ、何するんだ？　ババ抜ぬきの続きでもやるか？」

「それでも良いいけど、せっかく六人もいるんだし大だい富ふ豪ごうでもやろうか」

「わあ、大だい富ふ豪ごう！　私、ずっと憧あこがれてたんです！」天あま津つ風かぜは目を輝かがやかせる。「実際にやるのは初めてですが、いつかお友だちとやるときのためにルールはしっかりと把は握あくしてきましたよ！　さあ、『Ｑボンバー』でも『絶対革命』でも『エンペラー』でも何でもアリで良いいですよ！」

「……なんでそんなローカルルールに詳くわしいんだよ」

　知らない知らない。『エンペラー』とか聞いたこともない。

　軽く引く僕だったが、八や重え樫がしは相変わらずクールにいなす。

「今回は手軽にオーソドックスルールにしようか。『革命』『スペ３』『８切り』『都落ち』くらいでどうかな？　あとはジョーカー一枚入れて『スペ３返し』もありかな。禁止上がりは２、８、ジョーカーでどうだろう？」

「大だい富ふ豪ごうと大だい貧ひん民みんは二枚交こう換かん、富ふ豪ごうと貧ひん民みんは一枚交こう換かんですかな？」と赤あか城ぎ。

「そうだね」八や重え樫がしは頷うなずく。「このルールで誰だれか何かわからないことはあるかい？」

　車座になったみんなを眺ながめるが、特に質問は上がらなかった。

　かなり標準的なルールだ。それほど難しいこともない。

　ただ一つだけ懸け念ねん事じ項こうがあったので、僕は隣となりに座る天あま津つ風かぜに耳打ちをする。

「……あくまでも赤あか城ぎと能のう美みの仲を取り持つためのゲームなんだから手加減しろよ」

「──？　手加減も何も大だい富ふ豪ごうなんて運のゲームじゃないですか。変な琥こ太た郎ろうさんですね」

「…………」

　いや、それはそのとおりなんだけどさあ……！　おまえ、まえにトランプやったとき無意識にチート能力使ってたじゃねえかよ……！

　不思議そうな顔で可か愛わいらしく小首を傾かしげる天あま津つ風かぜに解げせないものを感じるが、一応釘くぎを刺さしたので大だい丈じよう夫ぶだと信じたい。

「それより、もう少しゲームとして盛り上げるために演出を加えましょう！」

　まるで名案を思いついたかのように天あま津つ風かぜは手を叩たたいて注目を集める。

「大だい富ふ豪ごうになった人は毎回、それ以外の人たちに何でも一つだけお願いを聞いてもらえるというのはどうでしょう？」

「……またけったいな条件を」

「でも、これくらいのほうがドキドキして楽しいでしょう？　琥こ太た郎ろうさんだって、もしも大だい富ふ豪ごうになったら、私にあんなことやこんなことを命令することも可です！」

「じゃあ、僕が勝ったら天あま津つ風かぜにたらふくピーマン食わせるわ」

「鬼おにですかあなたは!?」

　いつもからかわれる側なので、珍めずらしく逆にからかうのたのしー。

「まあでも、勝者特権みたいなものはあったほうが盛り上がるのは事実だよね」八や重え樫がしは自ら中心となり話をとりまとめる。「僕は良いいと思うけど……みんなはどうかな？」

「私はいいよー。ただしえっちなお願いは禁止にすべきだと思うけどね」加か賀が美みは現実的だ。

「あーしも良いいよ！　バッチグーっしょ！」と能のう美み。

「自分も構わないですぞっ！」赤あか城ぎもノリノリだ。

　そんなわけで、急きゆう遽きよ男女混合の絶対命令権付き大だい富ふ豪ごうが開始された──。
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　大だい富ふ豪ごうというのは、シンプルに見えて意外と戦略性の深いゲームだ。

　２が最も強く、３が最も弱い。

　プレイヤーは、手札から選んだカードを場に出し、次のプレイヤーは場に出されたカードよりも強いカードを出さなければならない。

　一度に同じ数字のカードを複数枚出すことも可だ。その場合は、次プレイヤーもまた同じ枚数だけより強いカードを出していくことになる。

　それを延々と繰くり返かえし、最も早く手札をすべて場に出したものが勝者──すなわち大だい富ふ豪ごうとなる。そして最後まで手札が残っていたものが大だい貧ひん民みんだ。

　この極きわめてシンプルなゲームに高度な戦略性を与あたえるのが、先ほど少し話題になったルールという特とく殊しゆな条件縛しばりだ。

　たとえば『８切り』は、８を場に出すとそれまで場に出ていたカードをすべて一度『流し』、新たなカードをまた場に一から出すことが可能になる。つまり一ターンでより多くのカードを消費できるわけだ。使い所さえ間ま違ちがえなければ、かなり有利にゲームを進められる。

　それらの特とく殊しゆルールを駆く使しして、他のプレイヤーに嫌いやがられながらも、とにかくひたすらに一位を目指すのがこのゲームの醍だい醐ご味みでもあるのだけど──。

　第一ゲーム。

「ハイ、２の８切りの４で上がり！　では早さつ速そく、これから加か賀が美み嬢じようは語ご尾びに必ず『にゃ』を付けるのですぞ！」

「そ……そんにゃあ！」

　第二ゲーム。

「８切りのエースの革命で上がり！　さあ、続けて加か賀が美み嬢じようはこれから必ず自分を『お兄ちゃん』と呼ぶのですぞ！」

「お……お兄ちゃん……勘かん弁べんしてほしいにゃ……！」

　第三ゲーム。

「２の三枚と、エースの三枚と、最後６で上がり！　ではせっかくなので加か賀が美み嬢じようは一いち人にん称しようを『美み玖く』に変え、ついでに他のみんなのことも『お兄ちゃん』『お姉ちゃん』と呼ぶのですぞ！」

「ふ、ふええ……お兄ちゃん、お姉ちゃん……美み玖くに優やさしくしてほしいにゃ……！」

　赤あか城ぎ、バカ強くて無む双そう状態。

　マジで何らかの攻こう略りやく法でもあるんじゃないかというくらい一方的に赤あか城ぎは勝ち続ける。そしてひたすら標的にされる加か賀が美みが不ふ憫びんでならない。

　──ただ。

　普ふ段だん真面目で比ひ較かく的てきお堅かたいイメージの強い加か賀が美みの可か愛わいさをひたすらに引き出し続けているのは、天才的と言わざるを得なかったが。

「くっくっく……実は自分、オタクにありがちなあらゆるゲームに精通するゲームマスターなのですぞ！　この程度の簡単な大だい富ふ豪ごうなど赤子の手を捻ひねるようなものですぞ！」

　いや、ありがちではないだろう……！

　いくらシステム的に大だい富ふ豪ごうが勝ちやすいとは言っても、少なからず天あま津つ風かぜの豪ごう運うんが作用しているはずのこの場において、それでも勝ち続けるというのは、明らかに尋じん常じようのことではない。

　元々、頭の回転は速いほうだと思っていたが、どうやら赤あか城ぎは思っていた以上に頭が良いいらしい。

（ふええ……湊みなとくん……助けて……）

　脳内に悲しげな加か賀が美みの声が響ひびく。同情的な気持ちにはなるが、僕は心を鬼おににして返す。

（──何か、足りてなくないか？）

（……ッ！）

　加か賀が美みは恥ち辱じよくに満ちたように顔をしかめるが、それでも頰ほおを朱しゆに染め大人しく続ける。

（こ、琥こ太た郎ろうお兄ちゃん……美み玖くのこと、助けてほしいにゃ……！）

（クッソ可か愛わいくて草）

（──何なに笑わろてんねん）

（……すみません、調子乗りました）

　急な真顔関西弁止めろよ……マジで怖こわいわ……。

（冗じよう談だんはともかく……確かに状じよう況きようとしてはあまりよろしくもないな……。赤あか城ぎと能のう美みをくっつけるためのイベントのはずが、これじゃあただただ赤あか城ぎが無む双そうして楽しんでるだけだ）

（……湊みなとくんも楽しんでない？）

（──全然そんなことないよ？　ただ加か賀が美みは可か愛わいいなあ、と思って）

（今の状じよう況きようで言われても嬉うれしくないよ！）

　僕にしかわからないように、加か賀が美みは小さく頰ほおを膨ふくらませる。可か愛わいい。

（じゃあ、これからはもっと普ふ通つうの状態のときに可か愛わいいって言うわ）

（それならまあ……って、そうじゃなくて！　そういうのは私じゃなくて天あま津つ風かぜさんに言ってあげてよ！　このド軟なん派ぱカス男！）

（突とつ然ぜん、辛しん辣らつ棒ぼうで殴なぐってくるのやめて！）

　心の準備ができてないからダメージ倍増だよ。

（とりあえず、赤あか城ぎの無む双そうを止めるのには賛成だ。これ以上加か賀が美みの可か愛わいさを赤あか城ぎに知られるわけにはいかないからな）

（……なんかちょっと引ひっ掛かかるけど、赤あか城ぎくんを都落ちさせるのなら私も協力するよ）

（というか、ゲーム強すぎるんだけど、何者なんだコイツ）

（何者ってただの一いつ般ぱん人じんだけど……。でも確かに、お父さんからは小さい頃ころに色々ゲーム教えてもらったけど一回も勝てたことなかったかも。ＩＱ１４８らしいよ）

（そんな一いつ般ぱん人じんいてたまるか！）

　ガチのバケモノじゃねえか！

（とにかくもはや手段は選ばない。何をしてでも、赤あか城ぎを大だい富ふ豪ごうの座から引きずり下ろすぞ）

（そうは言っても、湊みなとくんさっきからずっと大だい貧ひん民みんなんだけどね）

（それは言うな！）

　そう、実は三連続大だい貧ひん民みんです……。ちょっと手札が悪すぎる。

（今だと赤あか城ぎくんにハイカード集まってるから、ローカードで誰だれか革命してくれないとどうしようもないよね。ちなみに私は無理だよ）

（僕も無理だけど、それでも天あま津つ風かぜなら……！　天あま津つ風かぜならきっと何とかしてくれる……！）

　豪ごう運うんの影えい響きようか、天あま津つ風かぜは三連続でジョーカーを手札に持っていた。そしてずっと平民なので手札のやり取りもなく、おそらく次のゲームでも彼女の手元にジョーカーが行く可能性が高いことがわかる。

　つまりどうにかして天あま津つ風かぜに手番を渡わたしてやれば、チャンスはある、ということだ。

　天あま津つ風かぜマジ仙せん道どう彰あきら。

　僕は天あま津つ風かぜにすべてを託たくすために一計を案じる。

「──なあ、赤あか城ぎくん。提案があるんだが」

「なんですかな？」

「手番、逆にしない？」

　現在の順番は、僕から時計回りに赤あか城ぎ、八や重え樫がし、能のう美み、加か賀が美み、天あま津つ風かぜとなっている。つまり大だい貧ひん民みんである僕の手番から始まったとしても、次の赤あか城ぎがハイカードで場を流し、そのまま無む双そうするというパターンができあがってしまっているのだ。

　この悪い流れを断たち切きるためにも、まずはこの順番を変えるしかない。

「そうですな……まあ、他ならぬ湊みなと氏の頼たのみですからな、構いませんぞ」

　勝者の余よ裕ゆうからか、赤あか城ぎは快かい諾だくしてくれた。

　やった……！　言げん質ち取ったぞ……！

　僕は天あま津つ風かぜに軽く目配せをする。天あま津つ風かぜはそれを見て小さく頷うなずいた。彼女は空気は読まないが、決して馬鹿ではない。というか、頭はかなり良いいほうだ。だから、この状じよう況きようでも僕の意図を一いつ瞬しゆんで察してくれる。

　僕は天あま津つ風かぜを信じて、場に７を一枚だけ出す。

「ハイ！　８で切ります！」

　天あま津つ風かぜは元気よく場を一度切り──。

「では、３の三枚とジョーカー一枚で革命します！」

「な、なんですとぉ!?」驚きよう愕がくする赤あか城ぎ。

　３の革命は少なくともターン内での革命返しも不可能だ。仮に赤あか城ぎが何らかのカードを四枚抱かかえていたとしても、ヤツの手番になるまでこの革命状態を受け入れるしかない。

　しかし──都落ちというルールの性質上、大だい富ふ豪ごうの人間は一度の機会で集中的に狙ねらわれる。

　次ターン、天あま津つ風かぜのハイカード二枚出しから始まり、僕の意図を読んだらしい八や重え樫がしの７二枚出し（つまり赤あか城ぎの８切り封ふうじだ）で徹てつ底てい的てきに赤あか城ぎの手を遅おくらせる。赤あか城ぎはかろうじて５の二枚出しで応戦するが、そこで僕の４の二枚出しでダメ押し。

　そこからはローカード長者である僕の独擅場だ。８切りとローカード連打により、無事に僕が大だい富ふ豪ごうになった。

　赤あか城ぎは当然都落ちにより大だい貧ひん民みん決定。

「こ……これは計算外ですぞォー！」

　漫まん画がやアニメに出てくる頭脳派キャラのような断だん末まつ魔まを上げて、赤あか城ぎは布ふ団とんに倒たおれ伏ふした。

　その後、天あま津つ風かぜが富ふ豪ごう、八や重え樫がしが貧ひん民みん、という結果でこのゲームは終しゆう了りようした。

「いやあ、何というか、大魔ま王おうをパーティ全員で力を合わせて倒たおしたような疲ひ労ろう感があるな」

「ひ、酷ひどいですぞぉ！　自分、何も悪いことはしてないのにぃ！」

「──でも祐たすくお兄ちゃん、美み玖くのこと集中的に狙ねらってたにゃ？」

　泣き言を叫さけぶ赤あか城ぎに、加か賀が美みは冷たい声を投なげ掛かけた。

「それは……その、調子に乗って申し訳なかったですぞっ！」

　赤あか城ぎはビクリと震ふるえた後、その場で土下座した。

　とにかくこれでようやく多少は平等なゲーム展開ができそうでホッとする。っと、そのまえに大だい富ふ豪ごう特典のお願いがあったか。

　何しようかな……。天あま津つ風かぜにあんなことやそんなことをお願いしてみるか……？　いやでも、天あま津つ風かぜなら普ふ段だんでもお願いすれば何でも喜んでやりそうだしな……。

　というか、ほかの面々も何だかんだ言って大たい抵ていのお願いは聞いてくれそうな気がするので、わざわざゲームの勝者特典として何かをお願いするのは、少し勿もつ体たいない気もする。

　ならば、普ふ段だんではお願いを聞いてくれなさそうな人に狙ねらいを定めるしか──。

　と、そんなことを考えていたところで。




　──ガチャ。




　突とつ然ぜん、ドアの解かい錠じよう音が響ひびいた。

　途と端たん、水を打ったように室内が静まり返る。

　何が起こったのか。一いつ瞬しゆんであらゆる可能性を検討し、そしてほぼ全員同時に一つの結論に至った。

　見回りの教師は、ホテル側からマスタキーを預かっているので、すべての部屋に自由に出入りできる。

　つまり──ピンポイントでこの部屋に教師が様子を見に来たのだと。

　思考から行動への転てん換かんは一いつ瞬しゆんだった。

　とにかく女子連中を隠かくしてやり過ごすしかない。

　慌あわただしく僕らはトランプを投げ出し電気を消して、寝ねた振ふりをする。

　結果──僕は布ふ団とんの中に天あま津つ風かぜと加か賀が美みの二人を抱だき込むことになってしまった。

　ドアの開かれる音。

　天あま津つ風かぜたちの館内スリッパは、万が一のことを考えて事前に隠かくしてあるので少なくともそこから彼女たちの存在がバレることはない。

　続くふすまを開く音と、何者かがすぐ側に立っている気配を感じる。

　僕の心臓はあり得ないほどの早はや鐘がねを打っている。

　天あま津つ風かぜたちを部屋に連れ込んでいるのがバレるかもしれないという緊きん張ちようと、そもそもその天あま津つ風かぜたちと身体からだを密着させているという別の緊きん張ちようのせいだ。

　二人とも、少しでも布ふ団とんの膨ふくらみを小さく見せようと僕に強くしがみついてきている。それはもう当然、本来であれば当たってはいけないあんなところやこんなところも容よう赦しやなく接合しているわけで、まあこれで緊きん張ちようしない思春期の男子高校生がいたら見てみたいレベルだ。

　ちょうど胸のあたりに二人の顔が来ているため、たぶん間ま違ちがいなく僕の心音は聞かれてしまっている。でも──僕も腕うでのあたりに二人の異様に速い心音を感じているのでそういう意味ではおあいこと言えるのかもしれないけれども──。

「──もう寝ねているのか、湊みなと」

　ふすまのところに立つ何者かの声。これは……村むら雨さめの声だ。

「……ね、寝ねてます（裏声）」

「起きてるじゃないか」

　ありきたりなやり取りでどうにか様子を窺うかがう。

「せ、先生の声で起きてしまっただけです。いつ何時であれ、先生の口から紡つむがれるありがたいお言葉を聞きき逃のがすわけには参りませんので」

「それは殊しゆ勝しような心こころ掛がけだな」

　怪あやしんでいるのかそうじゃないのか。何とも言えない調子で、村むら雨さめは淡たん々たんと続ける。

「──ときに湊みなと」

「……ハイ」

「布ふ団とんが妙みように盛り上がって見えるが……おまえの身体からだはそんなに大きかっただろうか」

　ギクゥ！

「せ、成長期なんで……！　男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よというアレです」

「昼間会ったはずだが」

「我ながら竹の如ごとき成長速度で驚おどろきを禁じえません」

「そ、そういうものか……」

　呆あきれたのか、諦あきらめたのか、村むら雨さめはわずかに引く。好機と見て僕は攻せめに転じる。

「しかし村むら雨さめ先生、こんな時間に何用でしょうか？　我が班員は昼間の強行軍に疲つかれ果はてており、早く静かで上質な睡すい眠みんを取らせてやりたいのですが」

「用というほどの用ではないのだがな……」村むら雨さめは神しん妙みように言う。「湊みなとのことだから、部屋に女子を連れ込んで乱交パーティでもやっているものかと」

「酷ひどい偏へん見けんだ！」

　現状、その偏へん見けんは当たらずとも遠からずなんだけどさあ！

「もしもそんなことをしていたならば──」

　そこで言葉を切り、次いでびょお、という空気を切きり裂さく鋭するどい音が響ひびく。

「この〈ムラサメ・ブレード〉が再びおまえの血を欲ほつすることになっていただろう」

「…………」

　この担任怖こわすぎるよ……。

　ちなみに村むら雨さめは、自分の竹刀しないに名前を付けて喜んでいるだけのイタイ大人ではない。

　実際のところは、八や重え樫がしの所属する〈ＳＳＰ財団〉という超ちよう能力組織の一員で、付いた二つ名が〈抜ムけラばサ玉メ散・るブ氷レのー刃ド〉。彼女は棒状のものを握にぎるだけで、あらゆるものを断だん裂れつする〈妖よう刀とう・村むら雨さめ〉を顕けん現げんさせるという掛かけ値ねなしの化け物なのである。

　以前、その妖よう刀とうとやらで痛い目に遭あわされた（物理）僕としては、その脅おどしはただただ恐きよう怖ふするほかない。

　しばし黙だまり込んで僕を見下ろす村むら雨さめだったが……やがてため息を吐つく。

「……まあ、いい。起こして悪かったな。ゆっくり休め」

　それだけ言い残すと、さっさと出て行ってしまった。ガチャリ、と施せ錠じようの音が響ひびくが、まだ安心はできない。

　ただ、いつまでも天あま津つ風かぜたちを布ふ団とんの中に押し込めておくのも申し訳ないので、せめて少しは空気が入るようにとわずかに布ふ団とんを捲めくってみる。

　布ふ団とんの中からは──天あま津つ風かぜと加か賀が美みが潤うるんだ瞳ひとみでこちらを見上げていた。

「あ、あの……琥こ太た郎ろうさん……」天あま津つ風かぜが僕と加か賀が美みにだけ聞こえる小声で囁ささやく。「もしかしたら先生が戻もどってくるかもしれないので、もう少しこのままでいても良いでしょうか……？」

「そ、そうだね……それが良いいね……！」加か賀が美みも同意する。「村むら雨さめ先生、怖こわいもんね……！　決してもうちょっと湊みなとくんに抱だきついていたいとか、そういう邪よこしまな考えがあるわけじゃないから勘かん違ちがいしないでよね……！」
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「いや、それはわかってるけどさ……きみら暑くないの？」

　クーラーが効いてるとはいえ、真夏に布ふ団とんを被かぶって寝ねるのはさすがに暑いはずだ。

　しかし──。

「い、いえ、全然そんなことないですよ？　むしろ私はまだ少し肌はだ寒ざむいくらいなので、もうちょっと強めにぎゅーしてもらっても良いですか？」

「じゃ、じゃあ私も……」

「僕はクソ暑いんだけど……」

　風ふ呂ろ上あがりだというのに、すでに全身冷ひや汗あせと何か別の感じの汗あせでびしょ濡ぬれだ。というか、天あま津つ風かぜと加か賀が美みも汗あせばんでいる気がするけど……。

　でも、実際問題もうしばらくは様子を見ないといけないのも事実なので、二人が嫌いやでないのであればこのままでいよう。

　……もしかしたら我が慢まんをして、嫌いや々いや僕にしがみついているだけなのかもしれないけれども。

「……なんか二人とも息が荒あらくない？　やっぱり暑いんじゃ……？」

「い、いえ！　決してそのようなことは！　ねえ、美み玖くさん！」

「う、うん！　全然暑くないし、それに今の状態に興奮して過呼吸になってるとか、全然そういうんじゃないから！」

「それはわかってるけどさ……」

　一々注ちゆう釈しやくを入れなくても大だい丈じよう夫ぶだけど。

　加か賀が美みは律りち儀ぎだなあ。

　…………。

　というか、クラスメイトの女子二人と抱だき合あって一つの布ふ団とんで寝ねてるって今の状じよう況きよう、冷静に考えるとヤバいな……。僕は内に眠ねむる獣けものを静めるために、頭の中で必死に素数を数える。

　０、１、１、２、３、５、８、13……。

「琥こ太た郎ろうさん、それは素数ではなくフィボナッチ数列です」

「だから人の心を読むなよ！」

　天あま津つ風かぜ、多芸が過ぎる。

　結局そのままの状態で五分ほどが経過したところで、さすがにもう村むら雨さめも戻もどってこないだろうと結論づけて、八や重え樫がしは再び電気を点つけた。

　それに合わせてもぞもぞと天あま津つ風かぜと加か賀が美みの二人は僕の布ふ団とんから這はい出でてくる。

「……いや、おまえら汗あせだくじゃねえか！」

　僕もだけどさあ！

「まさか二人ともずっと琥こ太た郎ろうくんの布ふ団とんに隠かくれていたのかい？」

　さすがの八や重え樫がしも目を丸くする。

「いやあ……なかなか外に出るタイミングがわからなくて……」天あま津つ風かぜは額に張り付いた髪かみを整えながら恥はずかしそうに呟つぶやく。「でも、全然暑くはなかったので。これはいつ村むら雨さめ先生が戻もどってくるかという不安から漏もれ出た冷ひや汗あせなのでどうかお気になさらず」

「……右に同じ」

　珍めずらしく加か賀が美みは言葉数少なめに俯うつむいた。不ふ機き嫌げんそうにも見えるが、耳が赤いのでたぶん恥はずかしがっているだけだと思われる。でも、そういう反応をされると僕も恥はずかしくなってくるので、できればたとえ恥はずかしかったとしても何事もなかったかのようにいつもどおりに振ふる舞まってくれるほうがありがたい。

　八や重え樫がしは二人の様子を眺ながめて、ふむ、と呟つぶやく。

「まあ、冷ひや汗あせだとしても汗あせは汗あせだからね。ちゃんと水分補給したほうがいいよ」

「──ハイ。お部屋に戻もどったら必ず」

「……寝ねるまえにもう一度シャワーも浴びないとだね」

　二人とも大人しく八や重え樫がしの忠告を受け入れる。

　と、そこで新たな疑問。

　そういえば、能美はどこに隠かくれたんだ……？

　改めて室内を見回して──。

「……湊みなと氏ぃ……助けてくだされぇ……」

　蚊かの鳴くような赤あか城ぎの声が聞こえた。視線を下ろすと、端はしの布ふ団とんで赤あか城ぎは横になったままだった。

「……何してんの？」

　当然の疑問を投なげ掛かけると、赤あか城ぎは布ふ団とんから左手だけ出して自分の布ふ団とんを指さした。何事かと思って布ふ団とんを捲めくってみると──。

「すこー……」

　先ほどの僕らと同じように、赤あか城ぎにしがみついた能のう美みが高らかに寝ね息いきを立てていた。

「……何してんの？」

　状じよう況きようがわからず同じ問いを繰くり返かえす。赤あか城ぎは困ったように小声で答えた。

「村むら雨さめ先生の登場で、仕方なく能のう美みを自分の布ふ団とんの中に隠かくしたのですが……よほど疲つかれていたのかそのまま寝ね入いってしまったのですぞ……。起こそうにも触ふれたらセクハラキモオタクソカスブタ野や郎ろう死ねと罵ののしられそうで手が出せず……」

「……さすがの能のう美みもそこまでは言わないと思うけど」

　能のう美みは大だい胆たんにも浴衣ゆかたの胸むな元もとをはだけ、今にも溢こぼれ出でそうなところを赤あか城ぎにしがみつくことでかろうじて回かい避ひしているような状態で寝ね入いっている。

「というか、何か滅め茶ちや苦く茶ちや幸せそうな顔で寝ねてるけど」

「きっとケーキバイキングに行っている夢でも見ているのですぞ。ギャルというのは本当に単純な生き物ですな」

「でも、おまえら仲悪いんじゃなかったっけ……？　そんな相手にしがみついて暢気のんきに寝ねるかな……？」

「昼間の疲つかれが突とつ然ぜん来たのでしょう。そしてたぶん抱だき枕まくらがないと眠ねむれないタイプの人種であり、それ以上の意味などないですぞ。自分などギャルから見れば枕まくら程度の存在ですぞ」

「……そうかなあ」

　色々と突つっ込みどころはあったが、さすがに目のやり場に困るということで、女子二人で協力して赤あか城ぎから能のう美みを引ひき剝はがした。

「能のう美みさん、起きてください。お部屋に戻もどりますよ」

「んぅ……あれ……しこっち……？」

　天あま津つ風かぜに揺ゆすられてようやく能美は目を覚ます。

「ほら、能のう美みさんしっかりして。お部屋戻もどったらまたのんびり寝ねて良いから頑がん張ばって」

「ふぁい……みくママ……」

　ふらつく能のう美みを両サイドから天あま津つ風かぜと加か賀が美みで支えながら、三人は部屋を出て行った。

　少し心配ではあるが……さすがに僕らが三人を部屋まで送り届けるわけにもいかないので、今は彼女たちを信じることにしよう。

　というかそもそも元を辿たどれば、あの三人が勝手に僕らの部屋に押し掛かけてきただけであって、この一連の騒そう動どうに僕が責任を感じる必要性など本当は一ミリもないのだった。

　時計を確かく認にんすると、とっくに消灯時間を過ぎていた。

　今の一連の騒そう動どうの気き疲づかれと、昼間の疲つかれのハイブリッド疲ひ労ろうもあり、そこから最初のババ抜ぬきを再開する気力も起こらず僕らも早々に就しゆう眠みんすることにした。

　電気を消して再び布ふ団とんに潜もぐり込む。

　ところが、布ふ団とんに残った天あま津つ風かぜと加か賀が美みの残り香にドキドキしてしまってなかなか眠ねむれない。天あま津つ風かぜは白びやく檀だんのような上品で高貴な香りで、加か賀が美みはもう少し甘く爽さわやかな果実のような香りだ。いやマジで女の子ってどうしてあんなに良いい匂においするんだろう。生命の神秘だった。

　目を瞑つぶると瞼まぶたの裏に良からぬ妄もう想そうが展開されるが、必死に見て見ぬ振ふりをする。

　やがて左ひだり隣どなりからは八や重え樫がしの規則正しい寝ね息いきが聞こえてきた。そういえば、今の今まですっかり失念していたが、リアルタイムで隣となりに女の子が無防備に寝ね入いっている状じよう況きようでもあるんだよな……。八や重え樫がしのことはなるべく意識しないように心こころ掛がけてはいるのだけど、それにしても限界というものはある。特に今の感覚が鋭えい敏びんになっている状態で八や重え樫がしを意識しないことなど不可能だ。

　それでもどうにか全力で八や重え樫がしのことを意識の片かた隅すみへと追いやる。

　結果、身体からだは全力で疲つかれているのに精神ばかりが昂たかぶってまるで寝ね付つけない。そんな生殺しのような悶もん々もんとした時間を過ごしていると──。

「──湊みなと氏」

　不意に赤あか城ぎに呼よび掛かけられた。

「……どうした。眠ねむれないのか？」

「湊みなと氏も同じでしょう。大方、布ふ団とんの残り香に興奮でもしているのでは？」

「おまえはエスパーか」

「陰いんの者の考えそうなことなどお見通しですぞ」

「陰いんキャ特有の共感覚がつらい！」

「なに、ご安心を。自分も似たようなものですぞ」

　そういえば赤あか城ぎも布ふ団とんの中にずっと能のう美みをかくまっていたのだったか。

「……意外だな。ギャル嫌ぎらいでも、匂においとか意識するものなのか」

　いつもの調子で軽口を返す。てっきり勢いよく否定されるものかと思ったが──。

「……そうですな」

　あっさりと肯こう定ていされてしまい僕も対応に困る。何だか妙みような気分だ。昂たかぶった意識と、平常とは異なるテンポの会話。頭がふわふわして、すでに夢の中にいるのかと錯さつ覚かくする。

「湊みなと氏は迷めい惑わくに感じるかもしれませんが……自分はこの林間学校を通じて、本当に湊みなと氏のことを友人のように感じていますぞ」

「迷めい惑わくなはずないだろ。僕はもう親友のつもりだぞ」

「陰いんの者にありがちな距きよ離り感の詰つめ方が心ここ地ち良よいですな」

「言い方ァ！」

　事実かもしれないけどさあ！　もっとマシな表現あるだろ！

「急にどうしたよ。まさかおまえ……消えるのか……？」

　何な故ぜだか胸むな騒さわぎがして尋たずねると、赤あか城ぎは一いつ拍ぱく置いて答えた。

「いや、まったくこれっぽっちも全然微み塵じんも消えないですぞ」

「ですよね！」

　それはそうだ。最近、超ちよう常じようのことが重なりすぎて少し思考が変な方向に偏かたよってしまった。

「……じゃあなんでわざわざそんなこと口に出して確かく認にんしたんだよ」

「友人の……いや、親友の湊みなと氏には話しておきたいことがありましてな」

　その言葉でピンときた。

「もしかして……能のう美みのことか？」

「……はい。湊みなと氏は優やさしいので否定するでしょうが、実はずっと自分たちの関係性に疑問を持ち、気に掛かけてくれていたのでしょう？」

「…………」

　僕は単純に宇宙崩ほう壊かいを回かい避ひするため強ごう引いんに二人をくっつけようとしていただけだが……良いい感じに誤解をしてくれているようなので、そういうことにしておこう。

　赤あか城ぎはどこか寂せき寥りようを感じさせる口調で続けた。

「湊みなと氏の予想どおり……自分たちはただ反目し合うだけのオタクとギャルではないのですぞ。自分と能のう美みは……実は幼おさな馴な染じみなのです」

「……幼おさな馴な染じみ」

　あまりにも意外な言葉に、僕はおうむ返しをする。

「両親同士が仲良しでしてな。それで物心ついたときから、能のう美みとはずっと一いつ緒しよだったのです。自分にとって能のう美みは、家族……妹のような存在なのですぞ」

「────」

　娘むすめの加か賀が美みですら二人の馴なれ初そめを知らなかった疑問が解消された。それはそうだ。そもそも馴なれ初そめなんてものは存在しなかったのだから。二人は生まれたときからずっと一いつ緒しよだった。隣となりにいて当たり前の存在だったのだ──。

「小学生の頃ころの能のう美みは、引っ込み思じ案あんでしてな。いつも自分の後ろに隠かくれて様子を見ているような子でした。でも、自分と二人だけのときは、明るく聡そう明めいで、そして誰だれよりも優やさしい女の子だったのですぞ。そんな能のう美みを、自分はとても愛おしく思っていました」

　引っ込み思じ案あんで赤城の後ろに隠かくれている様子など、今の能のう美みからは想像もできない。

「でも──小学校の卒業を間近にしたある日、能のう美みは突とつ然ぜん変わってしまったのですな」

「……変わった？」

「自分と目を合わさなくなって……そして、ギャルになってしまったのです」

「え、な、なんで？」

　急な展開に僕は戸と惑まどう。今の話のいったいどこに不仲になってギャル化する要素があったんだよ。

「……自分もそれがわからなくて困っているのですぞ。もしかしたら、何か彼女の気に障さわるようなことをしてしまったのかもしれませんが……とんと見当もつかないのです。そんな折に、能のう美みの好みのタイプはオタクだという風聞を耳にしましてな。実は自分、その頃ころは漫まん画がもアニメもゲームも知らない無む趣しゆ味みでつまらない人間でして。ならばと、一いち念ねん発ほつ起きしてたくさん勉強してオタクになったのですぞ。すべては……もう一度能のう美みに向き合ってもらいたい一心で」

「そう、だったのか……」

　そんな悲しい過去があったなんて……考えもしなかった。

「なんか……ごめん。つらいこと思い出させちゃって……。僕が変な詮せん索さくなんかしたせいだよな……」

「湊みなと氏が悪いのではありませんぞ。いずれにせよ、自分が親友の湊みなと氏には話しておきたかっただけですからな」赤あか城ぎはあえて僕に気を遣つかわせないよう朗ほがらかに言う。「ちなみにオタクになった結果、ますます能のう美みからは嫌きらわれることになりましたぞ」

「世せ知ち辛がれえ……！」

　泣いちゃいそうだよ……。

「じゃあ、さ……」僕は言うか言うまいか一いつ瞬しゆん悩なやむが、それでもあえて尋たずねる。「本当は能のう美みのこと、今でも好きなのか？」

「──わかりません」赤あか城ぎは寂さびしそうに答える。「今の能のう美みは、自分が好きだった頃ころの能のう美みとはまったくの別人のように思えてしまうのです。今の能のう美みを好きになることは……正直難しいですな。自分、どちらかというと穏おだやかで優やさしい子が好みですぞ」

　好みのタイプは、昔の能のう美みってことか。確かにそれは今の加か賀が美みとも通じるところがある。

「それで新しい恋こいでも探そうとしていたところに……急に加か賀が美み嬢じようが現れたのですぞ。これまで女性にときめいたことなど一度もありませんでしたからな。能のう美みは……まあ、妹みたいなものでしたし。とにかく、これは運命の出会いに違ちがいないと思って特とつ攻こうしたら……瞬しゆん殺さつでしたぞ」

「……その節は大変申しわけございませんでした」

　平謝りするほかない。

「それももう気にしないでほしいですぞ。おかげでこうして湊みなと氏と仲良くなれたのですからな……自分にはそれで十分ですぞ」

「人間ができすぎている……！」

　聖人なの？

「それより自分の話ばかりで面おも白しろくないですな。湊みなと氏の恋れん愛あい事情も教えてほしいですぞ」

「……僕の恋れん愛あい事情ねえ」

　エピソードには事欠かないが、赤あか城ぎに気軽に話せることかどうかは悩なやみどころだ。

「今日一日、湊みなと氏を観察して思ったのですが……やはり湊みなと氏は天あま津つ風かぜ嬢じようのことが好きなのですな」

　推定ではなく断定。

　誤ご魔ま化かそうかとも思ったが、秘密を打ち明けてくれた赤あか城ぎにそれは不誠実だと思って正直に答える。

「……うん。僕は天あま津つ風かぜが好きだ」

　八や重え樫がしに聞かれていたらちょっと困るなと思ったが、相変わらず規則的な寝ね息いきを立てているので大だい丈じよう夫ぶだろう。狸たぬき寝ね入いりではないと信じたい。

「あいつの事情もあるからあまり詳くわしくは話せないんだけどさ、あいつずっと身体からだが弱くて中学までまともに学校に通えなかったらしいんだよ。だから高校から初めての学校生活で……僕はあいつの青春を全力で応おう援えんしてやるって決めたんだ」

「──素す敵てきな話ではありませんか」赤あか城ぎは達観したような優やさしげな口調で言った。「天あま津つ風かぜ嬢じようも湊みなと氏と過ごす青春をとても楽しんでおりますぞ。今日一日二人を見ていて、自分はそれを確信しましたぞ」

「楽しんで……もらえてるかな」

　そうだと信じたいし、僕自身も全力で臨のぞんではいるけれども、そればかりは天あま津つ風かぜの裁量次し第だいなので僕にはどうしようもない。

　でも──客観的な赤城の言葉は素す直なおに嬉うれしかった。

「そういえば、転入初日から二人は面識があったようでしたが……馴なれ初そめはどんな感じだったので？」

「食パン咥くわえて走ってきた天あま津つ風かぜとぶつかったことかな」

「ははは、湊みなと氏は冗じよう談だんが上手ですなあ。今日きよう日びそんなＪＫがいるはずないでしょうに」

「────」

「……え、まさか本当に？」

「うん」

「……やはり湊みなと氏はラブコメ主人公でしたか。憎にくい……湊みなと氏が急に憎にくく思えてきましたぞ……！」

「頼たのむから僕をそんな安いキャラで見ないでくれ！」

　益体もない会話を繰くり広ひろげながら。

　男だけの秘密の夜は、静かに更ふけていった──。
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　翌朝──睡すい眠みん不足で軽い頭痛を覚えながら朝食を摂とり終えると、すぐにジャージに着き替がえてクラス全員でバスに乗り込んだ。

　本日は朝から一日掛がかりで、山中オリエンテーリングが行われる。

　ホテルから一時間ほどバスに揺ゆられて、鬱うつ蒼そうと木々の生おい茂しげる、おおよそ文明と呼べるものが周囲百メートル以内に見当たらない原生林に僕らは突とつ然ぜん降ろされた。

　もう少し文化的なオリエンテーリングを予想していた僕ら都会キッズたちは大層戸と惑まどう。

　空は抜ぬけるような快晴。絶好のオリエンテーリング日和びよりではあるのだが、僕らの心はまったく晴れない。

　僕らを降ろして平然と走り去るバスを見送ってから、教室と同じように芋いも色のジャージを着て竹刀しないを手にした担任の村むら雨さめは、淡たん々たんと説明する。

「おーし、仔こ猫ねこどもよく聞け。これから班ごとに地図を見てゴールまで進んでもらう。高低差は考こう慮りよせず、直線距きよ離りにして約十キロ。元気が有り余っているおまえらの足なら休みながらでも六時間あれば全員ゴールできる道のりだろう」

　この教師、僕らを修しゆ験げん者か何かだと勘かん違ちがいしてるんじゃないか……？

　自分で言うのも何だが、僕らは慢まん性せい的な運動不足と名高い都会の進学校のもやしっ子なのだ。十キロといえば平地でも二、三時間は掛かかる道のり。それをこの山道で行おうとしているのだから正気の沙さ汰たではない。というか、六時間ゴールとか本当に可能なのか……。

「途と中ちゆうのチェックポイントには、クイズが用意されているので各班で協力して解くように。成績上位班には豪ごう華か賞品もあるので頑がん張ばれ」

　まったく期待できねえ……。どうせ手作りのしょうもない賞状とかもらえるだけだろ……。

「ちなみに賞品は、学食の無料チケット半年分だ」

　わりとガチのヤツだった。え、それ実際の価値は四、五万相当なのでは……？

　現金なもので、クラスメイトたちは俄が然ぜんやる気を見せ始めた。

「琥こ太た郎ろうさん琥こ太た郎ろうさん！　もしもらえたら、私の分は琥こ太た郎ろうさんにあげますね！　私、お弁当ですから！」

「あ、うん、ありがとう」

　本音を言うと天あま津つ風かぜの弁当のほうが百倍くらい豪ごう華かで美お味いしいので、それほど嬉うれしくもなかったけど一応礼を言っておく。

　クラスメイトたちの士気が上がったところで、各班五分間かん隔かくでスタートとなった。

　待ち時間の間、地図を広げながら僕らは作戦会議を開始する。

「ボーイスカウト時代にオリエンテーリングは何度かやったことあるので安心してくだされ」

　オタクにあるまじき積極性とリーダーシップを発揮して、赤あか城ぎを中心にして話は進む。

「地図を見た感じ、初心者コースという感じですな。些いささか行程が長いのが気き掛がかりですが……休みながら落ち着いて進めば、怪け我がをすることもなくゴールできましょう」

「荷物も結構あるし、ペース配分が重要だね」八や重え樫がしが呟つぶやく。

「そうですな。ただし山の天気は変わりやすいので、基本的には巻きで動いたほうが賢けん明めいですぞ。なるべく急ぎつつ適度に休んで、と言うのは容易ですが、実際にはこれがなかなかに難しいものです。しかし、今回は自分が責任を持って皆みなをゴールまで導くのでご安心くだされ」

「すごいですね……赤あか城ぎさん、メチャクチャ頼たよりになります……！」天あま津つ風かぜは尊敬の眼まな差ざしを赤あか城ぎに向けた。

　天あま津つ風かぜすまない……僕がマジでクソの役にも立たなくてすまない……！

「琥こ太た郎ろうさんはそのままで良いいんですよ。私の隣となりにいてくださるだけで、元気百倍です」

「心を読んだ上に悲しいフォローやめてくれ……！」

　より惨みじめになるじゃないか……！

　ちょうどそこで僕らの班の順番になったので、僕らは歩き出す。

　なかなか大変な行程になりそうではあるが……僕にとってはハッキリ言って消化試合みたいなものだ。何な故ぜならそれよりも、今日の夜に行われる予定のキャンプファイヤのほうがよほど重要だからだ。

　加か賀が美みによると、赤あか城ぎと能のう美みはキャンプファイヤで踊おどったらしい。おそらくそれは、歴史的な事実なのだろう。

　だが、それと同時に僕の右みぎ眼めには相変わらず世界崩ほう壊かいのフラグが示されている。ということは、二人がキャンプファイヤを踊おどらないという可能性もまだ十分に残されていることになる。そしてその結果に導き出される未来は──タイムパラドクスによる世界の崩ほう壊かいだ。

　それを防ぐために昨日一日頑がん張ばってはみたが……正直、成果らしい成果というものは得られていない。一応、二人が元々は幼なじみだったという貴重な情報は入手できたが、そもそも仲なか違たがいをしてしまった原因まではわからなかったし、そこから二人の関係性修復までの道のりもまるで見えてこない。

　まあ、そもそもカレーの件のような因果律に許容されるタイムパラドクスと、世界崩ほう壊かいフラグのような許容されないタイムパラドクスの違ちがいみたいなものは依い然ぜんとして不明なままなのだけれども。

　本当にあと数時間で二人の関係を修復して、キャンプファイヤを踊おどらせることなどできるのだろうか……。

　相変わらず、未来に対して不安ばかりが募つのる。

　当の赤あか城ぎは、道みち端ばたで拾った木の棒を手に、上じよう機き嫌げんに先頭で山道を進んでいく。

　対する能のう美みは、いつもどおりのギャルメイクで八や重え樫がしと楽しそうに会話しながら最後こう尾びを歩いていた。

　……ああもう、マジでどうやって二人をくっつければ良いんだ。

　加か賀が美みに相談でも持もち掛かけようかと思ったところでハタと気づく。

　そういえば……今日は加か賀が美みとまだ一度も会話をしていない。

　どうにも朝から何となく上の空というか、気も漫そぞろで、話しかけにくい雰ふん囲い気きを纏まとっていたのだった。

　何か……あったのだろうか。

「なあ、天あま津つ風かぜ」

「はあい、何でしょう琥こ太た郎ろうさん」

　僕の隣となりをのんびり歩く天あま津つ風かぜは、楽しそうに小首を傾かしげた。

「委員長さ、何かいつもと様子が違ちがうみたいだけど、どうしたんだ？」

「あ……それ私も気になってたんです」少しだけ声のトーンを落とす。「実は朝起きたときからあんな感じで……。熱でもあるのかと思っておでこごっつんこしてみましたけど、そういう感じでもなさそうで」

　え、具合悪そうだと天あま津つ風かぜにおでこごっつんこしてもらえるの？　羨うらやましい……！

　少しだけ思考が逸それるが真面目なシーンだったので、おくびにも出さずに僕は天あま津つ風かぜの言葉に耳を傾かたむける。

「寝ね不ぶ足そくか、それか疲つかれが溜たまってしまっているのでしょうか。一週間まえの試験後も似たような感じでしたし」

「……そういえばそうだったな」

　調子の悪そうだった加か賀が美みを家まで送っていったことを思い出す。

「寝ね不ぶ足そくって、昨日あの後、夜通しガールズトークでもしてたのか？」

「いえ。お部屋に戻もどるや否いなや、能のう美みさんはバタンキューでしたし、私と美み玖くさんも一いつ緒しよにシャワーを浴びて汗あせを流してからはすぐに眠ねむってしまいました」

「シャワーを!?　一いつ緒しよに!?」

「はい。二人で身体からだを洗いっこしたんですよ。楽しかったです」

「裸はだかで!?」

「シャワーなのですから当たり前でしょう」

　桃とう源げん郷きようかよ。

　シャワーヘッドに嫉しつ妬としたのは生まれて初めてだよ。

「琥こ太た郎ろうさん羨うらやましそうですね。では今度は三人で洗いっこしましょう」

「倫りん理り的にアウトだよ！」

　少年ジャンプのお色気漫まん画がでも今どきそんな状じよう況きよう滅めつ多たにないわ。

　……いやまあ、今はそれどころではない。

「……それで、委員長は何て言ってるんだ？」

「それが、大だい丈じよう夫ぶだ、問題ないの一点張りで」

　それ言ってるやつ、大体問題あるやつだよ。

「朝ご飯もちゃんと食べていないみたいでしたし、ちょっと心配です……」

　天あま津つ風かぜは切なげに眉まゆ尻じりを下げた。そういうさり気ない仕草は反射的に抱だき締しめたくなるほどの庇ひ護ご欲を誘さそうが、僕は鋼鉄の自制心で我が慢まんする。

「……僕は男だし、女子の体調の変化とかそういうのはよくわからないからさ。一応、少し気を張って委員長のこと見ててやってくれよ。こういうの天あま津つ風かぜにしか頼たのめないからさ」

「……っ！　お任せください……！　この天あま津つ風かぜ撫なで子しこ、我が身を賭として美み玖くさんを守ります！」

「いや、別にそこまではしなくていいんで」

　鼻息を荒あらくする天あま津つ風かぜを僕は軽くいなす。天あま津つ風かぜも振ふり幅はばがよくわからないよな……。

　一応念のため、加か賀が美みにも声を掛かけてみる。

（なあ、委員長）

（…………）

　反応がない。

（おーい、委員長？　加か賀が美みさん？　美み玖くさん美み玖くっち美み玖くちゃん？）

（ん……ああ、湊みなとくんか。ごめんね、ちょっとボーッとしてたよ）

　ようやくリアクションがあったが、やはりどうにも反応は鈍にぶい。

（何か調子悪そうだけど大だい丈じよう夫ぶか？）

（全然元気だよ？　どうして？）

（いや、全然元気に見えないから声掛かけてるんだけど）

（もう、湊みなとくんは過保護で心配性しようだなあ。ちょっと疲つかれが溜たまってるだけだって）

　ドヤ顔をこちらに向けるが、やはり少し無理をしているように見えてならない。

（山歩きをあまり甘く見みないほうがいいぞ。体調が悪くなったらすぐに言え。オリエンテーリングなんて遊びなんだから、具合悪いの無理してやることなんかないぞ）

（だから心配しすぎだって。それにこのオリエンテーリングはただの遊びじゃなくて、赤あか城ぎくんと能のう美みさんの仲を急接近させるための最後のチャンスなんだよ？　今夜にはもうキャンプファイヤを踊おどらせないと世界は崩ほう壊かいしちゃうんだからね。湊みなとくんこそ、少し真しん剣けんにこの問題に向き合ったほうがいいよ）

　そう言われてしまうと僕も二の句を継つげなくなる。今回の世界崩ほう壊かいフラグに関して、加か賀が美みが誰だれよりも責任を感じてしまっているから、気負うものがあるのかもしれないけれども……それでも僕は加か賀が美みが無理をすることのほうが心配だ。

（……わかったよ。ただ、本当に無理だけはするなよ。世界の存続なんかよりも、僕はおまえのほうが大事だ）

（あはは、湊みなとくんは相変わらず軟なん派ぱだなあ。そういうのは、天あま津つ風かぜさんだけに言いなさい）

　僕の本心は軽くいなされ、もうこの会話はおしまいとばかりに加か賀が美みは前を向いて歩き出してしまった。

　もう少し突つっ込んでやりたいところだったが……とりあえずは様子見に回るしかなさそうだ。

　何となく胸むな騒さわぎのようなものを覚えながら、僕は慣れない山道を踏ふみしめていく。

　それから間もなくして第一のチェックポイントに到とう着ちやくした。スタートから早くも小一時間が経過していて、僕らは少し息が上がってきていた。

　立て札があり、そこには『チェックポイント』の文字とともにクイズが書かれた紙が張り出されている。

　荒あらい息のままクイズに目を通す。




■問題１　次の表を見て規則性を見つけ出し、『スイカ』はあるとなしのどちらに入るか理由も含ふくめて答えよ。
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　…………。

　いや、普ふ通つうに難しくね？

　先行していたはずの他の班の人たちも困ったように立て札の前に立たち尽つくしている。

「こういうの八や重え樫がし得意じゃないか？」

　期待を込こめて視線を向けるが反応はあまり芳かんばしくなかった。

「いや……謎なぞかけみたいのはあまり得意じゃないな。短波と長波は電磁波のことだろうから、両者を比ひ較かくしたら短波のほうが直進性が強くて遠くまで届くって特とく徴ちようがあるくらいかな」

「なるほど！　つまり『ある』のほうが強いということですね！」

　迷めい探たん偵てい天あま津つ風かぜは、目をキラキラと輝かがやかせながら言った。

「獅し子しはライオンですし、ライオンと虎とらだったらそれはライオンのほうが強いはずです！」

「……でも、峰みねと刃はなら刃はのほうが強いんじゃないか？」

「たぶん逆さか刃ば刀とうなのでしょう」

「勝手に設定を増やすな！」

　逆さか刃ば刀とうだって刃はのほうが強いわ。

「でも、それなら民たみと王でも王のほうが強いんじゃないかな？」優やさしく尋たずねる八や重え樫がし。

「いえ、いつの時代も王族は民たみに一いつ揆きを起こされて滅ほろぶものです。つまり、民たみ最強」

　酷ひどい偏へん見けんだ。

「……じゃあ、スイカはどっちだよ」

　呆あきれながら僕は尋たずねる。天あま津つ風かぜは自信満々に胸を張って答えた。

「スイカは『なし』です！　だって強くなさそうですし！」

「──いや、スイカは『ある』、ですぞ」

　そこで唐とう突とつに赤あか城ぎが割って入った。全員の注目が赤あか城ぎに向くが、当の本人はさして興味もなさそうに歩き出す。

「それじゃあ、少し呼吸も整えたところで、先を急ぎましょうぞ。まだまだ行程は序じよ盤ばんですからな」

　赤あか城ぎに遅おくれないよう僕らも歩き出すが、狐きつねにつままれたような気持ちだった。

　まさかあの一いつ瞬しゆんで規則性に気づいたのか……？

「なあ、赤あか城ぎくん。さっきの問題全然わからなかったんだけど……解説してくれないか」

　歩きながら尋たずねると、赤あか城ぎは振ふり返かえることもなく地図を眺ながめながら淡たん々たんと答えた。

「何、そんな難しく考えることはないでござる。そうでござるな……『ある』ほうの漢字をカタカナにしてみたらわかりやすいでござるよ」

　言われるまま頭の中で漢字を開く。

　タンパ、シシ、ミネ、タミ。

　そこで、八や重え樫がしが何かに気づいたように、ああ、と指を鳴らした。

「そうか、五大栄養素か」

「ご明察ですぞ」赤城は口元をわずかに歪ゆがめて笑った。「短波はタンパク質、獅し子しは脂し質しつ、峰みねはミネラル、民たみはビタミンの一部なわけですな。さて残りは？」

「なるほど、スイカは炭水化物か！」

　僕は思わず膝ひざを打った。言われてみれば確かにそれ以外に答えなんてないように思えるが、あんな一いつ瞬しゆんですぐに五大栄養素なんて共通点に気づけるはずがない。

「すごいすごい！　赤あか城ぎさん、天才ですね！」天あま津つ風かぜは楽しそうに手を叩たたく。「ねえねえ、能のう美みさん！　赤あか城ぎさんすごいですね！」

　急に水を向けられ、一いつ瞬しゆん戸と惑まどったような顔をする能のう美みだったが、すぐに小馬鹿にするように鼻を鳴らす。

「べっつにー？　あーしだってわかってたし。ってゆーか、どうせまた漫まん画がかアニメで似たようなクイズ見たことあっただけなんでしょ？　それを誇ほこらしげに語っちゃって、オタクマジキモいわ」

「──別に誇ほこらしげに語ってはいませんぞ」赤あか城ぎは平然と受け流す。「ひらめき一発の簡単なクイズでしたからな。きっと本当に能のう美みにも解けていたのだろうと思いますぞ。気分を害したのであれば謝りますぞ」

「そ、そういう言い方マジむかつくっていうか」想定とは異なる切り返しだったのか、能のう美みは鼻白む。「それじゃあ、あーしが悪いみたいじゃん……」

「──失敬。そういうつもりはなかったのだが……重ね重ね申し訳ない」

「…………」

　不ふ機き嫌げんそうに能のう美みはそっぽを向いてしまった。

　昨日までならばまた口げんかのような言い合いが始まりそうな状じよう況きようだったが、何も起こらない。ひとえに赤あか城ぎが能のう美みのケンカを買わなかったためだ。

　昨日の夜、僕に秘密を打ち明けてから、何らかの心境の変化があったのかもしれない。

　これは……良いい変化なのだろうか。

　まだ判断はつかなかったが、僕らは少しだけ重苦しい空気を纏まとったまま山道を進んでいく。早朝あれだけ晴れていた空は、いつの間にか少しずつ濃こい雲が出始めていた。





２






　山道というのは思った以上に体力を持っていかれるようで、それほど長い距きよ離りを歩いているわけではないはずなのに、すぐに息が上がってしまった。

　赤あか城ぎもそれは理解しているようで、僕らを先導しながらも常にこちらの状態に意識を向けてくれていて、頻ひん繁ぱんに息を整えるための小休きゆう憩けいを挟はさんでくれた。おかげで僕らはまだ十分に余力を残した状態で第二のチェックポイントに到とう着ちやくする。

　第一のチェックポイントと同様、立て札にクイズが張り出されていた。




■問題２　以下の問いに答えよ。
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　……いや、だからさ。難易度の設定間ま違ちがってない？

　何なの？　教員にクイズ作家でもいるの？

　クイズが解けなさすぎて不満ばかりが湧わき上あがる。

　しかし──。

「答えは『クルトン』ですな。皆みなは体調はどうですかな？　余よ裕ゆうがあるようならば、今のうちにもう少し後続を引ひき離はなしておきたいと思うのですが──」

「いや、待て待て、落ち着け赤あか城ぎくん」さすがに止めに入る。「体力的にはまだ大だい丈じよう夫ぶだが、そのまえにクイズを一いつ瞬しゆんで解きすぎだ。一応チーム競技なんだから、せめて僕らには先にクイズのほうを解説してくれ」

　みんなの様子を窺うかがうと、僕と同様にさすがにまだクイズは解けていない様子で不思議そうな顔を赤あか城ぎに向けている。

「も、申し訳ない……自分、つい経験者としての責務からクイズは二の次で、オリエンテーリングの進行を優先してしまっていましたぞ」

「ああ、いや、完全に赤あか城ぎくん頼みにしてしまってる僕らが悪いから、そんな責任みたいなのは感じてくれなくて良いんだけどさ。それより、そもそもこのクイズのおじさんはなんだ？」

「これは、ジュリアス・シーザーでしょうな」

　いらすとやさん、ジュリアス・シーザーの素材まであるのか。マジですげえな……。

「出題者からの親切なヒントですな。ジュリアス・シーザーのイラストとこの文字列──これは明らかにシーザー暗号を示し唆さしていますぞ。シーザー暗号というのは、所いわ謂ゆる換かえ字式暗号の一種で、平文を特定の数だけ前後にシフトさせる感じのシンプルな暗号ですな。今回の場合は単純に五十音表に当てはめて、いくつかずらせば問題文が浮うかび上あがってきますぞ。ここで重要なのは何文字ずらすか、ということですが、これもイラストのジュリアス・シーザーがヒントになっていて、彼が生まれたとされている七月──つまり７つずらして考えろと言っているのですな。ちなみに七月のJulyは、このジュリアス・シーザーに由来しますぞ。さて、問題文ですが長音はそのまま、濁だく点てんや半濁だく点てんもおそらくそのまま。囲い文字の『を』はおそらく拗よう音おんか促そく音おんでしょう。そうして考えると、現れる平文は『シーザーサラダやコーンスープなどに使われる、パンを小さなサイコロ状にして油で揚あげたものを何というか？』。そしてこの問いの正解は、『クルトン』ですぞ」

「…………」

　知ち恵えがすっごいな！

　すごすぎて若じやつ干かんみんな引いてるよ！

　あと重ね重ね言うけど、絶対難易度設定おかしいから。これ絶対、山歩きに不慣れな都会の高校生たちによる山さん岳がくオリエンテーリングのチェックポイントで出されるクイズの難易度じゃないから。高校生クイズとかのクイズガチ勢が楽しく遊べるレベルの難易度だから。

「赤あか城ぎさんすごいですね！　コナンくんみたいです！」

　天あま津つ風かぜが感動したように声を上げる。確かに眼鏡だし小こ柄がらだし頭良すぎるし近いものがある気がする。ただ赤あか城ぎがコナンさんだったら、このあと僕らは何らかの不幸に見み舞まわれることになるのだけど。

　ははっ、まさかそんなこと現実に起こるわけねー。

　下らない考えを振ふり払はらって、僕は再び歩き出した赤あか城ぎの背中を追って足を進める。

　空を見上げると、雲はますます厚みを増して、こちらに重いプレッシャを掛かけてくる。スマホで天気予報を確かく認にんしようと思ったが、圏けん外がいで使い物にならなかった。

「何だか雲行きが怪あやしくなってきましたね」

　天あま津つ風かぜが不安そうに呟つぶやいた。いつもなら天気の悪化は真っ先に天あま津つ風かぜの機き嫌げん変調を疑うところだったが、彼女の様子を見るにどうやらこれはナチュラルな天候悪化のようだった。

　まあ、それはそうだよね……別に天あま津つ風かぜの機き嫌げんで四六時中天気が決定されるわけじゃないよね……。

　ただ彼女の不安感が、悪化しつつある天候に拍はく車しやを掛かける怖おそれはあったので、そういう意味では予断を許さないとも言えそうだけど。

　そこでふと気になって能のう美みに視線を向ける。彼女は先ほどの赤あか城ぎとのいざこざ以来、ばつが悪そうに口を噤つぐんで最さい後こう尾びを歩いていた。ずっと八や重え樫がしが気に掛かけていたようだったが、あまり効果らしい効果はなかったようだ。

　僕は歩調を緩ゆるめて、彼女の隣となりを歩く。

「能のう美み、調子はどうだ？」

「……あ、コタっち」能のう美みは俯うつむいていた顔を上げ僕を見る。「あーしは大だい丈じよう夫ぶだよ。超ちよう元気ぶんぶん丸」

　誰だれだよ元気ぶんぶん丸。

「ちょっとなんか無理してるように見えたからさ。疲つかれたら遠えん慮りよしないで言えよ。おまえが疲つかれてるってことは、他のみんなだって絶対に疲つかれてるってことだからさ」

「コタっちが優やさしすぎて漏もれそう」

「大だい丈じよう夫ぶ？　背中で隠かくしてやろうか？」

「この屋外の山中で致いたせと!?　コタっち、優やさしさの方向性がエグいね!?」

　どうやら突つっ込みを入れる元気はあるようだ。少しだけ安心して、僕はそのまま能のう美みの隣となりを歩く。山道はますます険しくなっていき、段々と足を上げるのも億おつ劫くうになってくる。

　しばらく無言で足を進めたが、不意に能のう美みは思いきったように口を開いた。

「──コタっちはさ、どうやってしこっちと仲良くなったの？」

「……え？」

「しこっちってほら、すごい美人だし、すごいお金持ちだし、性格だってすごい可か愛わいし……はっきり言って完かん璧ぺき超ちよう人じんの人気者じゃん？　でもコタっちって、言っちゃ悪いけどイケメンってわけでもないし、陰いんキャでクラスでも目立たないほうで、友だちだって多くなさそうだし、特別運動が得意ってわけでもないでしょ？　コタっちが優やさしくて良い人ってのは、あーしにもわかるけどさ、でも端はしから見てるとやっぱり不ふ釣つり合あいっていうか……。だから、どうやってしこっちを落としたのか気になっちゃって」

「──容よう赦しやないな」

　滅め茶ちや苦く茶ちや言われて普ふ通つうなら気分を害すところだったが、逆に突つき抜ぬけすぎていて笑ってしまった。能のう美みに悪意がないというのがわかったからかもしれない。

「でも……別に何もしてないんだ」僕は正直に答える。

「ただ何となく知り合って、何となく仲良くなっただけだから。別に落としたとか狙ねらってたとか、そういうのじゃないんだ。強しいて言うなら……僕の運が悪すぎたことが幸運だったって感じかな」

「運が悪すぎたのが……幸運？」

「ああ。天あま津つ風かぜとの出会いは、正直僕の中ではろくでもないものでさ。はっきり言って最初は関わり合いになったことを後こう悔かいするレベルだったよ」

「──意外だね。あんな美人と知り合いになれて、嬉うれしくない男の子なんているんだ」

「……人は見た目じゃないからね」

　食パンを咥くわえて走ってきた天あま津つ風かぜとぶつかった、衝しよう撃げきのあの日。僕は天あま津つ風かぜのことを頭のイカれた青春バカ野や郎ろうなのだと思った。

　元々、激げき烈れつに僕の運が悪かったこともあり、それまでの高校生活が驚おどろくほど安定して落ち着いたものだったことから、その揺ゆり戻もどしのような大きな不幸に見み舞まわれるのかと身構えた。

　でも、彼女と関わっていくうちに、それにもちゃんとした理由があり、天あま津つ風かぜ自身は少し変わっただけの普ふ通つうの女の子なのだと知って──気づいたら僕は彼女に夢中になっていた。

　だからたぶん僕は、天あま津つ風かぜと出会えたことが人生最大の幸運だったのだと。

　今ではそう確信している。

「最近思うんだけどさ、世の中の出来事ってたぶんすべてに意味があるんだ。因果や縁えんって、積み重なっていくものだからさ。それが良いいものであれ悪いものであれ、未来に繫つながってる」

「……つまり、運命は決まってるってこと？」

「違ちがうよ。あらゆる未来が選せん択たく可能だってことさ。だからすでに起こったことを腐くさしたって、何の意味もない。何があっても行動あるのみだ。結局のところ、いつだって自分の未来は自分だけのものなんだからさ」

「なにそれ」能のう美みは苦く笑しようした。「やっぱコタっち変わってんね。しこっちも変わってるけどさ。……うん、不ふ釣つり合あいって言ったのは謝るよ。二人はたぶん、運命的なレベルでお似合いなんだと思う。──コタっちは、あーしと似てるかもと思ったけど、全然違ちがったわ」

「僕と能のう美みが……似てる？」

「うん。何て言うか……叶かなわない恋こいをしてるところが、かな」

　口を滑すべらせたのか、能のう美みはばつが悪そうに言い繕つくろう。

「ごめん、忘れて。あーしなんかと比べたら二人に悪いわ」

　そう言うと一方的に会話を打ち切って、彼女はまた一人で歩き出してしまった。

　ひょっとしてその相手は赤あか城ぎなのか──と尋たずねたかったが、その機会を逸いつしてしまう。

　しかし……叶かなわない恋こい、というのはいったいどういうことなのか。以前、ヒーローに憧あこがれていると言っていたことと何か関係があるのだろうか。

　赤あか城ぎへの恋こいが叶かなわないものだ、というのも少々よくわからないが、それ以前にもしその相手が赤あか城ぎなのだとしたら、二人の関係に先に変化をもたらしたのは能のう美みのほうだったのではなかったのか。

　昨晩の赤あか城ぎの話では、小学校卒業直前まで二人の仲は極きわめて良好だったはずなのに、突とつ然ぜん能のう美みの態度が豹ひよう変へんして、さらにギャル化したということだったし……。

　どのような心境の変化が能のう美みの身にあったのか。それを知らないことにはこの問題は解決しない気がしてならなかったが、デリケートな話だけに迂う闊かつに突つっ込んで機き嫌げんを損そこねてしまったらそれこそ今晩のキャンプファイヤへの望みが絶たれてしまうため、ここは慎しん重ちように機会を窺うかがわなければならない。

　結局大きな進展もないまま、オリエンテーリングは進んでいく。

　加か賀が美みはほとんど口を開かず、心ここにあらずという感じで淡たん々たんと歩いているし、気を遣つかってか天あま津つ風かぜや八や重え樫がしも次し第だいにあまり喋しやべらなくなって来た。

　重苦しく立ちこめる曇どん天てんが、気持ちを沈しずめてしまっているせいかもしれない。湿しつ度ども上がってきて、肌はだに纏まとわり付ついてくるような熱気が鬱うつ陶とうしい。

　何となく苛いら立だたしくすら思いながらも黙もく々もくと足を進めて──やがて僕らは第三のチェックポイントへと到とう着ちやくした。

　そこは、少しだけ開けた場所になっており、木製の机や椅い子すなどが点々と並べられていた。数時間ぶりに目にする文明めいた品々に、僕は何とはなしに安心感を覚えた。

「おう、仔こ猫ねこども。一番乗りだな」

　第三のチェックポイントには担任の村むら雨さめが待っていた。おそらく車で先回りしてきたのだろう。普ふ段だんは暑苦しくて迷めい惑わくこの上ない村むら雨さめだったが、何な故ぜか今はホッとする。

「湊みなとの班は全員いるようだな。昼食休きゆう憩けいは好きなだけ取って良いが、ゴールには間に合うようにな。あと、それから一つみんなに伝えておくことがある」

　意外にも村むら雨さめは真面目な声こわ色いろで続ける。

「少し天候が不安になってきたな。昨日の天気予報だと一日中晴れの予定だったんだが……急速に発達した雨雲があるみたいだ。もし途と中ちゆうで雨が降ってきたら、持ってきた雨具着用の上、様子見だな。基本は、変わらずにゴールを目指してもらうことになると思うが、もし雨足が強まるようであれば遭そう難なんの危険もあるから気を引ひき締しめるように。とりあえず、各自の判断で速すみやかに一番最も寄よりのチェックポイントへ向かうこと。そこから迂う回かい路で途と中ちゆう下山になるだろう。チェックポイントには誰だれかしら教員が待機しているから、指示に従うように」

「ま、待ってください！」途と端たんに慌あわてたように加か賀が美みは食くって掛かかる。「もし雨が降ったらキャンプファイヤはどうなるんですか！」

「当然中止だな。残念ながら」

「そんな……！」口元に手を当てて絶句する加か賀が美み。

　村むら雨さめは意外そうに目を丸くする。

「委員長はそんなにキャンプファイヤを楽しみにしてたのか。まあ、でも大だい丈じよう夫ぶだろう。今のところ夜の天気予報は晴れみたいだからな」

「そう、ですよね……」

　ありありと不安を示しながらも、加か賀が美みは大人しく引き下がった。

　キャンプファイヤが中止なんてことになったら、宇宙崩ほう壊かいまっしぐらなので加か賀が美みとしても気が気ではないのだろう。不安なのはわかるが……あまり神経過か敏びんになっていると夜までもたなさそうで少し心配になる。

（──落ち着けよ加か賀が美み。正史では、確かに赤あか城ぎと能のう美みはキャンプファイヤを踊おどった末に結ばれてるんだ。加か賀が美みが生まれたのがその証しよう拠こだろう？　だからそんなに焦あせるなって）

（……うん。気を遣つかわせちゃってごめんね、湊みなとくん）

　加か賀が美みは不承不承という感じで小さく頷うなずいて見せた。

　僕らは大きな丸テーブルに着いて、朝ホテルを出るときに持たされた弁当を食べ始める。

　ちなみに第三のチェックポイントにもクイズが用意されていた。




■問題３　以下の問いに答えよ。

　あるマジシャンが円を描くように伏ふせた五つのカップの中に一つボールを隠かくした。

　あなたは、一度に一つだけカップの中身を確かく認にんすることができる。

　あなたが選せん択たくしたカップの中にボールがなかった場合、マジシャンはあなたにわからないように今ボールが入っているカップと隣となり合あった左右いずれかのカップの中に必ずボールを移動させる。

　その後、あなたは再び一つだけカップの中身を確かく認にんする。

　この操作を繰り返した場合、最大何回目であなたはボールの位置を特定できるか？

　ただし、あなたが選せん択たくしたカップとボールの入ったカップが隣接していた場合、次のターンでは、前ターンであなたが選せん択たくしたカップにボールを移動させられないものとする（隣接していた場合、次ターンでは常に反対側に一つ移動する）。




　おそらくは、論理パズルと呼ばれる類の問題だろう。

　相変わらず難易度設定を間ま違ちがえているが、ランチタイムの話題に良かったため、僕らは弁当を突つつきながら議論に興じた。侃かん々かん諤がく々がくと様々な意見が出たが、最終的には赤あか城ぎの鶴つるの一声、

「──以上の理由から、最適な行動を取れば最大六回目でボールの位置を特定できますぞ」

　という解に皆みな打ちのめされてしまった。いやマジで赤あか城ぎリアル寄りのバケモンだな……。大体こういうのって、グーグルとかマイクロソフトとかそういう世界的大だい企き業ぎようの入社試験に出るもんだろ……。断じて、一いつ般ぱん的な高校生によるレクリエーションに登場して良い問題じゃないよ……。

　重ね重ね言うが、企き画かく者はわりと本気で頭がおかしいなと思った。

　昼食と細やかな休きゆう憩けいを終えたところで、僕らは再び山歩きの続きに取とり掛かかる。

　食後ということもあり、赤城が少しだけペースを落としてくれたおかげで、僕らは大きな疲ひ労ろうを溜ためることなく歩みを進めることができた。

　その間も相変わらず加か賀が美みは、どこかボーッとして口数が少なく、能のう美みもあまり積極的に僕らの会話に参加しては来なかった。

　昨日のカレーや夜の大だい富ふ豪ごうでせっかく距きよ離りが縮まったと思ったのに……また関係性がリセットされてしまったみたいだ。班全体の雰ふん囲い気きも何となく重苦しく、僕や天あま津つ風かぜの会話もあまり弾はずまなかった。慣れない山道に気き疲づかれしてしまっているのかもしれない。体力的にはまだ余よ裕ゆうがあるところだけど……。

　そんなことを思いながら足を進めていたら、ポツポツと雨が降り始めた。

　僕らは持参したカッパを着き込こんで、行軍を続ける。

「──何だか、ジェダイの騎き士しみたいで皆みなさん格好良いですね」

　こんなときでも明るい天あま津つ風かぜが救いだった。

　それからまたしばらく進むと──小川に架かかった吊つり橋ばしが現れた。

　対岸までは十メートルほど、川かわ面もまでの高さは二メートルといった感じか。踏ふみ板いたは幅はば一メートルにも満たない心こころ許もとないもので、川かわ面もまでの高さを必要以上に演出している。

　吊つり橋ばしを前にして赤あか城ぎは軽く舌打ちをした。

「……自分のミスですな。地図上に橋が架かかっていることはわかっていたのに吊つり橋ばしは想定していませんでした。この少し川下にちゃんとした橋が架かかっているようなので、迂う回かいしたほうが良いいでしょうな」

「何な故ぜですか？」天あま津つ風かぜは不思議そうに首を傾かしげる。「ルートは合ってますよね？　それに、勝手に迂う回かいしてルートを外れるのは良くないと思うのですが」

「それは……そうなのですが……」言いにくそうに赤あか城ぎは顔を背そむける。分厚い眼鏡で表情が隠かくれているためその真意は窺うかがえないが何かを隠かくしているのは確かなようだ。

　一いつ瞬しゆん、良くない空気が僕らの間に満ちた。拙まずいな、と思ってフォローを入れようと思ったところで──。

「──そういうの止めてって言ったじゃん」

　不意に能のう美みが苛いら立だたしげに声を張った。突とつ然ぜんのことだったので、僕らは戸と惑まどう。

「オタクが紳しん士しぶって勝手に決めつけないでよ。マジキモいんだけど」

「そ、そういうつもりはないが……ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶか……？」

「全然問題ないし。大だい丈じよう夫ぶだって言ってんじゃん。マジむかつくから放っておいてよ」

「……すまなかった」

　棘とげのある能のう美みの言葉に、赤あか城ぎは項うな垂だれた。

　僕らは二人が何を言い合っているのかもわからないので止めようもなかった。

「……みんなも、勝手に足を止めさせてしまって悪かったですぞ。それでは、念のため一人ずつ渡わたるとしましょうぞ」

　一同を見回してから、赤あか城ぎは僕に顔を向ける。

「湊みなと氏、先頭をお願いしてもよろしいですかな？」

「僕が？　別に良いいけど」

　特に反論もなかったので、僕は先に吊つり橋ばしを渡わたる。思ったよりも揺ゆれるが、意外としっかりとした作りのようだった。見みかけ倒だおしだ。

　続けて加か賀が美みも問題なく渡わたりきる。ただ足取りはどこか覚おぼ束つかないように見える。

「……なあ、委員長。本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　なんか、朝よりも具合悪そうだけど」

「──そう？　気のせいじゃないかな？　メッチャ元気だよ。それに私、未来のサイボーグ忍にん者じやだよ？　こんな山道くらいで疲つかれるわけないでしょう？」

「忍にん者じや設定は初めて聞いたわ……」

　さすがに噓うそだろうが。

　相変わらず不安だが、加か賀が美みがそう言うのであれば僕はそれを信じるしかない。

　そのとき曇どん天てんの空から、ゴロゴロと雷らい鳴めいが轟とどろいた。何な故ぜだか無む性しように嫌いやな予感がする。

　続いて能のう美みが吊つり橋ばしを渡わたり始めたが……半分ほど進んだところで彼女は突とつ然ぜん足を止めた。

　どうした──？

　不思議に思うが、両サイドのロープを両手で強く握にぎりしめ、固く目を閉じている姿からある可能性に思い至る。

　まさか……あいつ高所恐きよう怖ふ症しようなのか……？

　そこでようやく先ほどの赤あか城ぎの懸け念ねんに気づいた。赤あか城ぎは能のう美みのことを思って、迂う回かいを提案していたのだと。

　吊つり橋ばしの中央は一番揺ゆれる場所だ。自分が動かなくとも、わずかな風が大きな揺ゆれを生んでしまう。それゆえに──能のう美みは動けなくなってしまったのだろう。

　だが、いつまでもこうしているわけにもいかない。能のう美みだってさっさと渡わたりきってしまったほうが早く楽になるに決まっているのだ。

　どうすれば良い……？

　僕が答えにいたるよりもよほど早く、赤あか城ぎが動き出す。

　赤あか城ぎはゆっくりと慎しん重ちように、揺ゆらさないよう細心の注意を払はらいながら橋を渡わたり始めた。能美に手を貸してやるつもりなのだろう。手伝えることの何もない僕らはただ固かた唾ずを吞のんで状じよう況きようを見守るしかない。

　あと少しで赤あか城ぎが能のう美みの元へ辿たどり着つく。皆みなが安心しかけたそのとき。

　眼めを焼く雷らい光こうと、数すう瞬しゆん遅おくれて轟とどろく爆ばく裂れつ音が僕を襲おそった。

　反射的に顔を背そむける。しかし、爆ばく音おんで一時的に聴ちよう覚かくが低下した状態でもなお、天あま津つ風かぜの声は僕の耳によく届いた。

「──逃にげてください！」

　急いで顔を上げる。すると、対岸に生えていた木が一本、吊つり橋ばしに向かってゆっくりと倒たおれかかってきているのが見えた。

「──ッ！　天あ里り沙さ！　そこを動くな！」

　赤あか城ぎの怒ど声せいが谷間に反はん響きようする。今の爆音で腰こしを抜ぬかしてしまったのか、能のう美みは吊つり橋ばしの中央に座り込んでいた。赤あか城ぎは能のう美みに駆かけ寄よると、お姫ひめ様抱だっこの要領で軽々と彼女を抱だきかかえ、猛もう然ぜんとこちらへ走り込んでくる。

「赤あか城ぎっ！　急げっ！」

　倒とう木ぼくが吊つり橋ばしに掛かかるまでもう数秒とない。僕の叫さけびに、赤あか城ぎは歯を食いしばり必死の形相だけで答える。

　永遠とも思える一いつ瞬しゆんの後──赤あか城ぎがこちら側の地面を踏ふむと同時に倒とう木ぼくは吊つり橋ばしを直ちよく撃げきした。僕と加か賀が美みの二人掛がかりで、勢いよく飛び込んできた赤あか城ぎたちを抱だき留める。

「よくやったぞ赤あか城ぎ！　すごいじゃないか！　見直したぞ！」

「は……ははっ……寿じゆ命みようが縮まりましたぞ……」

　肩かたで息をしながら、赤あか城ぎは抱だきかかえていた能のう美みをそっと地面に下ろす。

「あ……能のう美みも、怪け我がはないか……？」

　疲ひ労ろうを感じさせない優やさしい口調で問とい掛かけると、能のう美みは赤あか城ぎの顔を見ないままこくりと小さく頷うなずいた。

　とにかく──二人とも無事で良かった。

　それから改めて吊つり橋ばしのほうへ視線を向ける。

　年季の入った吊つり橋ばしは、少しの間だけ何百キロはあろうかという倒とう木ぼくの寄より掛かかりに耐たえていたが、当然耐たえきれるはずもなく、僕が視線を移して数秒後には、驚おどろくほど呆あつ気けなく崩ほう壊かいしてしまった。

　──つまり、天あま津つ風かぜたちと断絶されたことになる。

「天あま津つ風かぜ！　無事か！」

　僕は対岸に向けて声を張る。すると対岸の天あま津つ風かぜは、こちらに良く見えるよう大きく手を振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶです！　私も、八や重え樫がしさんも無事です！」

　よく響ひびく天あま津つ風かぜの美声に僕は胸をなで下ろす。

「良かった！　こっちも全員無事だよ！　そっちはとにかく来た道を戻もどって、前のチェックポイントで橋の事故のことを先生に伝えてくれ！　僕らは先へ進んで、次のチェックポイントの先生に事情を説明する！」

「こっちのことは任されたよ！」八や重え樫がしが拳こぶしを掲かかげて大声を発した。「地図だとこの先から少し険しい山道が続くみたいだから、十分気をつけて！」

「ああ！　八や重え樫がしも天あま津つ風かぜのこと頼たのむぞ！」

　僕も拳こぶしを掲かかげて応えた。

　それから改めて能のう美みに視線を向ける。

「能のう美み、歩けそうか？」

　一いつ瞬しゆんの間を置いてから、こくりと頷うなずく。

「……足引っ張っちゃってごめん。でも、大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと自分で歩けるから」

　強気に言って、彼女は立ち上がった。まだ少し足が震ふるえているが、こればかりは仕方がない。

「本当はもう少し休ませてやりたいところだが、雨足も強まって冷えてきた。ここは無理をしてでも次のチェックポイントを目指したほうが結果的に身体からだの負担は少なくなるはずですぞ」

　赤あか城ぎの言葉に、能のう美みは再びこくりと頷うなずいた。非常事態のためかさすがに大人しい。

　僕らはぬかるみに気をつけながら、先を目指して歩き出す。

　時刻は午後一時を過ぎている。オリエンテーリングの工程も半分を終えているはずだが、おそらくこの調子だと次のチェックポイントで終しゆう了りようになるだろう。

　雨足も強まるばかりで、もはや土ど砂しや降ぶりといっても差さし支つかえないほどの本降りになっている。

　もしかしたら天あま津つ風かぜの不安感が天気に影えい響きようしているのかもしれないが……まずいことになった。早く天あま津つ風かぜと合流して安心させてやらないと、本当に今夜のキャンプファイヤが中止になりかねない。

　しんがりを歩きながら、焦しよう燥そう感にあえいでいると──僕の前を歩いていた加か賀が美みが急にフラフラと崖がけ下したに向かってたたらを踏ふんだ。

「おい、委員長！　あぶな──」

　慌あわてて彼女の腕うでを摑つかみ、崖がけ下したへの落下を防ぐ。しかし──。

「──ッ!?」

　ぬかるみに足を取られて上う手まく踏ふん張ばれず、僕はそのまま加か賀が美みに誘さそわれるように崖がけ下したへ身を躍おどらせてしまう。

「湊みなと氏！」

　危機を察した赤あか城ぎが手を差さし伸のべてくれる。僕は夢中でその手を摑つかみ──しかし、こんな足場の悪い中、赤あか城ぎ一人で僕と加か賀が美みの体重を支えられるはずもない。

「祐たすくちゃん、危ない！」

　慌あわてたように能のう美みも加勢してくれるが、やはり焼け石に水程度の効果しかなく。

　僕らは絡からまり合うように崖がけ下したに滑かつ落らくした。





３






　──雨垂れが頰ほおを打つ冷たさで、僕は意識を取とり戻もどした。

　状じよう況きようがわからず、しばし瞬まばたきを繰くり返かえすが、すぐに自分たちが崖がけ下したに滑かつ落らくしたことを思い出し、僕は慌あわてて身体からだを起こす。

「──っ！」

　全身がバラバラに砕くだけているのではないかと思えるほどの激痛が走る。視線だけを巡めぐらせてとにかくまずは自分の状じよう況きようを確かく認にんする。

　地面に横たわる僕の上には加か賀が美みの小さな身体からだがあった。咄とつ嗟さに加か賀が美みを庇かばおうと彼女を抱だき締しめていたらしい。胸の上の加か賀が美みは、苦く悶もんの表情を浮うかべているが、ぱっと見怪け我がをした様子は見受けられない。どうにか男としての面めん目ぼくは果たしたようだ。

　続けて自分の身体からだの様子を窺うかがう。少し動かすだけでも激痛に襲おそわれるが、どうやら骨が折れているわけではなさそうだ。ただの打ち身か、まあ最悪ヒビくらいだろう。

　少なくとも痛みさえ我が慢まんすれば動ける状態であることは不幸中の幸いと言える。

　それから僕は胸の上の加か賀が美みの肩かたをそっと叩たたく。

「……おい、加か賀が美み。無事か」

「…………」

　反応はない。嫌いやな予感がして、少しだけ強めに肩かたを叩たたく。

「おい、加か賀が美み！　しっかりしろ！」

　至近距きよ離りから大声で怒ど鳴なるが、それでも反応はない。

　突とつ如じよ背中につららを押し当てられたような悪お寒かんに襲おそわれる。まさか頭でも打ったのか……？

　もし頭を打って意識障害などを起こしているとしたら、迂う闊かつに揺ゆり動うごかすことが危険なことくらいは僕にもわかる。どうすれば良いのかもわからず、ただ呼よび掛かけることしかできない。

「頼たのむよ加か賀が美み……。目を開けてくれ……。それでまた、いつもみたいにお姉さんぶってくれよ……今だけは特別におまえだけの弟にでも何でもなってやるから……！」

（……あはは、それは良いいことを聞いたね）

「──っ!?」

　突とつ如じよ脳のう裏りに響ひびく聞き慣れた軽口に驚おどろくが、僕はそこでようやく安あん堵どの息を吐ついた。

「良かった……！　本当に良かった……！」

（……苦しいよ、湊みなとくん）

「あ……その、悪い……！」

　無意識に抱だき締しめていた加か賀が美みを解放する。

「それよりも、なんで普ふ通つうに喋しやべらないんだ？」

（それは、その……）

　言いにくそうに言葉を濁にごすが、すぐに観念したように加か賀が美みは続ける。

（……身体からだが、動かせないの）

「動かせない？　それって脳のう震しん盪とうとかそういう……？」

　やはり頭を打っていたのかと急に不安になるが、加か賀が美みはすぐにそれを否定する。

（ううん。一応ナノマシンを使って全身のシステムチェックはしたけど、どこも異常なし。身体からだ自体は、健康そのものなの）

　じゃあ、どうして……？

（……実は、一週間くらいまえから違い和わ感かんはあったの。何か身体からだが動かしにくいなあ、調子悪いなあ、って）

　一週間まえ……ちょうど試験が終わったあたりのことか。確かにあのときは具合が悪そうだったけど……。

「もしかして、僕らを心配させないように無理してたのか……？」

（……うん、ごめんなさい）

　加か賀が美みはつらそうに言う。

（原因がわからなかったから……ただの気のせいなんだろうってずっと思い込もうとしてたんだけど……さっき急に全身に力が入らなくなっちゃって……）

「……それでふらついたのか」

（……うん。私のせいでこんなことになっちゃって……本当にごめんなさい……）

　とても悲しげに、加か賀が美みは謝った。

「良いいよ、今さら気にするなよ。それよりも、どうすれば元どおりに治るんだ？」

（……わからない。原因も特定できてないし……まあ、仮説くらいなら……）

「仮説でもいい。僕はどうすればいいのか教えてくれ」

（う……ん……でも……ごめん……少し、意識が……）

「加か賀が美み……？　加か賀が美み……！」

　あれだけ明めい瞭りように響ひびいていた脳内の声が急に途と絶だえた。身体からだを揺ゆすってみるが反応はない。

「くそっ……！　何がどうなってんだよ……！」

　悪態を吐つき、僕は加か賀が美みを抱だきかかえて身体からだを起こす。全身に激痛が走るが構うものか。

　辺りを見回してみる。すると二メートルほど離はなれたところに、赤あか城ぎと能のう美みが倒たおれていた。赤あか城ぎは能のう美みを庇かばうように彼女を抱だき締しめて意識を失っている。僕は加か賀が美みを抱だきかかえたまま、二人に駆かけ寄よる。

「赤あか城ぎ！　能のう美み！　しっかりしろ！」

　先ほど同様、頭を打っていた場合を考えて、僕は慎しん重ちように二人の肩かたを叩たたく。幸いなことに二人はすぐに意識を取とり戻もどした。

「う……ん……み、湊みなと氏……？」

「……ぇ、湊みなとくん、どうして……？」

「二人とも、怪け我がはないか？　どこか痛かったり、吐はき気けがしたりはしないか？」

「自分は……むしろ痛くないところを探すほうが困難なレベルで身体からだ中痛いですが……幸い骨折はしていないようですな」

「わ、私も……た……あ、赤あか城ぎが守ってくれたから……全然元気……」

「……そうか。本当に良かった」

　胸をなで下ろす。

「湊みなと氏も、その様子だと壮そう健けんなようですな」

「ああ、悪運だけは強いんだ」

　僕は苦く笑しようを浮うかべてから、現状を説明する。

「加か賀が美みも怪け我がはないよ。ただ、さっきまで普ふ通つうに会話してたんだけど、旅の疲つかれが出たみたいで今は眠ねむってる。でも、心配しなくて大だい丈じよう夫ぶだ」

「そう、ですか」

　赤あか城ぎも安心したように口元を緩ゆるめた。

　それから僕は改めて周囲の状じよう況きように目を向ける。

　滑かつ落らくし辿たどり着ついた場所は、鬱うつ蒼そうと木の生おい茂しげる薄うす暗ぐらい場所だった。天を覆おおう無数の枝葉が土ど砂しや降ぶりから僕らの身を守ってくれていたようだが、それでも僕らのジャージにはたっぷりと雨と泥どろが染しみこんでいた。いったいどれだけの間、気を失っていたというのか。今やすっかりと全身が冷え切ってしまっている。

「──無事ならとにかく急ごう。日が暮れたらマジでまずい」

「そうですな。今の自分たちは完全に遭そう難なんしていますからな」

　遭そう難なん──。改めて言われると、今の状じよう況きようが自分で思っているよりも遙はるかにまずいものであることがよくわかる。

「どうすればいい？　下って行けば迂う回かいルートに出られるかな？」

「いや、この場合下山は悪手ですな」赤あか城ぎは即そく座ざに否定する。「下手に下りて、沢さわにでも出たら厄やつ介かいですぞ」

「沢さわはまずいのか？　川沿いのほうが歩きやすそうな気がするけど」

「確かにそういう一面もありますが……。しかし、沢さわを下った結果、滝たきになった、なんてこともよくありますぞ。だからこの場合、上るのが逆に正解ですぞ。元々自分たちは滑かつ落らくしてきたわけですからな。上へ行けば、正規のルートに戻もどれる可能性が高いですぞ」

　マジで赤あか城ぎと一いつ緒しよで良かった……僕らだけだったら詰つんでたよ……。

　僕らは早さつ速そく、行動を開始する。さすがにこのぬかるんだ山道を、加か賀が美みを抱だきかかえた状態で上るのは無理だったので、リュックは赤あか城ぎに預け、僕は加か賀が美みを背負うことにした。

　ぐっしょりと雨に濡ぬれて冷え切った、加か賀が美みの小さな身体からだ。原因不明の体調不良も合わせて、今や無む駄だに浪ろう費ひできる時間など一秒としてないことをまざまざと思い知らされる。

　赤あか城ぎを先頭にして、僕らはゆっくりと慎しん重ちように険しい斜しや面めんを登っていく。

　いくら加か賀が美みの体重が軽いとはいえ、四十キロ近くを背負い、足あし下もとの悪い道を進むのは思った以上に体力を奪うばわれた。それを察してか、赤あか城ぎは頻ひん繁ぱんに立ち止まって休きゆう憩けいを入れてくれたが、そのせいで進みが遅おそくなってしまっているのが悔くやしかった。

　くそっ……こんなことならもっと身体からだを鍛きたえておけば良かった……！

　無事に帰れたら、体力を付けるためにジョギングでもしようと固く決意をする。

　途と中ちゆうで何度か赤あか城ぎも能のう美みも、加か賀が美みを背負うのを代わろうとしてくれたが、それらはすべて丁てい重ちように固辞した。

　チームのリーダーである赤あか城ぎに余計な体力を使わせるのは得策ではないし、能のう美みも気き丈じようには振ふる舞まっているがだいぶ消しよう耗もうしてしまっているはずだったから。

　息を切らして懸けん命めいに足を進めること二時間ばかり。

　いつの間にか辺りはすっかりと宵よい闇やみに包まれ、すぐ目の前を歩く赤城の背中さえも見えづらくなって来た。スマホのライトなんて真の暗くら闇やみの前には何の役にも立たないのだった。

　いよいよ本格的にまずいのではないか──。胸むねの奥から再び焦しよう燥そう感が湧わき上あがってきたところで、不意に赤城が声を上げた。

「──っ！　しめたっ！　避ひ難なん小屋ですぞっ！」

　疲ひ労ろうのあまり意識が朦もう朧ろうとしてきていたので、最初は聞き間ま違ちがいかとも思ったが、赤城がスマホの心こころ許もとないライトで照らした先に、ぼんやりと木造の小屋が浮うかび上あがっていたのを見て、現実のことなのだと驚おどろく。

　雨足は弱まる気配も見せていなかったので、僕らはなだれ込むように山小屋へ飛び込んだ。

　小屋は六畳じよう程度の質素なもので、建てられてから随ずい分ぶんと長い年月が経過していることが見て取れた。内部も長い間、人の出入りがなかったようで寒々としている。

　しかし、今は雨風を凌しのげるだけで天国だ。

　僕はずっと背負ってきた加か賀が美みを板の間に横たえさせてからようやく一ひと息いき吐つく。

「暖だん炉ろも薪まきもありますな！　手入れが不安ですが……うん、大だい丈じよう夫ぶ、問題ないですぞ。今すぐ火を起こすので、少々お待ちを」

　慣れた手つきで赤あか城ぎは暖だん炉ろに火を灯ともしていく。本当にこの男は頼たのもしすぎる。

　ものの数分で冷え切っていた小屋の中はほのかに暖かくなってきた。

「──うん、これで大だい丈じよう夫ぶですな。湊みなと氏、定期的に薪まきをくべて火加減を調整してくだされ」

「任せろ。いやマジで赤あか城ぎがいてくれて助かったよ。ありがとう」

　心の底から礼を述べると、赤あか城ぎは屈くつ託たくなく笑った。

「なに、このくらいどうってことありませんぞ。あとはみんな濡ぬれた衣類を脱ぬいで身体からだを温めるといいですぞ。このままでは低体温症しようになってしまいますからな。奥に毛布も仕し舞まってあったので、それにくるまっていれば十分暖は取れるはず。みんな安心してのんびり休んでいてくだされ。じゃあ、自分は先を急ぐので──」

「……は？」

　急な話の展開についていけない。

「あ、自分の荷物は置いていきますぞ。念のためタオルや非常食を多めに詰つめ込んであるので、遠えん慮りよなく三人で使ってくだされ」

「いや……ちょっと待て。おまえは何を言って……？」

「身体からだを温めるときは背中を火にあてると効率が良いいですぞ。背中あぶりといって、身体からだ全体が温まると言われていますぞ。ちなみにこれは『ゴールデンカムイ』の知識で──」

「赤あか城ぎ！」

　僕は、声を荒あららげた。

　おろおろして様子を窺うかがっていた能のう美みが驚おどろいたように身体からだを震ふるわせるが構うものか。

　僕は赤あか城ぎに詰つめ寄よる。しかし、赤あか城ぎはあくまでも穏おだやかな表情のまま僕を見上げた。

「避ひ難なん小屋のおかげで、大体の現在地がわかりましたぞ。ここからならば、小一時間ほどで正規のルートに戻もどれますぞ。道さえわかれば、迂う回かいルートで下山するのはわけないですからな。──自分一人ならば」

「──っ」

　反論できない。僕が足手まといになっていたのは、どうしようもない事実だったから。

「下山できれば電波も入ってすぐに救きゆう援えんを呼べますぞ」

「で、でも、それなら赤あか城ぎも一晩ここに泊とまって、明日の朝明るくなってから下山したほうが安全だろう……！」

「明日の朝までこの小屋が健在である保証はありませんぞ。見たところ掘ほっ立たて小ご屋やのようですし、この雨では土ど砂しや崩くずれに巻き込まれる危険だってある。ならば、一刻も早く救助を求めるべきだと思いますぞ」

　正論、なのだろうか。

　山のことは僕にはよくわからないからそう聞こえるだけで、実際にはかなり無茶な提案をしている可能性もある。

　でも──一刻も早く救助を求めるべき、という意見は無視できない。加か賀が美みの体調不良は絶対に放っておいて良いものではないはずだし、助けが来るのであればそれは早いに越こしたことはない。

　しかし──それと赤あか城ぎの身を危険に晒さらすということを天てん秤びんに掛かけて、どちらに振ふれるのかという判断は僕にはできない。

　ただ──一つだけ確かく認にんはしなければならない。

「……それは能のう美みのためか？」

　僕は真まっ直すぐに赤城を見つめて問う。

「能のう美みを早く助けるために、能のう美みの不安を少しでも解消してやるために、おまえは身体からだを張るつもりなのか？」

「……否定はしませんぞ」赤あか城ぎは正直に答えた。「でも、それは能のう美みのためだけではありませんぞ。今の自分には、湊みなと氏も加か賀が美み嬢じようも同じくらい大切な存在ですぞ。ならば、三人のために自分がやるべきことはこれしかないと、そう確信しているだけですぞ」

「ま、待ってよ……」

　不意に心配そうな顔で能のう美みが割わり込んできた。

「そんなこと私は望んでないよ……た、赤あか城ぎもここにいようよ。外は危ないよ……」

　今にも泣き出しそうなくらい声を震ふるわせる能のう美み。

　しかし、赤あか城ぎはそれには取り合わず、僕にだけ告げる。

「時間も惜おしいので、自分はもう行きますぞ。湊みなと氏、天あ里り沙さと加か賀が美み嬢じようのこと、よろしく頼たのみますぞ」

「──わかった。おまえも無理だけはするなよ。いつでも引き返して来ていいからな。それと……昨日の大だい富ふ豪ごうの最終ゲームのことを覚えているか？」

「最終ゲーム？　それはまあ、もちろん」

「僕は最終ゲームの勝者だったが、勝者特典である命令権は結局行使されないままうやむやになった。だから、それを今ここで行使させてもらう。──絶対に戻もどってこい、赤あか城ぎ」

　少々乱暴な僕の理り屈くつに、赤あか城ぎは一いつ瞬しゆんきょとんとした顔をしてから、

「──必ず。男の約束ですぞ」

　赤あか城ぎは口元を歪ゆがめて笑い、拳こぶしを突つき出だしてきた。僕はそれに拳こぶしを突き合わせる。

　それから赤あか城ぎは振ふり返かえることなく小屋を飛び出した。

「待って！　待ってよ祐たすくちゃん！　私をおいていかないでよ！　お願い！　危ないから戻もどってきて！」

　赤あか城ぎを追いかけようとする能のう美みを僕は無理矢理押し留とどめる。

「……赤あか城ぎの決意を無む駄だにするな。僕らが行っても足手まといになるだけだろ」

「わかってる……わかってるけど……！　こんなの納なつ得とくできないよ……祐たすくちゃん……！」

　脱だつ力りよくして膝ひざを突つく能のう美み。彼女の悲痛な嗚お咽えつは、ただ虚むなしく雨の夜に溶けていく。
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　赤あか城ぎが出て行ったまま開け放してあった戸の先に広がる闇やみをしばらく眺ながめていたが、いつまでもこうしているわけにはいかないと思い、僕は戸を閉めて気持ちを改める。

「──とにかくこのままだと風か邪ぜを引きかねない。早く身体からだを乾かわかそう」

「……うん」

　能のう美みは力なく頷うなずく。さすがに元気はないようだが、落ち着いてはいるようで僕は安心する。

　まずは……まあ、女子優先だな。

「それじゃあ僕は外で待ってるから、今のうちに着き替がえちゃってくれよ。ついでに加か賀が美みの着き替がえも手伝って──」

「……ううん、大だい丈じよう夫ぶ」能のう美みは不安げに瞳ひとみを揺ゆらしながら答えた。「外は寒いから……。それに湊みなとくんも早く濡ぬれた服を脱ぬがないと……」

「いや、でもさすがにそれは……」

「私は……大だい丈じよう夫ぶだから。ただ、その……恥はずかしいからこっちは見ないでくれると、嬉うれしい……」

「……わかった。じゃあ、僕は壁かべのほう向いてるから」

　回れ右をして、僕はすっかり濡ぬれて重たくなったジャージと体操着を脱ぬぎ捨すてる。

　背後からは湿しめっぽい衣きぬ擦ずれ音が聞こえてくるが、聞こえない振ふりをして無心にタオルで身体からだを拭ふく。それだけで冷えはだいぶマシになった。

「あの……これ……」

　背中に何かふわふわしたものを押し当てられる。振ふり向むかずに受け取ると、それは毛布のようだった。先ほど赤あか城ぎが話していたものだろう。

「ありがとう。助かるよ」

「ううん。それよりも待たせちゃって……ごめんね。これから美み玖くちゃんの服脱ぬがせるから、もうちょっとだけ待ってて……」

「……焦あせらなくて良いよ。それに何か仕事押しつけちゃって悪いな。たださすがに男の僕じゃあ、それやったら問題になりそうだからさ……」

「湊みなとくんなら大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……。それに私のことなら気にしないで。美み玖くちゃんのこと、私も心配だし」

　背後からは再びの衣きぬ擦ずれ音。さすがにこんな状じよう況きようで興奮するほど僕も生存本能に忠実な人間ではないが、何となく後ろめたい気持ちになってしまうのはさすがに仕方がない。

　受け取った毛布を羽織り、数分が経過したところで、「もういいよ」と声を掛かけられる。

　恐おそる恐おそる振ふり返かえる。

　その先には、能のう美みが器用に毛布を身体からだに巻き付けて立っていた。板の間の上には同じように毛布を巻いた加か賀が美みが横たえられている。

「……は、恥はずかしいからあまり見ないでほしいな」

「わ、悪い！」僕は慌あわてて視線を逸そらす。「その、加か賀が美みの着き替がえもサンキューな。本当に助かったよ」

「ううん、気にしないで。それより、早く湊みなとくんもこっち来て暖まりなよ」

「……そうだな。お邪じや魔まするよ」

　毛布の下はおそらく下着姿なのであろうクラスメイトの女子二人に近づくのは多少抵てい抗こうがあったが、緊きん急きゆう事態ということで自分を納なつ得とくさせ僕も板の間に上がる。

　それから先ほど赤あか城ぎに言われたとおり、暖だん炉ろに背中を向ける。

　じんわりとした遠赤外線の優やさしい温ぬくもりが、冷え切って緊きん張ちようした身体からだを少しずつほぐしていくのを実感する。

「……暖かいな」

「……うん」

　僕のすぐ隣となりで、毛布にくるまったまま背中をあぶる能のう美みはぽつりと呟つぶやく。

　会話はそれ以上発展しない。共通の話題も思いつかないし、何よりずっと気になっていることが……。

「あのさ、能のう美み」

「……なに？」

「答えたくなかったら答えなくて良いんだけどさ……キャラ変わってない？」

「え……？　あっ……！」

　そこで初めて気づいたように、能のう美みはしまったという顔をする。どうやら非常事態でそこまで意識が回らなかったらしい。

　能のう美みは恥はずかしそうに赤面して唸うなるが、やがて観念したようにポツポツと語り始める。

「……いつもはね、ギャルを演じてるの。でも、色々あってびっくりして、動どう揺ようして、いつの間にか素が出ちゃってたみたい……」

「じゃあ、普ふ段だんはそんな感じなのか？」

「……うん。派手でイケイケなのは、全部作りものの私。本物の私は……引っ込み思じ案あんで、臆おく病びようなだけの……つまらない女の子だよ」

　そのイメージは、昨夜赤あか城ぎから聞いていた昔の能のう美みのものと一いつ致ちする。

「じゃあ、どうしてそもそも無理してまでギャルを演じてるんだ？」

「それは……」

　言いにくそうに言葉を濁にごすが、今さら隠かくしても仕方がないと思い直したのか素す直なおに続ける。

「だって、た、祐たすくちゃんが、ギャルが好きだって聞いたから」

　…………。

「は？」

　思わず疑問の声を上げてしまった。

　確か赤あか城ぎは、能のう美みがオタク好きという話を聞いたために、自身もオタクになったと言っていた。

　同じような理由で能のう美みもギャルになった……？

　何だろう、ものすごく違い和わ感かんを抱いだいてしまう。何かが決定的に捻ねじれているような──。

「あのさ能のう美み。悪いんだけど、赤あか城ぎとの間に何があったのか、少し具体的に話をしてくれないかな。今さら隠かくし立だてする理由もないだろう」

「……うん、まあ、湊みなとくんになら別にいいけど」

　多少不満げではあったが、能のう美みは大人しく語り出す。

「祐たすくちゃんと私は……幼おさな馴な染じみなの。私はこんなふうに昔から引っ込み思じ案あんで、いつも祐たすくちゃんに助けてもらってたの。祐たすくちゃん、すごいんだよ。頭も良くて運動もできて、でも凄すごく優やさしくてだからお友だちもたくさんいて……みんなの人気者だったの」

　数日まえの僕ならば、騙だまされてるのかな、と思うところだったが、今日一日の赤あか城ぎの活かつ躍やく振ぶりを思い出して、それが紛まぎれもない事実なのだという確信を得る。

「祐たすくちゃんは、私のヒーローなの。私がピンチのときには、いつも必ず助けてくれるヒーロー。祐たすくちゃんも、私だけのヒーローになるって、約束してくれたから……」

　幼おさな子ごの微ほほ笑えましい約束。

　頭が切れて行動力もある。語ご彙いも豊富だし、子どもの頃ころの赤あか城ぎは、間ま違ちがいなくみんなの中心にいたタイプだろう。

「でも祐たすくちゃん、女の子にモテモテでね。だから、幼おさな馴な染じみってだけでいつも一いつ緒しよにいる私は、反感を買っちゃって……。小学校の卒業式が近づいてきたある日、クラスの中心にいる女の子のグループに呼び出されちゃったの。校舎裏の、薄うす暗ぐらくて、誰だれもいないところで囲まれて……すごく怖こわかった」

　とても嫌いやなものだが……容易に想像できてしまう。

　強すぎる光は、より強い影かげを生む。

　能のう美みは、影かげの餌え食じきになってしまったのだろう。

「祐たすくちゃんのことが好きなのか、何様のつもりなのか、って詰つめ寄よられて……だから私、恐きよう怖ふから逃にげるために、噓うそを吐ついたの」

「噓うそ？」

「祐たすくちゃんのことなんか全然好きじゃないって。私はあんな明るくて元気な人じゃなくて、私に似た暗くてオタクっぽい人が好きなんだって」

「──っ！」

　そこで、そう繫つながるのか……！

　違い和わ感かんの正体に思い至り、僕は膝ひざを叩たたきそうになる。

「女の子たちは、それで納なつ得とくしてくれたみたいで、それ以降は呼び出されるようなこともなかったけど……。それから少ししたら、祐たすくちゃんは私みたいな暗い女の子じゃなくてもっと明るいギャルっぽい女の子が好きなんだって噂うわさが広まって……。だから私、祐たすくちゃんに好きになってもらえるように……ギャルになることにしたんだ」

　そうして二人は──決定的にすれ違ちがってしまったのだ。

　僕はようやくすべての謎なぞが解けた。

「でも、そうしたら今度は祐たすくちゃんが急にオタクになって……私、どうしたらいいのかわからなくなっちゃって……。結局そのまま疎そ遠えんになっちゃったの」

「……なあ能のう美み」

「なに？」

「赤あか城ぎがどうしてオタクになったのか、その理由を知りたくないか？」

「それは……知りたいけど。もしかして、湊みなとくん知ってるの？」

「昨日、赤あか城ぎから聞いたからな」

　驚おどろいたように目を丸くする能のう美みに、僕は淡たん々たんと告げる。

「でも、そのまえに一つ確かく認にんしておきたんだけど……。能のう美みは今でも赤あか城ぎのことが好きなのか？」

「……わかんない」不安げに、彼女は首を振ふる。「三年もまともに口を利きいてなかったんだよ？　それに今の祐たすくちゃんは、私が好きだった頃ころとは喋しやべり方も全然違ちがうし……」

　でも──、と能のう美みはそこで言葉を切った。

「でも、優やさしいのは全然変わってなかった。実は私、牛肉のアレルギィがあるの。アレルギィっていってもそんなに酷ひどいものじゃなくて、食べたらちょっとおなかが痛くなるくらいのものなんだけど」

　そこで昨日のバーベキューのことを思い出す。能のう美みは肉ではなく野菜ばかりを食べていた。

　それは野菜が好きだからというよりも、肉が食べられなかったからなのか──。

「でも、カレー作るとき、祐たすくちゃんがさりげなくお肉じゃなくてシーフードのカレーにしようって提案してくれたでしょ？　あれは……私のことを心配してくれたからだと思う」

　そういえばあのときの提案は、赤あか城ぎにしては少し強ごう引いんだと気になっていたのだ。

　まさかそんな事情があったとは。

「それに今日も吊つり橋ばしのところで、迂う回かいしようとしてくれたでしょ？　私、高所恐きよう怖ふ症しようだから……たぶんまた祐たすくちゃんが気き遣づかってくれたんだと思う。でも私は、祐たすくちゃんがどうして私なんかに優やさしいのかわからなくて……嫌いやな態度取っちゃった……」

「──今はどうだ？」僕は穏おだやかに問とい掛かける。「吊つり橋ばしに倒とう木ぼくがあったときと、滑かつ落らくしたとき。赤あか城ぎは二度も命いのち懸がけで能のう美みを守った。それでもおまえは、その優やさしさの意味に気づかないのか？」

　再び目を丸くする能のう美みに、僕は推理を語る。

「──これは僕の想像も入ってるんだけど、能のう美みに詰つめ寄よった女子グループは、たぶん赤あか城ぎにも同じようなことをしたんだと思う」

「同じような……こと？」

「そうだ。たぶん、赤あか城ぎにも能のう美みのことが好きなのか探さぐりを入れたんだ。そして赤あか城ぎは、能のう美みが女子グループに目を付けられていることに気づいており、どうにかしてやりたいと考えていた。そしてその結果──噓うそを吐ついたんだ」

「噓うそを？」

「そうだ。能のう美みがこれ以上女子グループのターゲットにされないように……自分の好みを当時の能美とは真逆の要素で表現したんだ。つまり──ギャルが好きだと」

「──っ！」

　能のう美みは驚おどろいたように口に手を当てる。

「そう、そこですれ違ちがいが起きたんだ。赤あか城ぎは言ってたよ。能のう美みが突とつ然ぜんギャルになって驚おどろいたって。頭が良いい赤あか城ぎのことだ。普ふ段だんならすぐに自分の噓うそがすれ違ちがいの切きっ掛かけになったことに気づいただろう。でも、能のう美みのことになると、いつもの冷静なキレが発揮できなかったんだろうな。だから動どう揺ようして──今度は能のう美みの噓うそを信じて、能のう美みに好かれるためにオタクになることにした。そしてオタクになり他の女子連中からも興味を失われた結果、能のう美みへの嫉しつ妬とも止まったんだろう」

「じゃ、じゃあ、祐たすくちゃんは……？」

　声を震ふるわせて呟つぶやく能のう美みに、僕は優やさしく告げる。

「初めから、ずっとおまえのことを思っていたし、ずっとおまえの気を引きたかっただけなんだよ」

「で、でも、祐たすくちゃんは、今は美み玖くちゃんのことが好きだって……」

「……それは、加か賀が美みに昔のおまえを重ね合わせてたからだよ。あいつ、穏おだやかで優やさしい子が好きなんだって」

　さすがに父性と恋れん愛あい感情をごっちゃにしていた件は伏ふせるが、概おおむね間ま違ちがったことは言っていないので許してほしい、と心の中で詫わびる。

　能のう美みは大きな瞳ひとみにゆっくりと涙なみだを湛たたえていく。

「わ、私……祐たすくちゃんに酷ひどいことたくさん言っちゃった……！」

「まあ、それは赤あか城ぎもだしな。お互たがい様だろう。とにかく二人は、一度ちゃんと胸の内をしっかり話し合ったほうがいいよ。たぶんそれだけで──すべてが解決する」

「……うん。ありがとう、湊みなとくん」

　指の腹で涙なみだを拭ぬぐって──能のう美みははにかんだ。

　その笑えみは、どこか加か賀が美みのものにも似ていて、僕は少しドキリとしてしまう。

　何な故ぜ加か賀が美みに似ていたらドキリとしてしまうのかは、自分でもよくわからなかったけど──。

　ともあれ、これで二人の誤解が解ければ無事に問題解決だ。

　二人の仲が一向に進展しないから、一時はどうしたものかと絶望したが、どうにか丸く収まりそうでホッとする。

　……何だかとてつもなく大切なことを忘れているような気もするけど。

「う……ん……」

　そのとき、こんこんと眠ねむり続けていた加か賀が美みが不意に唸うなった。僕と能のう美みは顔を見合わせ、慌あわてて加か賀が美みに飛びつく。

「美み玖くちゃん！　気がついたの……！」

　心配そうに声を上げる能美。加か賀が美みはうっすらと双そう眸ぼうを開く。

「……ママ？」

「美み玖くちゃん、寝ね惚ぼけてるよ。ママは美み玖くちゃんでしょう？」

　いや、おまえがママで合ってるんだよ、という突つっ込みが喉のど元もとまで上がってきたが無理矢理飲み下す。今は茶化すような場面ではないのである。

　加か賀が美みは戸と惑まどったように視線を彷徨さまよわせ、それから僕の顔を認めて何かを察したようにため息を吐ついた。

「……そうだね、ごめん。少し、状じよう況きようを教えてくれるかな」

　僕は加か賀が美みが意識を失ってからの出来事を簡潔に説明する。

「──そう、赤あか城ぎくんが」

　赤あか城ぎが僕らのために一人で救助を呼びに行った下りで、加か賀が美みは切なげな顔をした。

「……ねえ、湊みなとくん。今何時かわかる？」

「今は……午後七時過ぎだな」腕うで時ど計けいを見て答える。「腹減ったのか？　だったら非常食で良ければ赤あか城ぎが──」

「ううん、そうじゃなくて」

　そして加か賀が美みは、視線だけを僕に向けてそれ告げた。

「キャンプファイヤ、できなくなっちゃったなって」

「──ッ!?」

　そこで僕はようやく自らの致ち命めい的な過あやまちに気づく。

　すぐ目の前にある命の危機に気を取られるあまり、すっかり忘れていた。

　林間学校のキャンプファイヤで、赤あか城ぎと能のう美みがダンスを踊おどらなければ、宇宙は崩ほう壊かいするのだということを。

　外の雨は一向に止やむ気配を見せておらず、僕らは現在進行形で遭そう難なん中──。

　もはやどう足あ搔がいてもキャンプファイヤなど実じつ施しできる状じよう況きようではない。

　つまり──宇宙の崩壊は確定してしまったことになる。

「……そんな……バカな……」

「二人ともそんなにキャンプファイヤ楽しみにしてたの？」

　首を傾かしげる能のう美みに、加か賀が美みは儚はかなげに微ほほ笑えんだ。

「──うん、そうだね。本当はとても大切な予定があったんだけど……全部なくなっちゃった」

　それから加か賀が美みは再びそっと目を閉じた。

「……ごめんなさい。またちょっと眠ねむくなっちゃったから、もう少しだけ寝ねるね。足引っ張っちゃって、本当にごめん」

「気にしないで。美み玖くちゃんはたくさん寝ねて……早く元気になってね」

「……ありがとう、ママ」

　まるで別れの言葉のようにそう言ってから、今度加か賀が美みは僕の頭の中に語りかけてくる。

（湊みなとくんも……私のせいでこんなことに巻き込んじゃって、本当にごめん……）

（謝らないでくれよ……！　それにまだキャンプファイヤができなくなったって決まったわけじゃ──）

　懸けん命めいに解決策を考える。加か賀が美みは諦てい観かんしたような、清すが々すがしささえ感じられる口調で続けた。

（私の身体からだの調子がずっとおかしかった理由、やっとわかったの。たぶん──存在が消えかかってるんだよ）

（存在が……消えかかってる……？）

（そう。私のお父さんとお母さんが、林間学校のキャンプファイヤで踊おどった、っていうのは、歴史に刻まれた一つの事実なの。でも、その事実の履り行こうが不可能になった今、因果律の崩ほう壊かいは確定してしまった。タイムパラドクスってやつだね。たぶん、宇宙全体の崩ほう壊かいはもう少し時間を掛かけて行われるんだと思うけど、まずは因果の中心にいる私が、この世界から否定され始めたの）

（……それで、動けなくなったってことか）

（うん。たぶん一週間まえから、この結果は決まってたんだろうね。だから少しずつ、私の身体からだはおかしくなっていったんだよ）

（そんな……何とか、何とかならないのか……！）

（何ともならないから……〈運命〉なんじゃないかな）

　冷たさすら感じられる口調で、加か賀が美みは断言する。

（キャンプファイヤができない、っていうのは、もはや確定した一つの事実だよ。確定した事実を覆くつがえすには──因果を遡さかのぼるしかない。私が未来から、きみを助けるために来たみたいにね。でも、今の私にはタイムスリップなんて大層なことはできない。たぶん那な珂か川がわさんにもね。だからもう──どうしようもないんだよ）

　突つきつけられる現実に──僕は打ちひしがれる。

　もしかしたら僕は、〈運命〉を変えるということを甘く見みていたのかもしれない。

　一度、奇き跡せき的な偶ぐう然ぜんで〈運命〉を変えられたために──調子に乗ってしまった。

　今回のことも、赤あか城ぎと能のう美みをくっつければそれで問題解決なのだと、軽くそう捉とらえていた。

　だが、その大元にあったのはもっと抗あらがいがたい拘こう束そく力みたいなもので。

　結局、僕はその拘こう束そく力に翻ほん弄ろうされるがまま──敗北した。

　初めからもっと真しん剣けんに捉とらえていれば、もしかしたら別の未来もあったかもしれないのに──そんな後こう悔かいさえ後の祭りだ。

　悔くやしさに拳こぶしを固める。

（湊みなとくんが責任を感じることなんかないよ）

　まるで母親が子どもを宥なだめるような穏おだやかな口調で加か賀が美みは言う。

（初めから──〈運命〉を変えるなんて、人の身には過ぎた大たい望もうだったんだよ。それでも一度はその大たい望もうを成した湊みなとくんは……すごいよ。本当に尊敬する。ご褒ほう美びにちゅーしてあげたいくらいにはね）

（……気休めでも嬉うれしいよ）

　慰なぐさめられるのは、逆に堪こたえる。いっそ無能と罵ののしってくれれば楽なのに。

（──ねえ、湊みなとくん）

　加か賀が美みは。

　わずかに双そう眸ぼうを開いて微ほほ笑えんだ。

（私ね、この時代に来て、湊みなとくんたちと出会えて、すごく楽しかったよ。色々バカなことをやって、たくさん笑って──すごく幸せだった）

（や……やめろよ……今生の別れみたいだろ……）

（中でも一番嬉うれしかったことはね──きみに出会えたことだよ。私、それまであんまり年の近い男の子と関わることがなかったから、正直最初は湊みなとくんのことちょっと怖こわかったんだ。不真面目だし、根暗だし、友だち少ないし）

（……頼たのむよ、加か賀が美み。そういう話は、今度にしよう？　な？　今はもっと明るい話題で気分転てん換かんを──）

（でも湊みなとくんは、優やさしかった。私の秘密を話しても、それまでと同じように、普ふ通つうの女の子と同じように、私に接してくれた。それがすごく嬉うれしくて……ドキドキした）

　普ふ通つうの女の子と同じように──。

　それは、かつて天あま津つ風かぜにも言われた言葉だ。

　普ふ通つうではないがゆえに、普ふ通つうに憧あこがれる。

　そんな年とし頃ごろの少女が持つような小さな願いを、加か賀が美みも抱いだいていたというのか。

　僕はただ、人並み外れた不運という自らの異常から、一いつ般ぱん的とは異なる尺度で物事を捉とらえていただけなのに。

　それが加か賀が美みにも、ささやかな安心を与あたえていたというのだろうか。

（──なんかまた眠ねむたくなってきちゃった。少し……寝ねようかな……）

　不意に囁ささやくように言うので、僕は慌あわてる。

（ま、待て加か賀が美み！　もう少し、もう少し何か話そう！　そうだ、僕の中学のときの面おも白しろ不運エピソードを特別に教えてやろう！　あれは中二の秋のことで──）

（湊みなとくん……もしかしたら、もう目が覚めないかもしれないから……今のうちに伝えておきたいんだけど……）

（落ち着け加か賀が美み！　大だい丈じよう夫ぶだ！　おまえは必ず元気になる！　僕が約束する！　またこのまえみたいに、華か麗れいに一発逆転で〈運命〉ってヤツを変えてやる！　僕を信じろ！　だから、そんな今際いまわの際みたいなことは言わないで──）

（あのね、湊みなとくん……。これは……本当は隠かくさなきゃいけない気持ちなんだけど……私……たぶん……湊みなとくんのことが──）

　そこで不意に、それまで頭の中を占せん有ゆうしていた加か賀が美みの言葉が途と切ぎれた。

　慌あわてて横たわる加か賀が美みの様子を窺うかがうと──彼女は苦しげに寝ね息いきを立てていた。

　何もかもが手て詰づまりで手て遅おくれで、頭の中はぐちゃぐちゃだった。

　無意識に手を伸のばして、加か賀が美みの頰ほおに触ふれる。

　暖だん炉ろの前だというのに、その肌はだは驚おどろくほど冷たかった。

　……頼たのむ、赤あか城ぎ。早く……早く戻もどってきてくれ……！

　祈いのるように、強く願う。

　だが、現実とは無む慈じ悲ひなほど残ざん酷こくで。

　それから二時間経たっても三時間経たっても、赤あか城ぎが戻もどってくることはなかった。
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　暖だん炉ろの中で揺ゆれる火を、僕はぼんやりと眺ながめる。

　薪まきをくべると、たまにパチリと小気味の良いい音が響ひびくが変化と言えばそれくらいだ。

　時が止まってしまったかのような、あるいは永遠に引き延ばされているかのような、不思議な感覚だけが増大していく。

　意識は清せい澄ちよう。昼間あれだけ歩き回って疲つかれ果はてているはずなのに、不思議と眠ねむさはない。

　僕の隣となりには、能のう美みと加か賀が美みが仲良く隣となり合あって眠ねむっていた。

　本当は能のう美みと二時間交こう替たいで火の番をする約束をしていたが、能のう美みも疲つかれているはずなので朝まで寝ねかしておいてやることにする。

　自己犠ぎ牲せい、なんてそんなご立派なものではない。

　どうせ僕は頭が冴さえて眠ねむれないのだから、これはただの適材適所というやつだ。

　時刻は午前一時を回ったところ。

　雨足はだいぶ収まったようだが、まだしとどに雨は降り続いていた。

　天候がなかなか回復しないのは、天あま津つ風かぜが心配しているからだろうか。

　彼女を不安にさせてしまっていることを申し訳なく思いつつ、あいつの気持ち次し第だいで天気が変わるのは迷めい惑わくだよな、と他ひ人と事ごとのような感かん慨がいを抱いだく。

　赤あか城ぎは──無事にみんなの元へ辿たどり着つけただろうか。

　おそらくだが、救助が遅おくれているのはこの雨のせいで山に人が入れないからなのだろう。明るくなったら、必ず赤あか城ぎが救助を連れて戻もどってくる。

　絶対に……赤あか城ぎに何かあって救助が来ていないわけではないのだと。

　僕は祈いのるようにそう思う。

（ぃ……）

　そこで不意に、また脳内に加か賀が美みの意識が広がった。僕は慌あわてて加か賀が美みに飛びつく。

（大だい丈じよう夫ぶか！　どこか苦しいのか！）

　必死の問とい掛かけに、しかし加か賀が美みは答えず、独り言のように弱々しく呟つぶやく。

（……寒い……すごく寒いよ……湊みなとくん……）

　寒い？　寝ね入いっている二人のために、暖だん炉ろも強めに焚たいているつもりだったが……。

　僕は申し訳ないと思いつつも、毛布の中に手を突つっ込んで加か賀が美みの肌はだに触ふれる。

　加か賀が美みの身体からだは──まるで生きていないかのように冷え切っていた。

「なんで……どうして……！」

　自分の力で発熱できなくなっているのか。

　しかし、彼女は暖だん炉ろの近くの一番暖かいところに横になっている。これ以上近づけたら火傷やけどの危険があるというのに……それでも彼女の身体からだを温めきれないというのか。

　必死に頭を捻ひねって考える。効率的に彼女を温める方法を。

　そうして一つだけ原始的な方法を思いついたが……さすがに躊ちゆう躇ちよする。

　その方法には倫りん理り的な問題があったからだ。

　せめて能のう美みを起こして協力してもらうか──。

　そんな考えも浮うかぶが、それでは能のう美みの負担になってしまうと却きやつ下かする。

　ならばどうするかとさらに思考を進めて──僕は倫りん理りを捨てた。

　この非常時に倫りん理りもクソもない。

「……加か賀が美み、悪い。ちょっとだけ我が慢まんしてな」

　囁ささやくようにそう言って、僕は加か賀が美みがくるまっていた毛布を剝はぐ。

　揺ゆらめく暖だん炉ろの赤い火に照らされた、幼い肢し体たいが露あらわになる。

　そのあまりの美しさに──僕は思わず息を吞のむ。

　染しみ一つない、白磁のように白く滑なめらかな肌はだ。起き伏ふくに乏とぼしく、肉付きも申し訳程度だったが──それでも紛まぎれもなくそれは少女の身体からだだった。

　薄うす桃もも色いろのレース地の下着だけを身に着けて横たわる加か賀が美みは、神秘的な存在感を放っている。

　いつまででも眺ながめていたい衝しよう動どうに駆かられたが、寒そうにぶるりと身体からだを震ふるわせた加か賀が美みを見て僕は我に返る。

　僕は、羽織っていた毛布を一度床ゆかに置いてから裸はだかの彼女を抱だきかかえる。

　そして暖だん炉ろの前まで戻もどり、あぐらをかいて座ると、その上に加か賀が美みのお尻しりを乗せて背中から彼女を抱だき締しめた。

　肌はだと肌はだとの接せつ触しよく──。

「──っ！」

　そこで改めて彼女の身体からだの冷たさに驚おどろく。本当に──生きていないかのように冷え切っている。改めて毛布を羽織り、僕は冷たさに縮こまろうとする脳からの指令を無視して、強く彼女を抱だき締しめた。

（……んっ）

[image: ]

　敏びん感かんな部分に触ふれてしまったのか、どこか艶つやっぽい加か賀が美みの声が脳内に響ひびく。まだ幼さを残した少女の柔やわ肌はだに触ふれるという大罪に、心底申し訳なさを覚えながらも、僕は自らの体温を移すように接せつ触しよくを強める。

　それから加か賀が美みの首元に顔を埋うめて祈いのるように呟つぶやく。

「……頼たのむから早く元気になってくれ……〈運命〉なんか、僕がまた蹴け散ちらしてやるから……。おまえがいないと、僕はダメなんだよ……なあ、加か賀が美み……！」

　腕うでの中の小さな少女は何も答えない。

　ただ長い夜だけが、ゆっくりと更ふけていく。

　いつしか雨音は聞こえなくなっていた。
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　いつの間にか明け方近くになっていた。

　磨すりガラスのように曇くもった窓からは、朝日が差し込んで見える。どうやら雨雲は去り、再び夏の陽気が戻もどってきたようだ。

　平和な朝の訪おとずれを叫さけぶように、セミの鳴き声が響ひびき始める。

　時刻は午前五時。捜そう索さく隊が動き始めるとしたらそろそろだろう。

　僕は能のう美みを起こして、服を着させる。さすがにいきなり捜そう索さく隊が現れたときに半はん裸らだったら彼女が可哀想かわいそうだ。

　能のう美みは火の番を寝ね過すごしてしまったことを半はん裸らのまましきりに謝ってきたが、僕が勝手に起こさなかっただけだから気にするなと、強ごう引いんに納なつ得とくさせた。

　ちなみに加か賀が美みは、夜明けまえにようやく体温が正常に戻もどったので、事前にまた毛布にくるんで板の間に横たえておいた。夜の間の秘密を知っているのは僕だけということになる。さすがに加か賀が美みも夜の間中ずっと半はん裸らの僕と肌はだを重ねていたなんて事実を知ったらショックを受けるだろうから、この秘密は墓の下まで持っていくことに決めつつ僕も着き替がえる。

　体操服もジャージも生なま乾がわきで気持ちが悪かったがこればかりは仕方がない。それから能のう美みに加か賀が美みの服も着させてもらって、僕らの支し度たくは完かん了りようした。

　朝食は、赤あか城ぎの荷物に入っていた携けい行こう食と水を二人で分け合う。

「……私、おなか空いてない」

「気持ちはわかるが我が慢まんして無理にでも食べてくれ。赤あか城ぎが助けに来てくれたとき、おまえが腹を空かせてたら僕がどやされる」

「……湊みなとくん、ずるい」

　不服そうに僕を睨にらむ能のう美みだったが、それでも大人しく食べてくれた。

　食事を摂とったら──途と端たんにやることがなくなった。

　というかそもそも、赤あか城ぎの到とう着ちやくを待ち続けたほうが良いいのか、それとも自発的に動いたほうが良いいのかもよくわからない。

　人生に正解なんてないのだ。

　それでも僕は、赤あか城ぎとの約束を信じて避ひ難なん小屋で待つことを選せん択たくした。

　時間ばかりが経過し、やがて七時に差さし掛かかろうかというところで──それは起こった。

　避ひ難なん小屋が突とつ然ぜん揺ゆれ始めたのだ。

　質素な造りの小屋なので潰つぶれてはまずいと、僕らは小屋を飛び出した。僕の背中にはこんこんと眠ねむり続ける加か賀が美みもいる。

　小屋の外に出ても揺ゆれは続いているのでおそらく地じ震しんなのだろう。幸いなことにそれ以上は揺ゆれが酷ひどくなることもなくやがて収まっていった。

　小屋も無事な様子だ。ホッと胸をなで下ろして、再び小屋の中へ戻もどったところで──再びの振しん動どう。また地じ震しんかと腰こしを浮うかし掛かけるが、どうにも今度のものは、先ほどまでのものとは少し異なるようだった。

　揺ゆれというよりは、もっと細かい振しん動どうのようで──。

「──っ！　能のう美み！　すぐに外へ出ろ！」

「え、あ、はい……っ！」

　直感的に不ふ穏おんなものを覚え、僕らは再び小屋の外へ出る。

　細かい振しん動どうはまだ続いている。むしろ少しずつ大きくなっているような気さえする。

　耳を澄すますと、まるで地鳴りのような音も聞こえてくる。

　セミの声は──いつしか止やんでいた。

　次の瞬しゆん間かん、全身を悪お寒かんのようなものが駆かけ巡めぐり、僕は反射的に山側の傾けい斜しやを見上げる。

　そうして、絶句する。

「……ヤバい」

「え？　湊みなとくん、何か言った？」

　傍かたわらで不思議そうに首を傾かしげる能のう美み。僕は、恐きよう怖ふのあまり張り付いて詰つまりそうになる喉のどを懸けん命めいに開いて言う。

「……走れ」

「はい？」

「──走れっ！」

　僕は背中に加か賀が美みを負ぶったまま、急いで駆かけ出だす。能のう美みもそこでようやく非常事態に気づいたようで、慌あわてたように僕を追ってくる。

「湊みなとくん！　まさかあれ、土ど砂しや崩くずれ!?」

　今にも泣き出しそうな声で能のう美みが叫さけぶ。

　そう、地じ響ひびきの正体は──大規模な土ど砂しや崩くずれだった。

　おそらく昨日の大雨でぬかるんだところに、先ほどの地じ震しんがダメ押しとなったのだろう。

　クソッ……！　天あま津つ風かぜとちょっと離はなれただけだってのに、昨日から不運が過ぎる……！

　泣き言を思いながらも、とにかく懸けん命めいに足を動かす。

　足場も悪く、また加か賀が美みを背負っていることもあり、バランスを取ることさえ大変難しいが、火事場の馬鹿力というアレなのか、奇き跡せき的に転ぶことなく僕の足は大地を踏ふみしめ続けている。

　横目に斜しや面めんの上方を見る。まだこの辺りに到とう達たつするには少しの猶ゆう予よがありそうだ。

　このまま行けば、逃にげ切きれるかも──。

　そんなささやかな希望が見えてきたところで。

「──きゃっ！」

　背中から能のう美みの短い悲鳴が上がる。慌あわてて足を止めて振ふり返かえると──彼女は地面に倒たおれ伏ふしていた。

「能のう美み！」

　僕は駆かけ寄よる。しかし、能のう美みは立ち上がらずに膝ひざのあたりを押さえる。ジャージにはじんわりと赤い色が滲にじんでくる。

　まさか……怪け我がを……。

　絶望という言葉が脳のう裏りを過る。

「湊みなとくんたちは先に行って……」

「ば、バカ言うなよ！」僕は怒ど鳴なりつける。「いいから立て！　それから僕の背中にしがみつけ！　加か賀が美みは両手で抱かかえて走る！」

「無茶言わないでよ！　そんなことしたら三人とも死んじゃうでしょ！」

　能のう美みの言葉が、鋭するどく心を抉えぐる。それは、誰だれが考えても明らかな結末だ。

　二の句を継つげずにいる僕に、能のう美みはこの非常事態だというのに優やさしげに言う。

「──私は、大だい丈じよう夫ぶだから。ピンチのときには、必ずヒーローが駆かけつけてくれるから……！　必ず、助けてくれるって、約束したんだから……！」

　それから能のう美みは、感かん極きわまったように天に向かって叫さけんだ。

「祐たすくちゃん……助けて……！　助けてっ！　祐たすくちゃんっ！」

　悲痛な彼女の叫さけびは無む慈じ悲ひに虚こ空くうに霧む散さんして──。




　──次の瞬しゆん間かん、奇き跡せきが起きた。




「天あ里り沙さ───ッ！」

　聞こえるはずのない声が聞こえる。

　いるはずのない男の声が聞こえる。

　最初は奇き跡せきを望む心が生んだ幻げん聴ちようなのかと思った。

　しかし、能のう美みも驚おどろいたように目を丸くしているのを見て──それがただの幻げん聴ちようではないことを知る。

　慌あわてて、今走ってきた道に視線を向ける。

　するとその先に。

　全身を泥どろにまみれさせながらもこちらへ向かって全力で走る赤あか城ぎ祐たすくの姿が見えた。

「うそっ……祐たすくちゃん……ほんとうに、助けに……！」

　放心したように呟つぶやく能のう美み。

　赤あか城ぎは再び叫さけんだ。

「湊みなと氏───ッ！　走れ───ッ！」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、絶望に固まっていた僕の足は、まるで噓うそのように軽くなり再び大地を蹴けり出すことができた。

　もう決して振ふり返かえらない。何な故ぜならば、振ふり返かえらずともわかるからだ。

　僕の後ろには、誰だれよりも頼たよりになる男が走っているのだと。

「──ッ！　散々待たせやがってこの野や郎ろう！」

「ははっ、しかしヒーローは遅おくれて登場するものですぞっ！」

　すぐ横から皮肉っぽい、しかし軽快な返しが来る。

　いつの間に僕に並んでいたのか。ちらりと視線を横へ向ける。

　そこでは赤あか城ぎが、吊つり橋ばしのときと同様に、能のう美みをお姫ひめ様抱だっこの要領で抱だきかかえて僕に併へい走そうしていた。

「遅おくれてしまって申し訳ないっ！　昨日の夕方過ぎには無事先生たちと合流できたのですが、昨夜の雨では山に捜そう索さく隊を出せないと言われてしまいましてな。ならばせめて自分だけでもと一人でこっそりと湊みなと氏たちの元へ戻もどろうとしたのですが、それも八や重え樫がし氏と天あま津つ風かぜ嬢じように全力で止められてしまって──仕方なく夜明けまで我が慢まんしたのですぞっ！」

「それは天あま津つ風かぜたちが正しいわ！」こんな状じよう況きようだというのに笑えてくる。「それじゃあ、捜そう索さく隊はどうなったんだよ」

「すぐ近くまで来ていますぞ。しかし、先ほどの地じ震しんで真っ先に土ど砂しや崩くずれの危険を察知した自分だけが単独行動で避ひ難なん小屋へ向かったのですぞ」

「相変わらず頭の回転と行動力がズバ抜ぬけてるな！」

「ちなみに、湊みなと氏たちが避ひ難なん小屋から東に向かって逃にげたような気がすると無線で教えてくれたのは、天あま津つ風かぜ嬢じようですぞ。すごいですな、これが愛の力の成せる技わざですかな？」

　おそらく八や重え樫がしのとっさの機転で、天あま津つ風かぜに僕らの現在地を予想させたのだろう。天あま津つ風かぜならば、たとえ当て推量でも正確に僕らの居場所を特定できるはず。どうやらまたこっそりと天あま津つ風かぜの激運に救われていたらしい。

「それにしてもさすがは湊みなと氏ですぞ。湊みなと氏もいち早く土ど砂しや崩くずれを察知して、天あ里り沙さを連れて逃にげ出だしてくれたのでしょう？　湊みなと氏は命の恩人ですぞっ！」

「祐たすくちゃん……祐たすくちゃん……！」

　能のう美みは先ほどから赤あか城ぎにしがみ付いてずっと嗚お咽えつを漏もらしていた。

「祐たすくちゃん、ごめんね……！　私ずっと祐たすくちゃんのこと勘かん違ちがいしてて……！　それなのに祐たすくちゃんは、何度も私のことを助けてくれて……！」

「約束したからなっ！」

　赤あか城ぎは、そのときだけはオタク口調を止めてきっぱりと言い切った。

「天あ里り沙さがピンチのときには、何があっても必ず俺が誰だれよりも早く駆かけつける。俺はおまえだけのヒーローになってやるって、約束しただろうっ！」

「祐たすくちゃぁぁぁん！」

　もはや能のう美みは号ごう泣きゆうだった。どうやら……懸け念ねんしていた蟠わだかまりは、思いのほかあっさりと解消されたらしい。

　本当に良かったと、心の底からそう思う。

　惜おしむらくは、今、僕らが命に危機に瀕ひんしていなければ、というところなのだが。

　軽かろやかな気持ちで、僕は懸けん命めいに足を動かす。

　無む駄だ口ぐちを止め、歯を食いしばってひたすらに駆かけ続けて──僕らはかろうじて土ど砂しや崩くずれの影えい響きよう外まで逃にげ延のびることができた。

　昨日から一いつ睡すいもしておらず、体力が尽つきかけている僕は元より、自分よりも背の高い能のう美みを抱かかえて長ちよう距きよ離りダッシュをした赤あか城ぎもまた限界だったようで、僕らは仲良くぬかるんだ地面に倒たおれ込んだ。

　ぜーはーぜーはー、と全力で呼吸を整える。

「……何とか……なるものですな……！」

　苦しげに赤あか城ぎは呻うめいた。

「ああ……本当に……馬鹿げてるよ……！　まさか、土ど砂しや崩くずれから、走って逃にげるなんてな……！」

　僕も、息も絶え絶えに答える。

　呼吸をするのにも精せい一いつ杯ぱいなのに、何だか荒こう唐とう無む稽けい過ぎて笑えてきた。

　赤あか城ぎや能のう美みも同じだったようで、三人で苦しげに笑い合う。

　それから赤あか城ぎは上体を起こし、僕に向き直って手を掲かかげた。

　すぐにその意図を察して、僕も上体を起こし、掲かかげられた手に強く自分の手を重ねた。




　──パァン！




　小気味の良いい快音が、真夏の蒼そう天てんへ高らかに響ひびき渡わたった。

　いつしかセミの大合唱も再開していた。
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　──ひんやりと。

　よくクーラーの効いたバスに揺ゆられて、僕はぼんやりと流れる車窓の景色を眺ながめる。

　この上なく現実的で平へい凡ぼんな状じよう況きようなのだが、どういうわけかあまり現実感がない。

　それだけ昨日から今朝に掛かけて、僕の身に起こった出来事が非現実的だったということなのだろうけれども、何となく戻もどってきたはずの現実に居い心ごこ地ちの悪さのようなものを感じてしまうのは精神衛生上あまりよろしくない。

　それから何とはなしに、救助されてからのことを思い出す。

　あの土ど砂しや崩くずれ（正確には地じ滑すべりというらしい）から逃のがれたあと、僕らは無事に捜そう索さく隊から保護され、そのまま速すみやかに病院へ搬はん送そうされた。

　このまま入院なのだろうか、と不安になったが、幸いなことに大きな怪け我がもなかったため、僕らは早々に解放された。能のう美みの捻ねん挫ざも軽いもので済んだようだ。

　加か賀が美みは──このときばかりは、補助電源とやらを使い、何事もなく元気なふうを装よそおって切きり抜ぬけた。さすがに精密検査をされてしまったら、彼女の身体からだの秘密がバレてまずいので、心苦しくはあったが加か賀が美みに無理をしてもらえて助かった。

　結局午前一杯ぱいを諸もろ々もろの事後処理に費ついやして──クラスのみんなと合流できたのは東京へ戻もどる直前だった。

「ご……ごだろうざあああん！」

　再会するや否いなや、天あま津つ風かぜは周囲の目も憚はばからず、大号ごう泣きゆうで僕に抱だきついてきた。自らが汚よごれるのも厭いとわずに、泥どろまみれの僕のジャージの胸に顔を押し当てておんおんと泣く天あま津つ風かぜ。

「良かったです……本当に良かったです……！　皆みなさんが無事で……私、ずっと心配で心配で……一晩中、神様に祈いのってたんです……」

　もしかしたら、天あま津つ風かぜが僕らの無事を祈いのってくれていたおかげで、何事もなくこうしてここへ戻もどってこられたのかもしれない。何より、天あま津つ風かぜの機転がなければ赤あか城ぎが間に合わなかったわけで。

「……ありがとな、天あま津つ風かぜ」

　感謝の言葉とともに抱だき締しめてやりたい衝しよう動どうに駆かられたが、背中に加か賀が美みを負ぶっていたため諦あきらめた。

　救助や病院関係者の前では元気に振ふる舞まっていた加か賀が美みだったが、すでに補助電源とやらも切れたようで今は再び睡すい眠みんモードだ。

　存在が消えかかっているというのは──本当のようだった。

　こちらの件は、未いまだに有効な対たい抗こう策を思いつけないでいた。というか、キャンプファイヤが行われなかったという事実が存在する以上、それを覆くつがえすことなど今さらできるはずもなく完全にお手上げ状態だった。

　だが、このままでは宇宙は崩ほう壊かいしてしまう。意地でも何とかしなければならなかったが……重度の寝ね不ぶ足そくと疲ひ労ろうも相まって、思考が上う手まくまとまらない。

　結局何も思いつかないまま、僕らは帰路のバスに乗り込んだのだった。

　隣となりの席には、こんこんと眠ねむりに就つく加か賀が美みが座っている。

　ちなみに後ろの座席には、赤あか城ぎと能のう美みの二人が仲良く並んで座っていた。先ほどちらりと覗のぞき見みたが、今は手を繫つなぎ肩かたを寄せ合って二人とも眠ねむっていた。

　二人のことは──もう大だい丈じよう夫ぶだろう。

　だからあとは加か賀が美みのことだけ──。

「──琥こ太た郎ろうさん」

　ひょっこりと、前の座席から天あま津つ風かぜが顔を覗のぞかせた。

「眠ねむらないんですか？」

「ああ……うん。身体からだは疲つかれ果はててるんだけど、なんか頭が冴さえちゃってさ」

「良かったらあとで膝ひざ枕まくらでもしてあげましょうか？」

「え、マジで!?」

「もちろんです。たくさん頑がん張ばった琥こ太た郎ろうさんにご褒ほう美びたくさんあげちゃいます」

　ボーナスステージかよ！　必死に頑がん張ばった甲か斐いがあるってもんだよ！

「ちなみに私、膝ひざ枕まくらって初体験なのですが、琥こ太た郎ろうさんはどうですか？」

「……。僕も初めてだよ？」

「──今の間は何ですか？　もしかして、過去に誰だれか女の子にやってもらったことがあるんですか？」

「…………」

　相変わらず勘かんが鋭するどい。その誰だれかが、今僕の隣となりで眠ねむりこける加か賀が美みであると知られたらまずいと思い、上う手まく誤ご魔ま化かす。

「やだなあ、天あま津つ風かぜ。そんなはずないだろう？　ただ、天あま津つ風かぜの初めてを僕みたいなカス虫がもらってしまって良いのかを悩なやんだだけさ」

「こ、琥こ太た郎ろうさんになら、私の初めて、ぜ、全部捧ささげてあげても良いですよ……」

「全部って何!?」

　天あま津つ風かぜ、たまにブレーキが壊こわれたこと言うから怖こわい。

　このままでは精神衛生上よろしくないと判断して、僕は早々に話題を変える。

「それにしても──僕らのせいで、天あま津つ風かぜがこの林間学校を十分に楽しめなかったのは心残りだな。やっぱり夏休み、どこか旅行してリベンジしようぜ」

「林間学校は昨日までで十二分に楽しめましたけど……でも、そうですね。次はきららさんも一いつ緒しよに、みんなで楽しい旅行にしましょう！」

「でも、おまえんちそういうの大だい丈じよう夫ぶなのか？　男がいるグループで旅行なんて……ご両親に反対されるんじゃないか？」

　天あま津つ風かぜはお嬢じよう様さまで、さらに素す敵てきなご両親に溺でき愛あいされているので少し心配になる。

「琥こ太た郎ろうさんと一いつ緒しよなら、全然大だい丈じよう夫ぶですよ。お父様もお母様も、琥こ太た郎ろうさんのこととても気に入ってしまいましたから。何ならすべての旅費を出させてほしいと息巻いているくらいです」

「……大変ありがたいお申し出だけど、さすがにそこまでお世話になるわけには」

「でもお父様、『息むす子このためならば、安いものだ』とニコニコしていました」

「娘むすめの間ま違ちがいですよね、お義と父うさん!?」

　何か外そと堀ぼりが埋うめられてる気がする……。将来に対して言い知れぬ不安を抱いだき始める。

「……でも、キャンプファイヤできなかったのは心残りです。確かキャンプファイヤで共に踊おどった人たちは永遠に結ばれるという伝説があるのですよね」

「らしいな。まあ、よくある恋れん愛あい系の流言飛語だろう。真に受けるほどのことでは──」

「こういうのは、信じる心が大切なのですよ！」

「そうかなあ」

「私、琥こ太た郎ろうさんと永遠に結ばれたいです！」

「ちょっと何言ってるかわからないです」

「なんで何言ってるかわからないんですか!?」

　いつもの掛かけ合あいでお茶を濁にごす。まさか天あま津つ風かぜも本気で僕と永遠に結ばれたいと思っているわけではあるまい。……わけではない、よね……？

　ますます不安になる僕に、天あま津つ風かぜは拗すねたようなふくれ面つらを向ける。何だか良くない流れになりそうだったので、僕はまた話題を変えることにする。

　何か上う手まく彼女の気を逸そらせそうな話題はないだろうか。

　僕は話題探しのために、林間学校を初日から遡さかのぼって考える。

　……。

　…………。

　………………。

「────え？」

　そうして何気なく思い出した初日の天あま津つ風かぜの一言に──僕は思考が停止する。

　まさか……そんなことが、あり得るのか……？

　疑問や疑念は山ほどある。

　だが、相手は豪ごう運うんの青春令れい嬢じよう、天あま津つ風かぜ撫なで子しこである。

　彼女ならば、反則すれすれの裏うら技わざも、嬉き々きとして正道にしてしまうような気がする。

　だから僕は、最後の望みを天あま津つ風かぜに託たくすことにした。

「──なあ、天あま津つ風かぜ。ちょっと無茶な相談があるんだけど……」

　僕は天あま津つ風かぜの耳に顔を寄せて小声で囁ささやく。何な故ぜか耳を真っ赤にして僕の〈相談〉を聞いていた天あま津つ風かぜだったが、すべてを聞き終えると、満面の笑えみを浮うかべてこう言った。

「──わたくしめに、お任せあれ」
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　バスは無事に東しの雲のめ学園へ到とう着ちやくし、一同は解散となった。

　加か賀が美みはあれからずっと眠ねむりこけていたので、僕は再び彼女を負ぶっている。

　ただ、身体からだはもう動かせないようだったが、意識だけはあるようだ。

（湊みなとくん……私、もう……）

（諦あきらめるな。あと少し、あと少しだけ頑がん張ばって意識を保ってくれ）

　心の中で彼女を元気づけて、僕は最後の仕上げに向かう。

「皆みなさん、お疲つかれでしょうから、おうちまでお送りしますよ」

　天あま津つ風かぜの提案で、僕らは彼女を迎むかえに来た黒塗ぬりのリムジンに乗り込む。もちろん、赤あか城ぎや能のう美みも一いつ緒しよだった。

　バスよりもよほど快適なリムジンに揺ゆられること数分。

　僕らは天あま津つ風かぜ家の門の前に到とう着ちやくしていた。いったいどういうことなのかと首を傾かしげる一同に、天あま津つ風かぜはウィンクを向けて言った。

「──事前にお知らせしなくてすみません。でも、どうしても皆みなさんにお見せしたいものがあったんです」

　リムジンは、音もなく門をくぐり、広い前庭を進んでいく。やがてリムジンは屋や敷しきより少し手前のところで停車した。

「皆みなさん、こちらです」

　車を降りて天あま津つ風かぜは歩き出す。僕らはただ言われるままに彼女の背中を追っていく。

「いったい何用ですかな？」赤あか城ぎが不思議そうに呟つぶやいた。

「……でも、すごいおうちだね。さすが天あま津つ風かぜさん」能のう美みも感心したように呟つぶやく。

　しばらく歩いたところで、天あま津つ風かぜは足を止めた。

「──なるほど、そういうことでしたか」

　ようやく合が点てんがいったというふうに赤あか城ぎは指を鳴らす。他のみんなも〈それ〉を見て当然のように彼女の意図を察する。

　何も理解できていないのは──僕の背中で目を閉じる加か賀が美みくらいだろう。

「──加か賀が美み、起きてるか？　ちょっとだけ頑がん張ばって、これを見てくれないか？」

「……ん」

　背中の加か賀が美みにも良く見えるように、僕は身体からだを横にして〈それ〉を加か賀が美みに示した。

　加か賀が美みはつらそうに少しだけ双そう眸ぼうを開き──そしてその先に広がる光景を見て、目を大きく見開いた。

「そん、な……まさか……！」

　信じられないものでも見たかのように惚ほうける加か賀が美み。

　その反応も無理はない。

　何な故ぜならそこには──井い桁げたに組まれた薪まきが煌こう々こうと燃え上がる、それはそれは見事なキャンプファイヤが当然のように鎮ちん座ざしていたのだから。

　僕らの反応を楽しむように、天あま津つ風かぜは含ふくみ笑わらいを浮うかべて言った。




「くふふ……どうやらサプライズは大成功のようですね。さて、皆みなさん、林間学校お疲つかれさまでした。ですが──おうちに帰るまでが林間学校ですよ！　さあ、林間学校の最後に、昨日できなかったキャンプファイヤを皆みなさんで楽しみましょう！」




　そう、これこそが──僕の一発逆転の一手だった。

　僕は帰りのバスの中で、こう提案した。




　──『帰りに天あま津つ風かぜの家でキャンプファイヤをすることは可能か』、と。




　天あま津つ風かぜ家は、東しの雲のめ学園都市の外れにひっそりと佇たたずんでいる。つまり住宅地ではないため、庭で火をおこそうが誰だれに怒おこられることもないと踏ふんだのだ。

　天あま津つ風かぜはノリノリですぐに執しつ事じの衣きぬ笠がさ氏に確かく認にんを取ってくれて──そして彼女の望みは、天あま津つ風かぜ家の使用人全員の力によって叶かなえられたという寸法だ。

　そして肝かん心じんなのはここからだが……彼女は、初日にこんなことを言っていた。

　──『家に帰るまでが遠足です』、と。

　僕はそんな天あま津つ風かぜの認にん識しきを利用して──全員が帰宅するそのときまで、林間学校は終わっていないのだと現実を拡張させたのだ。

　つまり──今はまだ林間学校の真っ最中ということになる。

　今回の世界崩ほう壊かいフラグは、『赤あか城ぎ祐たすくと能のう美み天あ里り沙さが林間学校でキャンプファイヤを踊おどらなかったら世界は滅めつ亡ぼうする』というものだ。

　ならば当然──未だフラグは果たされないまま有効であることになる。

　僕は、放心する加か賀が美みにしたり顔を向けた。

「──だから言っただろう？　華か麗れいに一発逆転で〈運命〉ってヤツを変えてやるって」

　加か賀が美みの双そう眸ぼうには、少しずつ涙なみだが溜たまっていく。

「……湊みなと氏」不意に赤あか城ぎは僕を呼ぶ。「輪ゴムか何かをお持ちではないですかな？」

「輪ゴム？　いや、僕は持ってないけど……」

「ヘアゴムで良ければ私が持ってますよ」天あま津つ風かぜは僕の隣となりで小首を傾かしげる。「赤あか城ぎさん、それでも大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あいや、天あま津つ風かぜ嬢じよう。むしろ好都合ですぞ。ありがたく拝借します」

　天あま津つ風かぜからヘアゴムを受け取ると、赤城はおもむろに顔の前面を覆おおい隠かくしていた長い前まえ髪がみをまとめて、頭頂部のあたりにゴムで結ゆわえ付つけた。

　それからレンズの分厚い黒くろ縁ぶち眼鏡を外して、制服の胸ポケットにしまう。

「──っ!?」

　僕は思わず息を吞のむ。

　初めて目にする赤あか城ぎの素す顔がお。大きな瞳ひとみと長いまつげが特とく徴ちよう的な──驚おどろくほどの美形だった。

　造形の印象は、どこか加か賀が美みに似ている。

　子どもの頃ころの赤あか城ぎはとてもモテたと能のう美みは言っていたが、これは納なつ得とくだ。もしかしたら赤あか城ぎは、能のう美みのためこれ以上モテないようにと顔を隠かくし始めたのではないだろうか。

　無論、真実の程ほどは赤あか城ぎ本人にしかわからないことだけど。

　赤あか城ぎは不敵な笑えみを僕に向けてから、くるりと回れ右をし、今度は能のう美みに向き直る。

「──せっかくの機会ですぞ。自分と……いや、俺と踊おどってくれないか、天あ里り沙さ」

　恭うやうやしく頭を下げて、手を差さし伸のべる赤城。

　能のう美みは目を丸くしてそれを見つめてから、本当に嬉うれしそうにくしゃりと微ほほ笑えんだ。

「……うん。私で良ければ喜んで──」

　手を取り合って、二人はキャンプファイヤを踊おどり始めた。

　視界の隅すみにちらついていた世界崩ほう壊かいアラートは、いつの間にか消失していた。





３






　世界崩ほう壊かいを無事に回かい避ひできたためか、加か賀が美みは、すっかり元の調子を取とり戻もどしたようだった。

　今は僕の隣となりに一人で立ち、どこか大人びた表情で赤城と能美のダンスを眺ながめている。

　とにかく──ギリギリのところだったが、今回も何とか無事にフラグをやり過ごせて良かった。一時はさすがにもうダメかと諦あきらめかけたが……まあ、往々にして人間はそういうときにこそ火事場の馬鹿力的に起死回生のアイデアを閃ひらめくものなのだろう。

　……何だかそれはそれで運命に翻ほん弄ろうされているようで気持ちが悪いけれども。まあ、結果良ければ万ばん事じオッケーなのである。

　今回はあまりにも大変だったので、感かん慨がい深ぶかく二人のダンスを眺ながめていたところで──。

「──琥こ太た郎ろうさん。もしよろしければ、私と踊おどってくれませんか」

　不意に声を掛かけられる。少し驚おどろいて声のほうへ視線を向けると、そこにははにかみを浮うかべてこちらに手を差さし伸のべる天あま津つ風かぜ撫なで子しこが立っていた。

　少し緊きん張ちようしているのか、いつもよりも笑え顔がおが硬かたい気がする。

　どう答えたものか、と一いつ瞬しゆん悩なやむが、結局答えなど僕の中では初めから決まっている。

「──ああ」

　あまり感情が籠こもらないようあえてぞんざいに返事をして、僕は天あま津つ風かぜの手を取った。

　二人並んでキャンプファイヤの元まで歩み寄り、それからハタと気づく。

「あの、天あま津つ風かぜ。僕、ダンスとかやったこともないんだけど」

「何となくで大だい丈じよう夫ぶですよ」天あま津つ風かぜは満面の笑えみで僕を見上げる。「こういうのは、形よりも雰ふん囲い気きを楽しむことが大切なのです。私がリードしますので、琥こ太た郎ろうさんはそれに合わせてただこの時間を楽しんでください」

　天あま津つ風かぜは僕に向き合って両手を取る。何もわからずに、僕はただされるがまま天あま津つ風かぜと身体からだを密着させて踊おどり始める。

　とにかく天あま津つ風かぜの足を踏ふまないよう集中するが、天あま津つ風かぜ本人は涼すずしい顔で楽しげにステップを踏ふみ続ける。どうやら彼女のリードに身体からだを任せていれば、足を踏ふむなどという低レベルな失態は犯おかさないようになっているらしい。

　上う手まくできているものだと感心する。

　次し第だいに少し慣れてきて身体からだの緊きん張ちようもほぐれてくると、心にゆとりができてダンスそのものを楽しめるようになる。

　音楽のないダンス。僕と天あま津つ風かぜの鼓こ動どうだけが、シンクロするように一定のリズムを刻んでいた。得も言われぬ幸福感に思わず顔がほころぶ。

「──私、今、すごく幸せです」天あま津つ風かぜが僕にしか聞こえない声で囁ささやいた。「琥こ太た郎ろうさんとこうして青春を謳おう歌かできて、本当に胸が張はり裂さけそうなほど、幸せです」

「……僕もだよ」

　ダンスの高こう揚よう感がそれを促うながすのか、僕は普ふ段だんならば絶対に言えないような恥はずかしい言葉を平然と返す。

「僕も、天あま津つ風かぜと出会えて……幸せだよ」

「……琥こ太た郎ろうさん」

　不意に天あま津つ風かぜは、潤うるんだ瞳ひとみで僕を見上げ、それから、意を決したように続ける。

「私、琥こ太た郎ろうさんのことが──」

「──ストップ」

　直感的にこれから天あま津つ風かぜが何を言うのか予想できてしまったので、僕は彼女の言葉を遮さえぎる。

　おそらくは──告白。

　でも、今の僕にはそれを受け止める勇気がない。

　より正確に言うなら、世界に対してそこまでの責任を負えない、という感じか。

　今の世界は、僕が生きている状態と死んでいる状態が重なり合った、極きわめて不安定な形でかろうじて存在を続けている。

　言いい換かえるならば、何とか上う手まいこと、因果律からの追及を躱かわし、やり過ごしているだけなのだ。

　下手なことをしたら、これまで躱かわし続けてきた因果律からの追及を一気に受け、僕が世界崩ほう壊かいの原因になってしまう可能性だってゼロではない。

　まして相手は、世界に愛された娘むすめ、天あま津つ風かぜ撫なで子しこだ。彼女と恋こい仲なかになろうとする不安定な僕に対し、因果律が鷹おう揚ような判断を下す保証などどこにもないのである。

　だから、無責任に彼女の告白を受け入れるわけにはいかない。

　たとえば、すぐ目の前に世界崩ほう壊かいフラグが立っているときなどは、多少の無茶ができるが、天あま津つ風かぜとの関係を進展させることは、少なくとも火急に迫せまられてのことではないので、冒ぼう険けんすることに躊躇ためらってしまうのだ。

　──でも、いつまでもこのまま不安定な関係性を続けて良いとも思っていない。

　だから僕は、天あま津つ風かぜの目を真まっ直すぐに見返して言う。

「──その先は、僕から言いたい。いつか必ず、きみにそれを伝えるから……どうかそれまで、待っていてほしい。そんなに長くは待たせないから……たぶん」

　天あま津つ風かぜは驚おどろいたように目を丸くしてから、わずかに頰ほおを染めて苦く笑しようした。

「わかりました。琥こ太た郎ろうさんから言っていただけるのを、待っています。でも私、それほど辛しん抱ぼう強づよくないですから……あまり遅おそいと、隙すきを見て私から言っちゃいますよ？」

「……努力するよ」僕も苦く笑しようを返す。「夏の終わりまでには、必ず」

　僕の言葉に、天あま津つ風かぜは華はなやいだように笑った。

「──とても素す敵てきな夏休みになりそうですね。私、楽しみにしています」

　暮れなずむ緋ひ色いろの空を背景に、僕らの拙つたないダンスは続いて行く。
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　赤あか城ぎくんと能のう美みさん──パパとママが踊おどり始めた瞬しゆん間かん、それまで全く力が入らなくなっていた私の身体からだから、急に力が湧わき上あがってきた。

　湊みなとくんの背中から下ろしてもらって、私は自力で大地を踏ふみしめる。

　数時間まえは立っているのもやっとだったはずなのに、今の私の身体からだは妙みように軽い。

　一週間くらいずっと抱かかえていた身体からだの接続が上う手まくいかないような不具合も、全くなくなっていた。

　つまり──世界崩ほう壊かいフラグは無事に回かい避ひされたということなのか。

　信じられない想おもいで、私は傍かたわらに立つ湊みなとくんを見上げる。

　湊みなとくんは、どこか満ち足りた優やさしい表情で、パパとママのダンスを見つめていた。

　本当に──不思議な男の子だと思う。

　私たち未来人の都合で、普ふ通つうの青春が送れなくなってしまった世界一不幸な男の子。

　文句の一つくらい言ってもいいのに、まあ、文句の二つ三つはよく言っている気もするけど……、それでも最後にはなんだかんだ言って誰だれかのために頑がん張ばれる、そんな素す敵てきな男の子。

　天あま津つ風かぜ博士から色々と話は聞いていたから、最初はどんな素す晴ばらしい人なのだろう、と期待した。でも、クラスメイトとなった湊みなとくんは、だらしなくて、理り屈くつっぽくて、自じ虐ぎやく的で、お世辞にも天あま津つ風かぜ博士ほどの美人が夢中になるような男の子には思えなかった。

　天あま津つ風かぜ博士ほどの器量があれば、どんな男の子だって選び放題なのにどうしてわざわざこんな冴さえない子を選んだのだろう、とずっとずっと不思議だった。

　でも、天あま津つ風かぜさんが転入して来て、必然的に湊みなとくんと過ごす時間も増えてきたことで──その理由がわかってしまった。

　何というか湊みなとくんは……普通すぎるのだ。

　どんな理り不ふ尽じんな現実にも、平等に、あくまでもフラットな姿勢で向かうことができるとでも言えば良いだろうか。

　理り不ふ尽じん──つまり、異常な状じよう況きようへの耐たい性せいが高すぎて、どんな状じよう況きようでも彼にとってはあくまでも日常の一ページに成り下がってしまうわけだ。

　いったいどれだけ異常な人生を送ってきたら、そんなふうになれるのか不思議なくらい。

　私が未来人であることを告白したあの夜も、驚おどろいてはいたが、まるでそれが普通のことであるように、彼は私の話を受け入れた。

　天あま津つ風かぜさんが将来、タイムトラベルを実現することも、那な珂か川がわさんが未来から湊みなとくんを殺すためにやって来たと知ったときも、おまけに超ちよう能力者たちに命を狙ねらわれたときも。

　湊みなとくんはいつだってフラットに現実を受け入れた。

　挙げ句の果てには、自身の死が因果律によって定められた歴史的事実なのだと知ったときでさえ、大きな動どう揺ようを見せることなくそれを受け入れ、ついには奇き想そう天てん外がいな発想で因果律さえ捻ねじ曲まげて強ごう引いんに自身の生を勝ち取った。

　たぶん湊みなとくんは、自分の死さえも客観的に見ることができる、究極の平等主義者なのだろう。

　だから、普ふ通つうではない〈特別〉な人間ほど、彼に惹ひかれてしまう。

　彼の前では、どんなに〈特別〉な人間でさえ、〈普ふ通つう〉の人間として扱あつかわれてしまうから。

　自身の特とく殊しゆ性に引け目を感じている人ほど──彼の側そばは居い心ごこ地ちが良いいと感じてしまうだろう。

　──そしてそれは、私も同じだった。

　テロに巻き込まれて、片かた腕うでと内臓のいくつかを機械に置おき換かえられた、人ならざる私。

　両親も失い、絶望の果てで手を差さし伸のべてくれた天あま津つ風かぜ博士のために残りの人生を費ついやそうと決めた私は、同じ年とし頃ごろの女の子と同じように笑ったり友だちを作ったり、恋こいをしたりなんて当たり前の人生を送ることはできないのだと思っていた。

　でもこの時代に来て、私はそんな当たり前の人生を送らざるを得なくなってしまった。

　同じ年とし頃ごろの普ふ通つうの女の子たちに混ざって過ごすのは……正直、すごいストレスだった。

　だって、この時代の普ふ通つうの女の子たちはみんなキラキラしていて、眩まぶしいくらいに綺き麗れいで、私なんかとは文字どおり住む世界が違ちがっていたから。

　それに私は、事故の影えい響きようで発育が遅おくれている。だから女性らしい起き伏ふくに富んだ身体からだをしている他の女の子たちが、最初は羨うらやましくて仕方がなかった。

　言ってしまえば私は──劣れつ等とう感の塊かたまりだったのだ。

　そんな私の認にん識しきを変えてくれたのが、湊みなとくんだった。

　湊みなとくんはたぶん覚えていないだろうけど、入学式の日、私は早さつ速そく制服をだらしなく着ていた湊みなとくんを見つけて注意した。彼は、面めん倒どうくさそうに制服を正してからこう言った。

「──小学生か？」

　カチンときた私はすぐさま反論した。

「同い年だよ！　クラスメイトの加か賀が美み美み玖く！　よろしくね！」

「──ふうん」彼は感心したように唸うなった。「しっかりしてるな、さすが高校生だ。僕は湊みなと琥こ太た郎ろう。あんたクラス委員長にでもなったらどうだ？　それだけしっかりしてれば、みんな言うこと聞くだろうし」

　たぶん彼は軽口のつもりでそう言ったのだと思うけど……私は初めて『居場所』を与あたえられて、何というか救われた気がしたのだ。

　普ふ通つうではない私でも、受け入れてもらえそうな予感がした。

　だから私は彼の提案どおりクラス委員長に立候補して──そうして無事に念願だった自分の『居場所』を手に入れた。

　それからずっと彼のことが気になって、でも、天あま津つ風かぜ博士から聞いていた話とは全然違ちがっていて──。

　そんな混乱の中で湊みなとくんの人となりを少しずつ知っていって、今、私の心は揺ゆれている。

「──琥こ太た郎ろうさん。もしよろしければ、私と踊おどってくれませんか」

　不意に天上の調べのような声が降ってきた。私は思考を中断して意識を現実へと向ける。するとすぐ側に天あま津つ風かぜさんが立っていた。

　湊みなとくんは天あま津つ風かぜさんの姿を認めると、心底嬉うれしそうに微ほほ笑えみ、しかし少しだけ面めん倒どうくさそうに、「──ああ」と答えた。

　チクリと。胸に刺ささった小さな棘とげが痛みを発した。

　湊みなとくんは天あま津つ風かぜさんの手を取って、キャンプファイヤのところまで歩いて行くと、不格好なダンスを踊おどり始めた。

　胸の痛みは、鈍どん痛つうのように少しずつ広がっていく。

　そのとき、ふと昨夜のことがフラッシュバックする。

　実はあのとき──私には意識があった。

　あくまでもぼんやりとしたものだったが、寝ねたくても身体からだが冷たすぎて眠ねむれないという苦しみに耐たえていたのだ。

　そんな折、突とつ然ぜん湊みなとくんが私のくるまっていた毛布を剝はいだものだから驚おどろいた。

　不覚にもすっかりと失念していたが、あのときは閉ざされた小屋に年とし頃ごろの男女がいるというシチュエーション。そのうち女のほうはまともに身動き一つ取れず、意識だって朦もう朧ろうとしている状態だ。襲おそうとすれば──絶好の機会だった。

　湊みなとくんだって若い男の子だ。非常事態ということもあり、情欲に理性が敗北してしまうことだってあるだろう。

　だから私は、毛布を剝はがれたとき、湊みなとくんにエッチなことをされるのだと確信した。でも、私はすぐにその現実を受け入れた。この状じよう況きようならば仕方がないとも言えるし、元々、湊みなとくんにはかなり無理を言って未来人たる私の願いを何度も叶かなえてもらっているのだ。

　私の貧ひん相そうな身体からだ一つで、その借りが返せるのであれば──安いものだ。いくらでも溜たまりに溜たまった獣じゆう欲よくを満たせば良い。

　そんな覚かく悟ごを決めたというのに。

　あろうことか湊みなとくんは、私を襲おそうどころか自分が寒いのも我が慢まんして私の身体からだを温めてくれた。

　触さわろうと思えば、私の身体からだのセンシティブな部分を思う存分まさぐることだってできたはずなのに、彼はあくまでも紳しん士し的に、動けない私に接してくれた。

　背中に触ふれた、彼の肌はだの温ぬくもりを思い出して──私は顔が熱くなる。

　意い気く地じなしというか、甲か斐い性しようなしというか。

　据すえ膳ぜん食わぬは何とかなんて格言もあるけれども。

　私はそんなヘタレで真面目な湊みなとくんの不器用な想おもいに触ふれて──胸を高鳴らせてしまった。

　顔を上げ、私は夕日とキャンプファイヤに照らされながら楽しそうに踊おどる湊みなとくんと天あま津つ風かぜさんを見やる。

　二人ともとても幸せそうな表情をしている。

　湊みなとくんは、天あま津つ風かぜさんに恋こいをしている。

　それはもはや紛まぎれもない事実だろう。

　そして当然、天あま津つ風かぜ博士から聞いていたとおり、天あま津つ風かぜさんは湊みなとくんのことが大好きだ。

　私は二人の恋こいをサポートすることを目的の一つに未来からやって来た。

　二人が好き合って、幸せに過ごしてくれればそれで良いい。

　それが私の役目なのだ。




　だから──胸の中に湧わき上あがったこの想おもいには、気づいてはいけない。




　これはきっと、吊つり橋ばし効果的な一時の気の迷いから生じた幻げん想そうだから。

　私はこの時代の人間ではない。私の余計な行動一つが、タイムパラドクスを生み、その結果宇宙そのものを崩ほう壊かいさせかねないということを常に念頭に置いて行動すべきだ。

　あくまでも私は、この時代における傍ぼう観かん者でしかない。

　傍ぼう観かん者が──余計な想おもいなど抱いだいてはいけないのだ。




　でも、もしかしたら。




　違ちがう未来が待っている可能性も……ゼロではないのかもしれない。

　現に、今この世界は、私が生まれ、歩んできた正史とはまったく異なる新たな歴史を刻んでいる。未来人が二人も居て、おまけに正史ではすでに死んでしまったはずの湊みなとくんがピンピンしているというとても不思議な、新たな歴史。

　タイムパラドクス理論が正しければ、決してあり得ない矛む盾じゆんした世界。

　いったい今のこの世界が、どのような理由により存在を許容されているのかは、専門家ではない私には皆かい目もく見当も付かないけれども。

　ひょっとしたら……そもそもタイムパラドクスなんてものは起こらない、ということは考えられないだろうか。

　歴史的な矛む盾じゆんが発生した瞬しゆん間かん、世界は新たな可能性に分ぶん岐きする。

　だから今、世界は当たり前のように未来人である私や那な珂か川がわさんの存在、そして何よりも湊みなとくんの生を許容している。

　そう考えても、少なくとも今のところは矛む盾じゆんがない。

　──だとしたら。

　私は……私が生まれ育った正史を無理になぞる必要はないのかもしれない。

　私は、これまで当然そうであるべきかのように、湊みなとくんと天あま津つ風かぜさんが両想おもいになることが正しいと信じて行動してきた。

　でも、冷静に考えたらそれだって大きな矛む盾じゆんを生じている。

　何な故ぜならば正史において、二人は決して結ばれていないのだから。

　正確には、結ばれるよりもまえに湊みなとくんが死んでしまったわけだけれども。

　私をこちらの時代へ送り出す直前、天あま津つ風かぜ博士は言っていた。




　──過去の世界には、あらゆる可能性が存在しています。何が起こるかは、私にも想像できません。だけど……どうか美み玖くちゃんが、悔くいのない選せん択たくをできますように。




　そこで、ああ、と天てん恵けいのように気づく。

　天あま津つ風かぜ博士は……この可能性を見み越こしていたのか。

　つまり──私が湊くんに恋をしてしまう可能性を。

　ならば、やはりゼロではないのかもしれない。

　私と湊みなとくんが結ばれる──そんな夢物語の仮想世界線イフも。
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　いつか湊みなとくん、言ってたっけ。

　天あま津つ風かぜさんと出会わなかったら、私のことを好きになってたかもしれないって。

　だとしたら……私にも、まだチャンスはあるのかな。

　二人のダンスはまだ続いている。

　胸に刺ささった小さな棘とげが、チクリとまた疼とう痛つうを発する。

　その痛みが、恋こい心ごころから来る嫉しつ妬とによるものなのか、それとも恩人にして親友でもある天あま津つ風かぜさんを裏切る行こう為いから来る罪悪感によるものなのか。




　私には判断がつかなかった。








あとがき









　──皆みなさん、青春してますか？




　どうもお世話になっております、紺こん野の天てん龍りゆうと申します。

　電でん撃げき文庫さんでは初二巻ということで、大変めでたく、そしてありがたく思っております。

　ひとえに読者の皆みな様さまのおかげでございます。本当にありがとうございます（深々）。




　二巻ということで、一巻のあとがきでは書けなかった裏話を一つ。

　実は本作、前作『エンドレス・リセット』と一部設定や用語に類るい似じ点があり、気になられた方もいらっしゃるかもしれませんが……。

　これは設定を流用したわけではなく、実は同一の世界観による物語であるためです。

　とある事情により『エンドレス・リセット』における《サタナエル事変》が発生しなかった世界線がこの『無自覚チート～』なのです。方や人類壊かい滅めつのポストアポカリプスで、方や暢気のんきな女子高生の青春を忖そん度たくしているわけですから、まあ、世の中何が起こるかわかりませんね。

　両者を読み比べてみると、意外な共通項こうがあって面おも白しろい……かも。




　ところで作中季節が夏なのに水着回じゃないじゃないか！　というお𠮟しかりの声が聞こえてきますが、水着回はしっかり三巻で予定しておりますので、気になる方は応おう援えんのほどをよろしくお願い申し上げます（深々）。




　あと本作登場のクイズは、一応すべてオリジナルです。謎なぞ解ときが趣しゆ味みでして、昔から自分でも色々考えていたので、この機に使ってみました。興味がない方は読み飛ばしていただいて構いませんが、謎なぞ解ときが好きな方は是ぜ非ひ、挑ちよう戦せんしてみてください。特にカップとボールの問題は、解説を作中に記き載さいしていないので、挑いどみ甲が斐いがあるかな、と。多少煩はん雑ざつですが、それほど難しくはないので小手調べに最適です。




　最後になりましたが、今回も本作に関わってくださったすべての方へ、最大級の感謝を申し上げます。いつも本当にありがとうございます。

　それでは、三巻でまたお目にかかれることを祈いのりつつ──。





二〇二一年十月某ぼう日じつ自宅　無音にて




著者　紺野天龍
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